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平成２４年第１回奈井江町議会定例会 

 

平成２４年３月５日（月曜日） 

午前１０時３２分開会 

 

 

○ 議事日程（第１号） 

第 １ 会議録署名議員の指名について 

第 ２ 会期の決定について 

第 ３ 議長諸般報告 

    １．会務報告 

    ２．議会運営委員会報告 

    ３．委員会所管事務調査報告 

    ４．例月出納定例検査報告 

第 ４ 行政報告（町長、教育長） 

第 ５ 報告第 １号 奈井江町高齢者福祉計画の策定について 

第 ６ 議案第１６号 奈井江町団体営土地改良事業分担金徴収条例 

第 ７ 議案第 １号 平成２３年度奈井江町一般会計補正予算（第１０号） 

第 ８ 議案第 ２号 平成２３年度奈井江町国民健康保険事業会計補正予算（第３

号） 

第 ９ 議案第 ３号 平成２３年度奈井江町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号） 

第１０ 議案第 ４号 平成２３年度奈井江町下水道事業会計補正予算（第３号） 

第１１ 議案第 ５号 平成２３年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計補正予算

（第４号） 

第１２ 議案第 ６号 平成２３年度奈井江町老人保健施設事業会計補正予算（第３

号） 

第１３ 議案第 ７号 平成２３年度奈井江町老人総合福祉施設事業会計補正予算（第

３号） 

第１４ 議案第１７号 奈井江町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

    議案第１８号 奈井江町税条例の一部を改正する条例 

    議案第２２号 奈井江町手数料条例の一部を改正する条例 

    議案第 ８号 平成２４年度奈井江町一般会計予算について 

    議案第 ９号 平成２４年度奈井江町国民健康保険事業会計予算について 

    議案第１０号 平成２４年度奈井江町後期高齢者医療特別会計予算について 

    議案第１１号 平成２４年度奈井江町下水道事業会計予算について 

    議案第１２号 平成２４年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計予算につい 

           て 

    議案第１３号 平成２４年度奈井江町老人保健施設事業会計予算について 
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    議案第１４号 平成２４年度奈井江町老人総合福祉施設事業会計予算について 

    平成２４年度町政執行方針（町長）、及び平成２４年度教育行政執行方針（教

育長） 

    予算審査特別委員会の設置について 

 

 

○  出席議員（１０名） 

    １番  遠 藤 共 子      ２番  石 川 正 人 

    ３番  三 浦 きみ子      ４番  大 矢 雅 史 

    ５番  森 岡 新 二      ６番  森   繁 雄 

   ７番  笹 木 利津子      ８番  森 山   務 

９番  鈴 木 一 男     １０番  堀   松 雄 

  

 

○ 欠席議員（０人） 

 

 

○ 地方自治法第１２１条により出席した者の氏名 

    町 長  北   良 治 

    副 町 長  三 本 英 司 

    教 育 長  村 上 清 司 

ま ち づ く り 課 長  碓 井 直 樹 

くらしと財務課長  南   秀 則 

    ふるさと振興課長  篠 田 茂 美 

    お も い や り 課 長  岩 口   茂 

    会 計 管 理 者  桃 木 良 子 

    健康ふれあい課長  小 澤 敏 博 

    やすらぎの家施設長  表   久 義 

    教 育 次 長  鈴 木   隆 

ふるさと振興課長補佐  秋 葉 秀 祐 

ふるさと振興課長補佐  大 津 一 由 

    教 育 委 員 長  萬   孝 志 

    農 業 委 員 会 会 長  桑 島 雅 憲 

代 表 監 査 委 員  中 野 浩 二 

 

 

○ 職務のために出席した者の職氏名 

    議 会 事 務 局 長  萬   博 文 

    庶 務 係 長  芝 田 範 子 
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開会開会開会開会・・・・挨拶挨拶挨拶挨拶                          （１０時３２分）    

 

●議長 

 おはようございます。 

 諸般の事情によりまして、若干遅れたことをまずもってお詫び申し上げたいと思いま

す。 

 只今、出席議員１０名で定足数に達していますので、平成２４年奈井江町議会第１回

定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１１１１    会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員のののの指名指名指名指名についてについてについてについて    

 

●議長 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１５条の規定により、４番大矢議員、５番森岡議員

を指名します。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第２２２２    会期会期会期会期のののの決定決定決定決定についてについてについてについて    

 

●議長 

 日程第２、会期の決定を議題とします。 

 おはかりします。 

 今期、定例会の会期は、本日から１５日までの１１日間としたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 会期は、本日から１５日までの１１日間に決定しました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第３３３３    議長諸般報告議長諸般報告議長諸般報告議長諸般報告                     

１１１１．．．．会務報告会務報告会務報告会務報告    
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●議長 

 日程第３、議長諸般報告を行います。 

 会務報告は、書面のとおりですので、ご了承願います。 

                                       

                                       

２２２２．．．．議会運営委員会報告議会運営委員会報告議会運営委員会報告議会運営委員会報告                       

 

●議長 

 議会運営委員会報告について、委員長の発言を許します。 

 議会運営委員長、６番森議員。 

 

（議会運営委員長 登壇） 

 

●６番 

 改めて、皆さん、おはようございます。 

 第１回の定例会、出席大変ご苦労さまでございます。 

 本定例会までに議会運営委員会を開催致しておりますので、ご報告を申し上げたいと

思います。 

 委員会開催日、調査事項、調査内容の順で報告致したいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 委員会開催日、平成２３年１２月９日、調査事項、第４回定例会に関する議会運営に

ついてでございます。調査内容、①追加議案についてでございます。 

 続いて、委員会開催日、平成２４年１月１１日でございます。調査事項、議会運営に

ついてでございます。調査内容は、①活性化ホール（仮称）について、②一般・特別会

計決算審査特別委員会の開催時期についてでございます。 

 続きまして、委員会開催日、平成２４年１月１７日、調査事項、議会運営についてで

ございます。調査内容は、①第１回定例会の日程について、②奈井江町議会委員会条例

の一部改正について、③奈井江町議会運営基準の一部改正についてでございます。 

 続きまして、委員会開催日、平成２４年２月８日でございます。調査事項は、議会運

営についてでございます。調査内容は、①議会の委任による専決処分事項の指定につい

て、②教育委員会評価報告における議会報告についてでございます。 

 続きまして、委員会開催日は、平成２４年２月２８日でございます。調査事項と致し

まして、第１回定例会に関する議会運営についてでございます。調査内容は、①会期及

び議事日程について、②議案審議について、③総括質問について、④町政一般質問につ

いて、⑤予算審査特別委員会の設置について、⑥請願、意見案、陳情、要請等の取り扱

いについて、⑦会議案について、⑧決議案について、⑨地域活性化ホールに関する調査

の取り扱いについてでございます。 

 以上、報告申し上げまして、議会運営委員会の報告と致します。 
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３３３３．．．．委員会所管事務調査報告委員会所管事務調査報告委員会所管事務調査報告委員会所管事務調査報告                  （１０時３７分）    

 

●議長 

 委員会所管事務調査報告について、委員長の発言を許します。 

 まちづくり常任委員長、８番森山議員。 

 

（まちづくり常任委員長 登壇） 

 

●８番 

 皆さん、改めて、おはようございます。 

 本会議の出席大変ご苦労さまです。 

 委員会開催日１２月２２日、調査事項、調査第４号「老人福祉施設の管理運営につい

て」現地調査を含みます。副町長、やすらぎの家管理係長、同主査の出席を求め提出さ

れた資料の説明を受け、現地調査を実施し検討しました。 

 調査内容につきましては、１．老人総合福祉施設「やすらぎの家」の現況について、

２．高齢者生活福祉センター「ひだまり」の現況について、３．老人福祉寮「かおる

荘」の現況についてでございます。 

 資料は別紙のとおりでございます。 

 意見・要望と致しまして、特別養護老人ホームにおいて、入所者は常にほぼ満床の状

況であり、待機者においても本日現在で９９人である。合わせてショートステイ、ディ

サービスにおいても昨年を上回る利用者数が報告された。 

 これは、施設に対する町民の強い信頼と期待の表れである。 

 施設の職員にあっては、その信頼と期待に応えるべく、入所者や利用者を第一と考え、

それぞれの入所者や利用者に即した介護サービスに努めて頂きたい。 

 保育所との世代間交流に関しては、より一層の交流が進むように努力して頂きたいと

いうものであります。 

 次に、委員会開催日１月１７日、調査事項、調査第２号「道路の維持管理について」

でございます。現地調査含みます。ふるさと振興課長、同補佐、技術係長の出席を求め

現地調査を実施した後、提出された資料の説明を受け検討しました。 

 調査内容としましては、１．平成２３年度町道維持管理路線について、２．平成２３

年度町道維持管理契約状況について、３．平成２３年度道道維持管理路線について、４．

道道維持管理契約及び内容について、５．平成２３年度除雪事業計画についてでありま

す。 

 資料は別紙のとおりです。 

 意見・要望と致しまして、除排雪による道路網の確保は、冬期間における町民の生活

環境にとって最重要課題の一つである。今年度は、平成５年、平成１０年に匹敵する降

雪量であり、近年稀に見る大雪である。 

 その中にあって、年末に２回の排雪を行うなど幹線道路の確保に努めた。 
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 更に、本町は、いち早く市街地の幹線道路や生活道路を中心に流雪溝等による雪処理

施設網を整備し町民の協力を得ながら「雪に強いまちづくり」を進めていることは大い

に評価するところである。 

 町道１６号線や小学校の統合により通学道路として、更に重要路線となる南町地区の

西５条通りと西１線通りにおいて、冬期間の道路状況を見るとき、大変危惧するところ

である。 

 よって、住民の協力を得ながら通学児童等歩行者の安全確保に努めて頂きたい。 

 雪捨て場のある１６号東線の管理にあっては、地域住民等一般通行者に支障なきよう

配慮願いたいというものであります。 

 次に、委員会開催日１月２４日、調査事項、調査第１号「学校経営について」であり

ます。現地調査を含んでおります。教育次長、総務学校教育係長の出席を求め提出され

た資料の説明を受け、現地調査を実施し検討しました。 

 調査の内容、１．学校経営の方針、教育目標について、２．教職員、児童生徒の状況

について、３．教育活動について、４．教育課題について、５．学校評価（保護者アン

ケート）について、６．校舎等の保全管理について。 

 資料は別紙のとおりです。 

 意見・要望ですが、学校校舎においては、小中学校とも老朽化が進んでおり、合わせ

て小学校の統合に伴う改築や中学校の耐震化が急がれている。 

 このようなことから、現在、改築計画が検討されているところであるが、特に小学校

校舎の改築にあっては、統合後の学校運営に支障なきよう充分配慮願いたい。 

 今回の所管事務調査では、学校側から様々な事業説明があった。 

 今後とも熱心な事業展開を行い子供達の豊かな感性を育成すると共に、更なる学力の

向上に努めて頂きたい。 

 また、中学校及び教育委員会から生徒指導の具体的事例の報告があった。 

 今後とも学校と教育委員会が連携を密接にし、他の関係機関との協力を得ながら、よ

り良い教育環境の保全に努力願いたいというものであります。 

 学校側のご理解を頂き、奈井江商業高校の視察を行いました。 

 本町では、従前より奈井江商業高校に対して通学交通費や、各種検定料等の助成制度

を創設するなどの支援策を講じてきた。 

 しかしながら、学校側より来年度の出願状況について、締め切り前ではあるが大変厳

しい状況下にある旨の説明を受けた。 

 人口減少と少子化に合わせて、年々大学進学率の向上等により普通科志向が強まって

いる中で、将来の学校存続にどのように影響するのか大変危惧するところである。 

 本町の唯一の高等学校であることから、今後とも最大限の支援策を継続されるよう努

力願いたいというものであります。 

 次に、委員会開催日２月８日、調査事項、調査第３号「老人・母子・健康保持等保健

事業について」健康ふれあい課長、健康づくり係長、同主査の出席を求め提出された資

料の説明を受け質疑を行った。 

 調査内容、１．介護予防事業について、２．母子保健事業について。 
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 資料は、別紙のとおりでございます。 

 意見・要望、本町では、高齢者が健康で自立した生活をおくるため、介護予防事業を

積極的に取り組み、評価されている。健康教育や運動教室等、地道な事業ではあるが、

今後更に高齢化が進む本町においては大変重要な事業であり、参加者の新たな掘り起こ

し等、事業の拡大充実に努めて頂きたい。 

 次に、町内外から高く評価されている「小中高生すこやか健診」は、子供たちの健康

保持に大変有意義な事業である。保護者をはじめ、学校関係者等の更なる理解と協力を

得ながら受診率の向上に努めて頂きたい。 

 また、「保健師業務分析・計画」を作成して保健事業の推進に努めており評価すると

ころであるが、今後とも事業の現状と課題を把握し町民のニーズに即した事業展開を望

むものである。 

 任意の予防接種において「子宮頸がん予防ワクチン」の接種対象者を国の基準より拡

大して実施しており、評価するものである。 

 また任意ではあるが「小児肺炎球菌ワクチン」や「ヒブワクチン」共々対象者全員が

接種されるよう努めて頂きたいというものであります。 

 以上で、所管事務調査の報告を終了致します。 

                                       

                                       

４４４４．．．．例月出納定例検査報告例月出納定例検査報告例月出納定例検査報告例月出納定例検査報告                       

 

●議長 

 次の例月出納定例検査報告につきましては、書面報告のとおりですので、ご了承願い

たいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 以上で、議長諸般報告を終わります。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第４４４４    行政報告行政報告行政報告行政報告                      （１０時４９分）    

 

●議長 

 日程第４、行政報告を行います。 

 町長。 

 

（町長 登壇） 
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●町長 

 おはようございます。 

 第１回定例会、大変ご苦労さまでございます。 

 それでは行政報告を執り行いますが、平成２３年第４回定例会以降の主なる事項につ

いて、ご報告を申し上げます。 

    まちづくり課関係でございますが、１月１９日には、歌志内市、上砂川町、浦臼町と

ともに近隣１市３町による公の施設の相互利用協定書の調印式を執り行っております。 

 この調印によりまして、４月以降４市町の住民が、同じ条件で２５の公共施設の利用

が可能になります。 

 それぞれの公共施設を有効に利用することで、住民の健康増進や文化振興、さらには、

地域の連携や一体感の醸成に繋がることを期待しているところであります。 

 次に、ふるさと振興課関係では、１２月２６日と２月２日の両日に渡りまして、ＪＡ

新砂川・杉本組合長、商工会・石川会長とともに、仮称・地域活性化ホール・三者代表

者会議を開催しております。 

 この会合において、施設の基本構想策定にあたってのアンケート調査と、その結果に

基づく施設整備に向けた基本的な考え方、さらには管理運営のあり方等について、協議

を行っております。 

 また、この協議に基づいて取りまとめました基本構想について、１頁に戻りますが、

まちづくり課の所管として記載しております、２月２７日の第５回高齢者支援ネットワ

ーク懇話会、さらには３月１日開催のまちづくり町民委員会にて説明を申し上げ、ご理

解を賜ったところでございます。 

 以上、一般行政報告と致します。 

                                       

                                       

（（（（教育行政報告教育行政報告教育行政報告教育行政報告））））                        

 

●議長 

 教育長。 

 

（教育長 登壇） 

 

●教育長 

 おはようございます。 

 第１回定例会ご苦労さまでございます。 

 お手元に、教育行政報告をお届け致しておりますが、３点につきまして、ご報告を申

し上げます。 

 第１点目は、町長と語る会の開催についてであります。 

 １２月８日に奈井江小学校、２０日には江南小学校において、町長と語る会を開催致
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しました。 

 奈井江小学校では、「安全や環境について」「健康の大切さや高齢者の方が安心して

暮らせるまちづくりについて」の２つの話し合いのテーマに基づいて意見交換がなされ

ました。 

 江南小学校では、町長を囲んで座談会形式で、第５期まちづくり計画の基本政策の５

項目、「安全で環境にやさしい」「健やかで心ふれあう」「学びあう心潤う」「魅力あ

る産業をめざす」「みんなでつくりあげる」まちづくりについて、話し合いをしました。 

 それぞれ、学校において建設的な町づくりに関する意見が多く出されました。 

 健康についての提言、ボランティア・体験活動を通じての感想意見の発表もありまし

た。 

 子どもの視点で自分たちが町に要求することだけでなく、自分たちが出来ることは、

行うことは、高齢者が安心して暮らせる町として施設や医療の充実に向けた提言があり、

町長も一つ一つ丁寧に耳を傾け、意見に対してのコメントを述べておりました。 

 １２月１３日には、奈井江商業高校３年生と１時間３０分にわたり、生徒のアンケー

ト調査の結果を元に、町づくりについて話し合いが行われ、「不審者対策としての街灯

を増やすことができないか」など、具体的な課題の意見交換がなされました。 

 そして、後輩のためにも、一人でも多く生徒が奈井江町の企業に就職できるよう、企

業の支援、働きかけをするよう町長に対しても要望があったところでございます。 

 奈井江中学校におきましては、インフルエンザの影響を受けて、２月１６日開催予定

でしたが、３月７日に延期となっているところでございます。 

 第２点目は、行政報告書には記載しておりませんが、インフルエンザの罹患状況につ

いてであります。 

 ２月に入り滝川保健所管内の学校においても罹患する児童生徒が増えはじめ、本町に

おいても、２月１０日から２月１７日までの間に、奈井江小学校の１年生、２年生、４

年２組、６年１組、江南小学校では、５年生、中学校では、１年２組、２年１組、２年

３組の８学級においてですね、学級閉鎖を行ったところでございます。 

 現在は、各学校において、落ち着きを見せておりますが、引き続き、予防対策として、

手洗い、うがい、マスク等の対策を講じるよう指導しているところでございます。 

 第３点目でありますが、２月２８日、公立高校入試の最終出願状況の発表がなされた

ところでございます。 

 奈井江商業高校につきましては、商業科定員４０名に対しまして８名、情報処理科に

おいては定員４０名に対して１６名と、併せて２４名の出願となっているところでござ

います。 

 ３月６日には学力検査が実施され、３月１６日に合格発表、２次募集の出願受付は３

月２２日、２３日で、合格発表は３月２８日となっているところでございます。 

 以上、教育行政報告とさせて頂きます。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第５５５５    報告報告報告報告第第第第１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・報告報告報告報告・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決         （１０時５０分） 
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●議長 

 日程第５、報告第１号「奈井江町高齢者福祉計画の策定について」を議題と致します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 おはようございます。 

 定例会のご出席ご苦労さまでございます。 

 議案書ＮＯ１の１頁をお開き下さい。 

 報告第１号「奈井江町高齢者福祉計画の策定について」 

 平成２４年度から平成２６年度までの３年間の奈井江町高齢者福祉計画を策定したの

で、次のとおり報告する。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 別冊でお配りしておりますが、詳細につきましては担当課長から報告させます。 

 

●議長 

 健康ふれあい課長。 

 

●健康ふれあい課長 

 おはようございます。 

 それでは、報告第１号、奈井江町高齢者福祉計画の内容につきまして、別冊でお配り

をしております「奈井江町高齢者福祉計画書」によりまして、計画の概要をご説明申し

上げます。 

 まず２頁をご覧頂きたいと思います。 

 第２節、計画策定の趣旨でありますが、本計画策定の法的根拠につきましては、老人

福祉法、並びに介護保険法の各規定に基づき、高齢者福祉計画と介護保険事業計画の２

つを一体的に取り扱った内容となっており、空知中部広域連合が策定致します「第５期

介護保険事業計画」との整合性を図りながら策定を行ったものであります。 

 ３頁をご覧頂きたいと思います。 

 ３．計画作成の時期、期間及び見直し時期でありますが、本計画につきましては、第

５期計画と致しまして、平成２４年度から２６年度までの３年間の計画となっておりま

す。 

 また、見直しの時期は平成２６年度とし、平成２７年度から２９年度までの次期計画

を作成する予定であります。 

 ４頁をご覧頂きたいと思います。 

 ４．住民意見反映のための措置につきましては、奈井江町介護保険事業計画等策定委
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員会における審議の外、日常生活圏域ニーズ調査と致しまして、空知中部広域連合が主

体となり要介護認定を受けていない６５歳以上の方１，７４４人中、１，４１２人にご

回答を頂き、アンケート調査を実施したところであります。 

 なお、調査結果につきましては、参考資料と致しまして巻末に掲載のとおりでござい

ますので、後ほどご覧を頂きたいと思います。 

 ５頁をお開き頂きたいと思います。 

 第３節、計画策定のめざす方向につきましては、１．計画の位置づけと致しまして、

平成２６年度末を一つの目標時期として取り組みを進めながら、新たに地域包括ケアシ

ステムの構築を加え策定するものであります。 

 ２．基本方針と致しまして、活動的で生きがいに満ちた高齢社会の実現、支えあう地

域づくり、サービス提供体制の充実、サービスの質の向上の３つの基本方針に、先ほど

申し上げた地域包括ケアシステムの構築を加え、４つの基本方針を計画策定の柱として

進めることとしております。 

 ７頁をご覧頂きたいと思います。 

 第２章、高齢者の現状と推計では、国勢調査等による人口推移、８頁９頁にわたって

は、過去３年間の要介護認定者数の推移、サービス利用者の推移と今回、新たに認知症

高齢者の現状について、各種統計資料を抜粋しながら記載をしております。 

 １０頁をご覧頂きたいと思います。 

 第２節、今後の推計では、人口の将来推計を出しておりますが、目標年度であります

平成２６年度では、総人口５，８４６人、高齢者人口は２，１６２人となり高齢化率３

７．０％と更に高齢化が進むものと予測しております。 

 また、２．要介護認定者数の推計では、平成２６年度では４１５人と推計しておりま

す。 

 １１頁をご覧頂きたいと思います。 

 ３．サービス利用者の推計では、居宅サービス利用者の推計と致しまして、平成２６

年度では２２４人、施設サービス利用者の推計と致しましては８７人と推計しておりま

す。 

 １２頁をご覧頂きたいと思います。 

 第３章、サービス提供の現状と推計では、第１節、第２節として介護保険給付の対象

及び対象外のサービスの状況について、２１頁にわたり記載をしてございます。 

 特に、この３年間の推移の中では、介護保険制度の定着化と合わせて、在宅の要介護

者が増加しており、居宅サービスについては、訪問介護、訪問看護、通所介護、短期入

所生活介護、グループホームである認知症対応型共同生活介護サービスを中心に年々増

加している傾向にあります。 

 少し飛びますが、２２頁をご覧頂きたいと思います。 

 第３節、介護保険給付対象サービスの推計では、国の推計ワークシートによりまして、

２７頁にわたり各サービスについて、それぞれ必要量を推計しております。 

 この中で２２頁上段の１．居宅（介護予防）サービスにつきましては、利用実績によ

りまして、特に訪問介護と通所介護などの利用の伸びを見込み、推計をしております。 
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 次に、２８頁から３０頁にわたります、第４節、介護保険給付対象外サービスの推計

では、福祉、保健サービスから生涯学習、社協事業、老人クラブ等の自主事業までに至

る様々な取り組みについてその方向を述べております。 

 ３１頁から３２頁にわたります、第４章、地域支援事業の推進につきましては、大き

く、介護予防事業、包括的支援事業、任意事業の３つに分類しております。 

 介護予防事業につきましては、個々の予防対策が必要な二次予防事業対象者把握事業

を始め９事業を位置付けております。 

 包括的支援事業につきましては、保健センター内に設置しております地域包括支援セ

ンターの役割と致しまして、社会福祉士、保健師等の専門職を配置し、介護予防マネジ

メント、総合相談支援、権利擁護事業、包括的・継続的ケアマネジメントを柱として、

高齢者を取り巻く様々な課題に対して横断的・総合的な相談窓口として位置付けてござ

います。 

 任意事業につきましては、桜ヶ丘団地で実施しております「シルバーハウジング」入

居者への生活援助員による安否確認等の事業を位置付けております。 

 次に、３３頁をご覧頂きたいと思います。 

 第５章では、介護保険給付費及び介護保険料の推計について記載しておりますが、３

４頁にわたる奈井江町分の介護保険給付費の推計と３５頁、３６頁の空知中部広域連合

関係市町全体の推計に分け、記載をしております。 

 ３７頁をご覧頂きたいと思います。 

 平成２４年度から２６年度までの第１号被保険者に係る介護保険料につきましては、

空知中部広域連合が、１市５町の介護保険対象サービスの推計費用額を合計し、国が定

めるワークシートにより算出した結果、基準月額４，５９０円となったところでありま

す。 

 現行３，９３０円に対しまして６６０円の増となったところでありますが、その主な

要因につきましては、第１点目と致しまして、第１号被保険者の保険料負担率が２０％

から２１％に変更となったこと、また介護報酬のプラス改定等により３６９円増となっ

たところでございます。 

 第２点目と致しましては、サービス量見込み等によりまして６９１円の増となったと

ころでございます。 

 第３点目と致しまして、介護保険準備基金の充当、それと北海道財政安定化基金の取

り崩しによる交付額の充当等によりまして４００円の減となったところでございまして、

差し引き、先ほど申し上げました保険料６６０円の増額となったところでございます。 

 なお、この介護保険料につきましては、同じ頁の表のとおり所得段階で分かれており

ますけれども、今回の増額に対します低所得者対策と致しまして、現行の８段階をさら

に１０段階に細分化したところであります。 

 次に４０頁をご覧頂きたいと思います。 

 第６章では、計画推進のための具体的な取り組みと致しまして、４６頁にわたります

けれども、第１節の主な取り組み事項を、１つ目と致しましては介護サービス提供体制

の充実、２つ目と致しましては認知症高齢者支援対策の推進、３つ目と致しまして医療
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と介護の連携、４つ目と致しまして高齢者の居住に係る施策との連携、５つ目と致しま

して生活支援体制の整備、６つ目と致しまして介護予防の推進、７つ目と致しまして高

齢者の社会参加・生きがいづくりの推進ということの７項目に分けまして、それぞれの

課題と具体的な取り組みについて記載をさせて頂いております。 

 ４７頁では、第２節、計画の推進管理、第３節、総合相談、苦情相談、広報体制につ

いて記載をしております。 

 以上、高齢者福祉計画の概要につきましてご説明申し上げました。 

 よろしくご審議の程お願い申し上げます。 

 

●議長 

 以上、報告事項ですが、特に質疑があれば、許します。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 報告第１号を報告済みと致します。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第６６６６    議案第議案第議案第議案第１６１６１６１６号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１１時０６分） 

 

●議長 

 日程第６、議案第１６号「奈井江町団体営土地改良事業分担金徴収条例」を議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書ＮＯ２、１４０頁をお開き下さい。 

 議案第１６号「奈井江町団体営土地改良事業分担金徴収条例」 

 奈井江町団体営土地改良事業分担金徴収条例を次のように制定する。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 本条例は、国の平成２３年度第４次補正予算で措置をされました農業体質強化基盤整

備促進事業が土地改良法によらない基盤整備事業であることから、受益者から分担金を

徴収するために必要な事項を定めるため、制定しようとするものであります。 

 詳細については担当課長から説明させますので、よろしくご審議の上、ご決定をお願

い致します。 
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●議長 

 ふるさと振興課長。 

 

●ふるさと振興課長 

 おはようございます。 

 私の方から、条文の内容について、ご説明をさせて頂きたいと思います。 

 １４０頁の第１条をご覧になって頂きたいと思います。 

 第１条では、町が施行する土地改良法によらない、団体営土地改良事業に係る、分担

金の徴収に関し、必要な事項を定めることを規定してございます。 

 第２条では、分担金は、当該事業に要する費用に充てるため、受益者から徴収するこ

とを規定してございます。 

 第３条では、前条の分担金は、当該事業に要する費用の額の範囲内において、町長が

定めた額となります。 

 括弧書きにありますように、当該事業に対し、補助金の交付を受けた場合は、当該補

助金の額を差し引いた額となります。 

 第４条では、分担金の納付で、当該事業の施行年度内において、町長が定める期日ま

でに納めて頂きます。 

 第５条では、国及び道から補助金の交付を受けて行う当該事業にあっては、工事完了

年度の翌年度から起算して８年を経過しない間に、農地以外の土地に転用が行われた場

合、その転用面積に応じた額の分担金を徴収することになります。 

 次頁になりますが、第６条では、徴収猶予及び減免の規定でございます。 

 それと、追加資料で提出させて頂きました資料の方ご覧になって頂きたいんですけれ

ども、４３頁をお開き願います。 

 条例施行規則でございますが、第３条から第５条まで受益者の申告関係を規定してご

ざいます。 

 第６条では、条例第３条に規定する分担金の額は、４４頁の別表の左の欄に掲げる事

業の区分に応じ、右の欄にございます分担率を乗じて得た額の範囲内となります。 

 第７条では、過誤納金の取り扱いについて、第８条、第９条では、徴収猶予の申請等

について、第１０条では、減免申請について規定させて頂いてございます。 

 よろしくご審議の上、ご決定をお願い申し上げます。 

 以上です。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 

（なし） 
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●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１６号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第７７７７    議案第議案第議案第議案第１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１１時１１分） 

 

●議長 

 日程第７、議案第１号「平成２３年度奈井江町一般会計補正予算（第１０号）」を議

題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書ＮＯ１の２頁をお開き下さい。 

 議案第１号「平成２３年度奈井江町一般会計補正予算（第１０号）」 

 平成２３年度奈井江町の一般会計補正予算（第１０号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，９１３万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４６億７，４０３万９千円とする。 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 繰越明許費、第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越し

て使用することができる経費は、第２表、繰越明許費による。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 
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 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入、１款町税９，３４６万７千円を追加し７億５，３７５万８千円、９款地方特例

交付金２９３万９千円を追加し１，３１８万２千円、１０款地方交付税４万４千円を減

額し２４億６，５５３万６千円、１２款分担金及び負担金１，６１８万円を追加し３，

７４５万円、１３款使用料及び手数料３８８万６千円を減額し１億３，８５７万７千円、

１４款国庫支出金７，２１２万９千円を追加し３億４９８万５千円、１５款道支出金１，

６７１万３千円を減額し２億６，８４８万８千円、１６款財産収入４８０万４千円を減

額し１，２２６万３千円、１７款寄付金１，０８５万３千円を追加し１，３７０万３千

円、１８款繰入金１億１，２６５万９千円を減額し７，４９３万７千円、２０款諸収入

７６万８千円を追加し９，７７３万１千円、２１款町債９１０万円を減額し２億７，０

８８万１千円、歳入合計４，９１３万円を追加し４６億７，４０３万９千円。 

 次の頁をお開き下さい。 

 歳出、１款議会費５９万５千円を減額し４，９６０万９千円、２款総務費２，６６１

万４千円を減額し４億１，５７５万３千円、３款民生費１，６９２万３千円を減額し７

億６，９５６万８千円、４款衛生費９４０万２千円を減額し６億３１７万６千円、５款

労働費１５５万６千円を減額し１，４０７万２千円、６款農林水産業費７，９０４万円

を追加し２億８，２１２万６千円、７款商工費９１万円を減額し５，１９０万２千円、

８款土木費１，６６７万７千円を追加し５億９，６１９万４千円、９款消防費８５万８

千円を追加し１億３，７２７万２千円、１０款教育費７３９万３千円を減額し１億９，

０９４万９千円、１１款公債費２８５万６千円を減額し９億５６０万４千円、歳出合計

４，９１３万円を追加し４６億７，４０３万９千円。 

 第２表、繰越明費、６款農林水産業費１項農業費の事業名は、農業体質強化基盤整備

促進事業で１億２６８万円であります。 

 一般会計補正予算（第１０号）の概要についてご説明を申し上げますが、今回の補正

の主な内容につきましては、後ほども提案致します特別会計及び企業会計につきまして

も同様でありますが、それぞれ、事業費の確定などによる精査であります。 

 補正予算の歳出からご説明を申し上げます。 

 ２３頁をお開き下さい。 

 議会費では、旅費などの精査により５９万５千円を減額計上。 

 総務費では、３２頁上段のまちづくり定住促進に要する経費で６９２万３千円を減額

計上。 

 ３４頁中段の地域振興基金積立金では、財政調整基金積立金への組替で８，３００万

円の減額計上をしたほか、ご寄附による積立金で１，０８５万３千円の追加計上、また

利息分の積立の精査を行い、合わせまして７，２１４万５千円を減額計上致しておりま

す。 

 過疎地域自立促進特別事業基金積立金では、事業精査により４００万９千円を追加計

上。 

 ３６頁中段、戸籍・住民登録事務に要する経費では、外国人住基システム改修負担金
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等の精査を行い２８３万３千円を減額計上。 

 ３６頁下段から４０頁にかけまして、選挙経費の確定により、知事道議選挙に要する

経費で６０万４千円の減額、町議会議員選挙に要する経費で２９２万５千円を減額、農

業委員会委員選挙に要する経費で１２２万２千円を減額計上したほか、各事業の精査を

行い、合わせまして２，６６１万４千円の減額計上致しております。 

 ４１頁をお開き下さい。 

 民生費では、子ども手当及び子ども医療費の精査で４７頁の児童措置費では１，５３

６万９千円を減額計上したほか、各事業費の精査を行い、民生費合計で１，６９２万３

千円の減額計上であります。 

 ４９頁の衛生費では、公立病院に対する地方交付税の病床数単価の変更などに伴い、

５２頁上段、病院事業会計繰出金で１，２００万２千円を追加計上したほか、各事業費

の精査を行い、合計で９４０万２千円を追加計上致しております。 

 次に、５５頁の労働費では、緊急雇用創出事業の精査を行い１５５万６千円の減額計

上。 

 ５７頁の農林水産業費では、６２頁上段、農業体質強化基盤整備促進事業に要する経

費として、国の第４次補正予算に対応し、経営規模の拡大や地域振興作物の生産促進の

ために行う区画整理や暗渠排水の施工に係る経費として１億２６８万円を追加計上。 

 ６３頁上段の林道新設改良事業に要する経費では１，１３４万４千円を減額計上した

ほか、各事業の精査を行いまして合計で７，９０４万円を追加計上致しております。 

 ６４頁、商工費では、地域交流センターの修繕料などの精査を行い、合計９１万円の

減額計上。 

 ６５頁の土木費では、６６頁中段、除排雪に要する経費では、先の臨時議会において

排雪経費の専決処分をご承認頂いたところでありますが、本年に入ってからの降雪量、

また一般家庭から出される量についても例年を大きく上回っている状況にあることから、

排雪等の費用として３，５００万円を追加計上しております。 

 また、雪処理施設に要する経費で、雪処理施設全面改修負担金などの精査を行い１，

４９９万８千円を減額計上。 

 ６８頁上段、下水道事業会計繰出金では見込み精査を行い１４５万６千円を減額計上

したほか、各事業の精査を行って合計で１，６６７万７千円を追加計上したところであ

ります。 

 ６７頁の消防費では、人件費の精査を行って８５万８千円を追加計上致しております。 

 教育費では、７８頁中段の体育施設の管理運営に要する経費で７８万１千円を追加計

上したほか、各事業費の見込み精査を行って、合計７３９万３千円の減額計上。 

 ７７頁の公債費利子では、見込精査で２８５万６千円の減額計上であります。 

 ７９頁、職員費では、財源の振り替えを行っております。 

 次に歳入について説明致します。 

 ９頁にお戻り下さい。 

 町税では、法人所得の増などにより、町民税で５，１８６万１千円の追加計上。 

 償却資産の増などより、固定資産税で４，０４９万４千円を追加計上したほか、見込



 - 19 - 

み精査を行い、合計で９，３４６万７千円を追加計上しております。 

 地方特例交付金では、法改正により児童手当及び子ども手当特例交付金で２９３万９

千円を追加計上。 

 地方交付税では、普通交付税の確定により４万４千円を減額計上。 

 分担金及び負担金では、１２頁上段の団体営土地改良事業負担金で１，２０８万円を

追加計上したほか、保育所の保護者負担金などの精査により、合計で１，６１８万円を

追加計上致しております。 

 １１頁をお開き下さい。 

 使用料及び手数料では、公営住宅使用料などの見込精査により３８８万６千円の減額

計上。 

 国庫支出金では、１４頁上段、農業体質強化基盤整備促進事業補助金で９，０６０万

円を追加計上したほか、子ども手当負担金などの精査により、合計７，２１２万９千円

を追加計上致しております。 

 １３頁、道支出金では、１４頁下段の障がい者自立支援給付費等負担金、１６頁下段

の森林環境保全整備負担金などの精査を行い、合せて１，６７１万３千円の減額計上。 

 １７頁の財産収入では、１８頁中段の土地建物売払収入で４７８万６千円を減額計上

したほか、基金運用収入などの精査を行って、合わせまして４８０万４千円を減額計上

しております。 

 寄附金では、合場

あいば
幸男さま、山下俊之さま、亀岡タミ子さま、また匿名の方２名・１

法人のご寄附により、１，０８５万３千円を追加計上致しております。 

 繰入金、基金繰入金の地域振興基金繰入金では、ふるさと応援寄附金による財源の充

当を行ったほか、農業担い手基金繰入金などの精査により３４万９千円を追加計上。 

 過疎地域自立促進特別事業基金繰入金では、医療情報システム整備に係る精査により

７６２万４千円を減額計上。 

 特別会計繰入金では、インフルエンザ予防接種に対する国保会計繰入金により２９万

９千円を追加計上致しております。 

 １９頁をお開き下さい。 

 諸収入では、２０頁中段、児童福祉受託事業収入で保育所広域入所委託料の精査を行

い１７６万３千円を追加計上。 

 事業関連雑収入で、平成２２年度再商品化合理化拠出金で８８万９千円を追加計上。 

 ２０頁下段、持続的農業・農村づくり促進特別対策事業推進交付金で１８４万円を減

額計上したほか、見込み精査により合計で７６万８千円を追加計上致しております。 

 ２１頁をお開き下さい。 

 町債では、各事業費の見込み精査により合計で９１０万円を減額計上致しております。 

 なお、以上における歳入歳出の差８，２１３万３千円につきましては、歳入予算の１

７頁下段にあります、財政調整基金繰入金１億５６８万３千円を減額するとともに、３

４頁中段の財政調整基金積立金において、今後新たに予定しております地域活性化ホー

ル（仮称）、これの建設や、まちづくり計画の遂行の財源確保のために、当初、地域振
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興基金に積立を予定をしておりました８，３００万円を組み替えた後２，３５５万円を

減額し収支の均衡を図ったところであります。 

 以上、補正予算の概要について説明致しましたので、よろしくご審議の上、ご決定を

お願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 質疑ございませんか。 

 ６番森議員。 

 

●６番 

 今定例会、出席大変ご苦労さまでございます。 

 補正に関しまして、私の方から４点ほど質問致したいと思いますので、よろしくお願

いします。 

 款項目では言いません。頁数で言いますので、よろしくお願いします。 

 防犯灯に要する経費、３２頁でございます。 

 ここの部分で、防犯灯に要する経費が５４万３千円を追加計上されております。 

 最近、ＬＥＤで少しずつ変換しているにも関わらず、光熱水費が上がっているんです

けれども、この内訳についてご説明をよろしくお願いします。 

 それから、４８頁になります。 

 学童保育の事業に関する経費なんですけれども、ここで放課後児童指導員の賃金が減

額されているんですけれども、これは学童保育は年間大体賃金形態は決まっているかと

思いますけども、この減額の理由をちょっとお聞き致したいと思います。 

 それから、６２頁でございます。 

 上から２番目に農業体質強化基盤整備促進事業に関する経費で、今回１億２，２６８

万円追加計上されておりますけれども、昨年度、これ、各農家に聞き取り調査をしてい

るかと思いますので、聞き取った面積がどんなような面積になっていらっしゃるのか、

またあわせて、今年度、向けて事業に取り組んでいくかと思いますけども、本年度では

どのような事業内容を、どのような面積を取り組んでいかれるのか、お聞きしたいと思

います。 

 それから、次に６４頁でございます。 

 町有林の維持管理に関する経費のところで１４８万１千円減額計上になっております

けども、これは委託料が減額されているんですけれども、この減額の理由をちょっとお

聞き致したいと思います。 

 以上、４点についてよろしくお願い致します。 

 

●議長 

 おもいやり課長。 
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●おもいやり課長 

 それでは森議員のご質問にお答えをさせて頂きたいと思います。 

 まず頁、３２頁下段になりますが、防犯灯に要する経費の需用費、光熱水費の増額理

由ということかと思いますが、防犯灯の光熱水費につきましては、通常の街灯いわゆる

１００ワット、１５０ワットタイプのものが、月額５９０円という定額になっておりま

す。 

 またＬＥＤについてはご指摘のとおり、月額１６７円ということで定額の料金となっ

ています。 

 今回増額の理由につきましては、この定額、いわゆる基本料金は変更はございません

が、電気料の中に燃料調整費というものがございまして、これらの増額によるものでご

ざいます。 

 当初予算時には、約７０円前後の減額で計上しておりましたが、見込みによりまして、

プラス３円程度の燃料調整費が掛かるということで、全体で約１３から１４％程度の増

額になるということで見込んでおります。 

 これらの増額を見込みながら７８万６千円の増額ということになっております。 

 続きまして４８頁、学童保育に要する事業の賃金６１万６千円の減額ということであ

りますが、これらの理由につきましては、小学校の低学年これらが授業数が５時間、６

時間ということで増加をしております。 

 これに伴いまして、子どもたちの学童保育に来られる時間がずれてきておりますので、

これらに伴いまして、放課後指導員についても１時間程度ずらしながら遅れてというか、

ずらしながら出勤をするということで、これらに伴う出勤時間の調整が減額の主な理由

であります。 

 以上、よろしくご理解をお願い致します。 

 

●議長 

 ふるさと振興課長。 

 

●ふるさと振興課長 

 森議員のご質問でございますけれども、まず６２頁のですね、農業体質強化基盤整備

促進事業の関係でございますけれども、農家の皆さんからですね、希望のとりまとめを

しました。 

 １月の１６日までというような形で、若干ちょっと遅れてから来た部分もございます

けれども、その中でですね、内容的には暗渠整備のみがですね、２９名の方から９，９

３４アール、それと区画拡大のみですけれども、４名の方から２，０００．７アール、

それと暗渠と区画拡大が２，４７５アール、これは１１名の方です。 

 だぶって何箇所もというような形できているものですから、合計では３８名の方から

１４，４０９．７アールの希望が出されたところでございます。 

 道の方からですね、奈井江町に配分案としてきました面積につきましては、６，０４

０アールというようなことで不足をきたしているような状況でございます。 
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 これは２３年度分の事業というようなことでございまして、今後、２４年度のやつも

くるのかなと思うんですけれども、まだ、ちょっと連絡が来ていないような状況でござ

います。 

 いずれに致しましてもですね、このように希望もございますので、次年度以降の枠の

要望もですね、引き続きしていきたいなと考えているようなところでございます。 

 それと、もう１点６４頁の町有林の維持管理に要する経費でございますけれども、こ

ちらの方の減額につきましては、町有林の間伐の委託業務を当初、１４ヘクタール予定

しておりましたところ、こちらの方ですね、発注段階で事業を精査しましてですね、現

地の方、確認して９ヘクタールに減にしてございます。 

 こちらの部分で１３４万程度の減額になってございます。 

 それと、京極線の伐採の方がですね、こちらの方で３０万程減となっているようなと

ころでございます。 

 以上でございます。 

 

●議長 

 森議員。 

 

●６番 

 今、６２頁のところで課長の方から説明頂いたんですけど、今年が２３年、道からの

委託が６，０４０アール補助がきたという、面積に対して補助がきたということなんで

すけれども、先ほど私言いましたように、この６，０４０アールは、暗渠を主体でやる

のか面的整備を主体でやるのか、それとも両面、少しずつやっていくのか、その辺を、

そのへんをもう１回、再度確認します。 

 

●議長 

 ふるさと振興課長。 

 

●ふるさと振興課長 

 この配分面積が６，０４０アールというようなことでございますので、いずれにして

も希望の方が上回ってございますので、３月中旬ぐらいに希望者の方にお集まりを頂き

ましてですね、説明会や何かを開いていきたいなと考えてございます。 

 これらをやるにあたって、農協さん、土地改良センターの方とも協議をさせてもらっ

ておりますけれども、暗渠の方をですね、重点的な形で今年度実施をしていってはとい

うことで皆さんにですね、説明をしながら、ご協力を得ていきたいなと考えております。 

 

●議長 

 他にありませんか。 

 ５番森岡議員。 
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●５番 

 補正予算の中で、土木費の中の除排雪に関する経費の追加ということの中で質問させ

て頂きたいんですけれども、質問に先立ちまして、先週、多くの職員の方が公共的な危

険な場所においてですね、雪のせっぴ等の処理をされて、かなりの、あちらこちらで職

員の姿を拝見致しまして、その苦労に感謝を申し上げたいと思います。 

 それでは、除排雪に要する経費ですけれども、昨日の２月の時の臨時会の時に３千万

の追加ということで、補正をさせて頂いて、その時の課長の今後の取り組みについてと

いうことでも聞かせて頂いたんですけれども、その当時実施している除排雪を終わった

としても２千万の、まだ残があるので今後それを活用して、更にもう１、２回の除排雪

をされるというようなご答弁だったと思いますけれども、今回、予算説明の中で副町長

よりも若干説明がありましたけれども、この３，５００万円の追加ということに至った

この積算の根拠について、ご説明を願いたいと思います。 

 

●議長 

 ふるさと振興課長。 

 

●ふるさと振興課長 

 森岡議員のご質問にお答えしていきたいと思いますけれども、臨時会の時にお話しし

ました中身と致しましては、１月分の排雪経費として約１千万程度掛かっているという

ことで残りが２千万ということでですね、今後の雪の降る状況にもよりますけれども、

幹線の排雪程度で終われば、一時堆積をさせてもらっております、そこの春先の部分も

ですね、なんとか出来るのかなというようなことでの期待はしていたところでございま

すけれども、２月におきましても、１月と同じようにですね、降雪量でいきますと１８

４ｃｍも降っているような状況でございます。 

 今年の冬は降雪量も多くですね、ただ、暖気になるというのがなく、雪が解けるとい

う状況もちょっと少ないような状況でございます。 

 そんな中、国道の排雪もですね、開発局の方でとり進めてもらったところ、かなり、

常任委員会で雪捨て場の所も視察をしてもらいましたけれども、あれからかなり、町民

の方もやはり雪を持ってこられるというような形で、１６号の雪捨て場がですね、ほと

んど満杯に近いような状況になったということで、その代替を考えなきゃならないとい

うことで、空知団地の方のですね、サンポパークの方に雪捨て場を新たに設けさせても

らいました。 

 こちらの部分が、経費で、４００万、５００万程度、増加になってございます。 

 それと、先ほど申し上げましたように、２月の降雪量もかなりな量がございましてで

すね、今現在、２月の末から一時堆積をさせてもらっておりました場所もかなり雪が溜

まりましてですね、もうおっつけることが出来ないような状況になりましたものですか

ら、そちらの方をまず、排雪をさせてもらって、段々とですね、枝線や何かの排雪やな

んかをさせてもらっているところでございますけれども、２月の末の排雪の経費がほぼ

その残りの部分を使うような形になったものですから、今現在、ご覧のように枝線の方、
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幹線もですね、かなり雪が溜まっているというような状況の中でですね、今回、新たに

補正計上をさせてもらったような状況でございます。 

 今日現在で降雪量につきましては、７７１ｃｍというような状況でございまして、積

雪深も１１０ｃｍというような形で、最近ではみないような、非常に、多く降っている

ような状況でございますので、いずれに致しましてもこの雪を、今現在、排雪をさせて

もらっているというような状況でございます。 

 

●議長 

 ９番鈴木議員。 

 

●９番 

 もう少しお伺いを致したいと思います。 

 今ほど除排雪に要する経費ということで質問がございまして、説明がありました。 

 私も、サンポパークの方２回ほど、投雪、雪捨て前にも１度おじゃまして、先般もち

ょっと見てきましたけれども、１６号の雪捨て場から比べるとまだまだ高さ的には心配

のないという状況なんですけれども、今ほど、あそこの解けるまでにも、また、支出が

先ほど５００万ぐらいっておっしゃいましたね。何か掛かるようなお話でしたけれども、

従来の雪捨て場の所は、周辺の町民に、または農業生産者に、迷惑をかけないよう出来

るだけ対策を取っているんですけれども、サンポパークの方は、周辺にはそんなにいら

っしゃらないということで安心があるんだと思いますけれども、そのへん、町民から苦

情の出ないように対策を取らなければならないと思いますけれども、その点が１つ。 

 かえりますけれども、また、ふるさと振興課長の関係ですが、先ほど、森議員から、

繰越明許費金額ということで、農業体質強化基盤整備促進事業ということで、１億２０

０万ということでの質問と説明がありました。 

 これ、新年度予算のまた関係して、先ほどの中では面積と生産者、それとやる内容に

ついての今現在こうだということを伺いました。 

 従ってですね、そこで、私なりに心配しているのは、約６０ヘクタールの暗渠を行う

ということは、そこの行う土地の作物栽培状況、それからいわゆる形態育成を含めた道

営事業の関係で、今、高島南北で、おそらく今年４０へタールぐらい、これを超すよう

な面積になりプラス宮村が２０町ぐらい、２０ヘクタールぐらい追加になって、合わせ

て面整備、農道整備等々で６０へクタールを超すんでないかというふうに思っておりま

す。 

 そこで、その６０ヘクタールが当然、その暗渠も関係してくるわけですが、振興課長

もご承知のとおり、この従来から行っている土地改良事業そのものは、土地改良センタ

ーを中心に進めているところでございます。 

 センターの人間はよく知っているかと思いますが、たとえば、道発注で事業者、企業

が決まったとしてもですね、これ、元請けですよ、ただし下請けになりますと、非常に

限られているんですね。 

 例えば美唄に、在住する２社ぐらい、砂川の１社、ほとんどが元請けが違う方であっ
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ても、下請けについては、そこに集中するんですよ。 

 ここら奈井江だけでなくて、美唄市関係の方もおそらく、そこに地元に企業がありま

すから、そうなるんだと思うんです。 

 で、問題は、去年、私、空知支庁の職員から説明受けた時点では、国では個人で事業

をやっても構わないと。いわゆる非公共ですけれども、個人でもやっても構わないとい

うようなことでスタートしたいということで、国は考えていたということだったんです

が、現時点で、企業を通じてやらなければならないんでないかというふうに、今、聞こ

えてきたとした時、元々、担い手事業があって、６０ヘクタールを消化するのに大変な

のに、また合わせて暗渠やる、先ほど言ったように生産者もね、やはり作物がない状態

でやらなければならないとすれば、時期が重なる、面積的には倍に重なるとなれば、や

はり、許されるんであれば、農業者自ら機械も持ってますし、個人にもやらすことの方

が、相当効率がいいんでないかというふうに私は思うんですよ。 

 そういったことも是非検討頂いて、限られた期間の中で、費用対効果が表わせれるよ

うな事業にして頂きたいということで、もう一度、説明を頂きたいと思います。 

 

●議長 

 ふるさと振興課長。 

 

●ふるさと振興課長 

 鈴木議員のご質問にお答えしていきたいと思いますけれども、まず雪捨て場の空知団

地のサンポパークの部分でございますけれども、こちらの方を計画するにあたりまして

ですね、茶志内の連合区長さんですとか、付近の区長さん方にもですね、事前に、こん

なような状況で１６号の雪捨場がもう満杯状況になって、１６号の方、町が排雪業務と

して行う部分を入れないで、一般の方は１６号でまだ受けれる体制は通ってございます

ので、いずれにしても、そんなようなことで、初めて、そこの空知団地のサンポパーク

の方を利用されてもらうということで事前にお話もさせてもらっておりますし、ご了解

も頂いてございます。 

 ただ、いずれにしても、あと春先雪解けがどのような状況になるか、その解けた水や

何かの部分もですね、注意しながら対応をしていきたいなと考えているところでござい

ます。 

 それと、２点目の農業の体質強化の基盤整備促進事業の関係でございますけれども、

議員がおっしゃるようにですね、その工事をいざ発注をする段階になるとですね、道営

事業や何かもございますし、それこそ混み合うんでないかということでですね、先般、

農協さんと土地改良センターと３者でですね、色々とこの対応についてですね、相談を

させてもらった時にそんなお話も頂いております。 

 ですから、新年度入りましたら、速やかに調査設計をしながら、発注をどのようにし

て、やっていく方法が一番いいのかをですね、またこの点についても３者で十分、連絡

調整を図って協議をしながらですね、受益者の皆さんにとっても良いような形で事業が

遂行できるように、検討をして参りたいなと思っております。 
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 それと、当面は町が発注をして実施をしていく考えでございますけれども、先ほどあ

りましたご意見の部分についても、ちょっとどうなるかですね、検討をしてみたいとは

思いますけれども、いずれにしても、事業推進にあたってですね、３者でも色々協議を

しながら、取り進めさせて頂きたいなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 

●議長 

 他にございませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 なければ質疑を終わります。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 昼食のための休憩にしたいと思います。 

 なお、午後１時開議と致します。 

 

（昼休憩）                            

                                       

日程第日程第日程第日程第８８８８    議案第議案第議案第議案第２２２２号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決      （１２時５６分） 

 

●議長 

 それでは午前に引き続き、会議を再開致します。 

 日程第８、議案第２号「平成２３年度奈井江町国民健康保険事業会計補正予算（第３

号）」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 
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（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書８２頁をお開き下さい。 

 議案第２号「平成２３年度奈井江町国民健康保険事業会計補正予算（第３号）」 

 平成２３年度奈井江町の国民健康保険事業会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，２２５万

８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億３，９５５万８千円とす

る。 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入、１款国民健康保険税４０万１千円を追加し１億３，７７２万５千円、２款使用

料及び手数料５千円を追加し２万７千円、３款財産収入１万４千円を追加し２万５千円、

４款繰入金３，０４４万９千円を減額し５，２７０万１千円、６款諸収入４，２２８万

７千円を追加し４，４１６万１千円、歳入合計１，２２５万８千円を追加し２億３，９

５５万８千円。 

 歳出、１款総務費１，１９３万６千円を追加し２億３，６９２万８千円、２款基金積

立金１万５千円を追加し２万６千円、３款公債費８千円を減額し３千円、４款諸支出金

３１万５千円を追加し２５０万４千円、歳出合計１，２２５万８千円を追加し２億３，

９５５万８千円。 

 国民健康保険事業会計補正予算（第３号）の概要についてご説明を申し上げます。 

 歳出から説明致します。 

 ９１頁をお開き下さい。 

 総務費では、医療費などの見込み精査により、空知中部広域連合への分賦金などが増

額となったことから１，１９３万６千円を追加計上致しております。 

 基金積立金では、運用収入により１万５千円を追加計上。 

 公債費では、一時借入金利子で８千円を減額計上。 

 ９３頁、諸支出金では、インフルエンザの予防接種費用に対する一般会計繰出金など

により３１万５千円を追加計上致しております。 

 次に、歳入について説明致しますので、８７頁をお開き下さい。 

 国民健康保険税では、賦課実績による見込み精査により４０万１千円を追加計上。 

 使用料及び手数料では、督促手数料の見込み精査により５千円を追加計上致しており

ます。 

 財産収入では、基金利子の見込み精査を行い１万４千円を追加計上。 
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 繰入金の一般会計繰入金では、保険基盤安定繰入金の確定などにより１３０万円を減

額計上致しております。 

 ８９頁の諸収入では、平成２２年度決算額の確定に伴う空知中部広域連合からの返還

金など４，２２８万７千円を追加計上。 

 以上における歳入歳出の差２，９１４万９千円につきましては、８９頁上段、国保基

金繰入金を同額減額計上し収支の均衡を図ったところであります。 

 以上、補正予算の概要について説明致しましたので、よろしくご審議の上、ご決定を

お願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第２号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第９９９９    議案第議案第議案第議案第３３３３号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決      

 

●議長 

 日程第９、議案第３号「平成２３年度奈井江町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 
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（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書９６頁をお開き下さい。 

 議案第３号「平成２３年度奈井江町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」 

 平成２３年度奈井江町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７４万１千

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８，７３０万４千円とする。 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入、１款後期高齢者医療保険料２２０万２千円を追加し６，２０４万９千円、３款

繰入金４４万２千円を減額し２，４６８万２千円、５款諸収入１万９千円を減額し４千

円、歳入合計１７４万１千円を追加し８，７３０万４千円。 

 歳出、１款総務費１千円を減額し４３万５千円、２款後期高齢者医療広域連合納付金

１７６万円を追加し８，６８１万５千円、３款諸支出金１万８千円を減額し３千円、歳

出合計１７４万１千円を追加し８，７３０万４千円。 

 ２３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の概要についてご説明を申し上

げます。 

 １０２頁の歳出から説明致します。 

 総務費では、見込み精査により１千円の減額。 

 後期高齢者医療広域連合納付金では、後期高齢者医療保険料分などの見込精査を行い

１７６万円を追加計上。 

 諸支出金では、保険料還付金で１万８千円を減額計上致しております。 

 次に歳入について説明致します。 

 １００頁をお開き下さい。 

 後期高齢者医療保険料では、算定実績による見込み精査により２２０万２千円を追加

計上。 

 繰入金では、保険基盤安定繰入金など一般会計繰入金の見込み精査により４４万２千

円を減額計上。 

 諸収入では、保険料還付金などの見込み精査を行い１万９千円を減額計上致しており

ます。 

 以上、補正予算の概要について説明致しましたので、よろしくご審議の上、ご決定を

お願い致します。 
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●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第３号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１０１０１０１０    議案第議案第議案第議案第４４４４号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１３時０７分） 

 

●議長 

 日程第１０、議案第４号「平成２３年度奈井江町下水道事業会計補正予算（第４

号）」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 １０４頁をお開き下さい。 

 議案第４号「平成２３年度奈井江町下水道事業会計補正予算（第３号）」 

 平成２３年度奈井江町の下水道事業会計補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４９６万９
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千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億４，１６８万７千円とする。 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入、１款使用料及び手数料３２０万３千円を追加し１億２，４６７万９千円、２款

分担金及び負担金１６万６千円を追加し１０９万８千円、３款国庫支出金５８万２千円

を減額し３，２４１万８千円、４款繰入金１４５万６千円を減額し２億５，５２０万５

千円、７款町債６３０万円を減額し２億２，２３０万円、歳入合計４９６万９千円を減

額し６億４，１６８万７千円。 

 歳出、１款下水道費４６２万８千円を減額し１億３，８５７万円、２款公債費３０万

円を減額し５億３１１万７千円、３款予備費４万１千円を減額し０円、歳出合計４９６

万９千円を減額し６億４，１６８万７千円。 

 下水道事業会計補正予算（第３号）の概要について説明致します。 

 歳出より説明致します。 

 １１０頁をお開き下さい。 

 下水道費では、各事業費の見込み精査により、合計で４６２万８千円を減額計上致し

ております。 

 １１２頁の公債費では、借入条件の確定などにより３０万円を減額計上。 

 予備費では４万１千円を減額計上致しております。 

 次に、歳入について説明致します。 

 １０８頁をお開き下さい。 

 使用料及び手数料の下水道使用料では、使用水量の増により３２０万３千円を追加計

上。 

 分担金及び負担金では、受益者負担金収入の見込み精査により１６万６千円を追加計

上致しております。 

 国庫支出金では、下水道事業費補助金の見込み精査により５８万２千円を減額計上。 

 町債では、各事業費の確定により６３０万円を減額計上致しております。 

 以上における歳入歳出の差１４５万６千円につきましては、一般会計からの繰入金を

減額計上し、収支の均衡を図ったところであります。 

 以上、補正予算の概要について説明致しました。 

 よろしくご審議の上、ご決定をお願い致します。 

 

●議長                            

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 質疑ありませんか。 

 

（なし） 
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●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第４号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１１１１１１１１    議案第議案第議案第議案第５５５５号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１３時１１分） 

 

●議長 

 日程第１１、議案第５号「平成２３年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計補正予

算（第４号）」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 １１４頁をお開き下さい。 

 議案第５号「平成２３年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第４

号）」 

 総則、第１条、平成２３年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第４

号）は、次に定めるところによる。 

 業務の予定量の補正、第２条、平成２３年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計予

算第２条に定めた業務の予定量を、次のとおり補正する。 

 患者数の入院一般病床では１日平均０．９人、延べ３４４名を減じ１日平均３１．１

人、延べ１１，３６８人、療養型病床群病床１日あたり０．５人、延べ１５３人を追加
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し、１日あたり１７．５人、延べ６，３７５人、指定介護療養型病床１日平均０．４人、

延べ１８０人を減じ、１日あたり２３．６人、延べ８，６０４人。 

 外来、１日あたり４．４人、延べ１，３０７人を減じ１日あたり１２１．６人、延べ

２９，４３７人。 

 指定居宅サービス、１日あたり２．０人、延べ４５６人を追加し１日あたり５．３人、

延べ１，２７２人。 

 建設改良事業では筋電図誘発電位検査装置他で８４０万８千円を減額し５，８８６万

８千円。 

 収益的収入及び支出の補正第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正する。 

 収入、第１款病院事業収益６４９万７千円を減額し１０億４，８４５万７千円。 

 支出、第１款病院事業費用３５８万円を減額し１１億３，５３１万５千円。 

 資本的収入及び支出の補正第４条、予算第４条中、不足する額４，２５０万６千円を、

不足する額３，４７９万８千円に、過年度分損益勘定留保資金４，２５０万６千円を過

年度分損益勘定留保資金３，４７９万８千円に改め、資本的収入及び支出の予定額を次

のとおり補正する。 

 収入、第１款資本的収入７０万円を減額し１億６９４万円。 

 支出、第１款資本的支出８４０万８千円を減額し１億４，１７３万８千円。 

 議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正第５条、予算第７条に定

めた経費の金額を、次のように改める。 

 職員給与費８万８千円を追加し５億５，８２７万１千円。 

 たな卸し資産購入限度額の補正第６条、予算第８条中１億８，５７７万６千円を１億

８，２６６万２千円に改める。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 病院事業会計補正予算（第４号）の概要について説明を致します。 

 収益的支出から説明致します。 

 １１９頁をお開き下さい。 

 病院事業費用の医業費用の給与費では、給料、賃金などの見込み精査により８万８千

円を追加計上。 

 材料費では、薬品費、給食材料の見込み精査を行い３１１万４千円を減額計上。 

 経費では、院内感染対策用消耗品、燃料費及び温水循環ポンプなどの院内施設修繕等

で２０４万５千円追加計上したほか、印刷製本費、委託料などの見込み精査を行い、合

わせて７２万７千円を減額計上致しております。 

 地域医療連携費では、介護病棟報酬の減額などにより６９万２千円を減額計上。 

 資産減耗費では、眼科ダイレーザーの更新に伴う、固定資産除却費で９６万３千円を

追加計上。 

 予備費では９万８千円の減額計上致しております。 

 次に、収益的収入について説明致します。 

 １１８頁をお開き下さい。 
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 病院事業収益の医業収益では、患者数の減などにより総額１，８１４万７千円の減額

計上。 

 医業外収益の国・道補助金では、国民健康保険保健事業等助成金の精査を行い１万６

千円を追加計上。 

 負担金及び交付金では、公立病院に対する地方交付税の病床１床当たりの単価の変更

などにより、一般会計負担金で１，２００万２千円を追加計上したほか、老人保健施設

負担金の精査により、合わせて１，２０５万７千円を追加計上。 

 患者外給食収益では、見込み精査を行い４２万３千円を減額計上致しております。 

 次に、資本的支出について説明致します。 

 １２０頁をお開き下さい。 

 資本的支出、建設改良費の資産購入費では、筋電図誘発電位検査装置などの医療機器

購入費用の精査を行い８４０万８千円を減額計上。 

 資本的収入の企業債では、特別地方債で３０万円、過疎債で４０万円をそれぞれ減額

計上致しております。 

 以上の結果、単年度実質収支では４，３１０万４千円の赤字となりますが、繰越実質

収支では３億５，６６６万７千円の黒字を見込んでおります。 

 以上、補正予算の概要について説明致しましたので、よろしくご審議の上、ご決定を

お願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第５号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 
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 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                

                                       

日程第日程第日程第日程第１２１２１２１２    議案第議案第議案第議案第６６６６号号号号のののの上上上上程程程程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１３時１８分） 

 

●議長 

 日程第１２、議案第６号「平成２３年度奈井江町老人保健施設事業会計補正予算（第

３号）」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書の１２２頁をお開き下さい。 

 議案第６号「平成２３年度奈井江町老人保健施設事業会計補正予算（第３号）」 

 総則、第１条、平成２３年度奈井江町老人保健施設事業会計補正予算（第３号）は、

次に定めるところによる。 

 収益的収入及び支出の補正第２条、平成２３年度奈井江町老人保健施設事業会計予算

第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入の変更はございません。 

 支出、第１款介護老健事業費用６７万円を減額し２億２，６２９万２千円。 

 議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正、第３条、予算第５条に

定めた経費の金額を次のように改める。 

 職員給与費１７５万９千円を減額し１億９７０万６千円。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 老人保健施設事業会計補正予算（第３号）の概要について説明を致します。 

 収益的支出から説明致します。 

 １２４頁をお開き下さい。 

 介護老健事業費用の営業費用の給与費では、給料、手当の見込み精査により１７５万

９千円を減額計上。 

 経費では、燃料費などの見込み精査により１１１万９千円を追加計上致しております。 

 予備費では３万円を減額計上。 

 以上の結果、単年度実質収支では１３２万９千円の黒字となり、繰越実質収支では７，

９６０万８千円の黒字を見込んでおります。 

 以上、補正予算の概要について説明致しましたので、よろしくご審議の上、ご決定を

お願い致します。 
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●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 質疑ございませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第６号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１３１３１３１３    議案第議案第議案第議案第７７７７号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決     （１３時２２分） 

 

●議長 

 日程第１３、議案第７号「平成２３年度奈井江町老人総合福祉施設事業会計補正予算

（第３号）」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 １２６頁をお開き下さい。 

 議案第７号「平成２３年度奈井江町老人総合福祉施設事業会計補正予算（第３号）」 

 総則、第１条、平成２３年度奈井江町老人総合福祉施設事業会計補正予算（第３号）

は、次に定めるところによる。 
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 業務の予定量の補正、第２条、平成２３年度奈井江町老人総合福祉施設事業会計予算

第２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正する。 

 利用者数、介護老人福祉施設１日平均０．７人、延べ２５６人を追加し１日平均４９．

２人、延べ１，８０７人。 

 通所介護、１日平均２．０人、延べ４９５人を追加し１日あたり１８．０人、延べ４，

３９９人。 

 短期入所生活介護、１日あたり０．０人、延べ９人を減じ１日あたり６．５人、延べ

２，３７０人。 

 収益的収入及び支出の補正、第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定

額を次のとおり補正する。 

 収入、第１款介護老福事業収益９４６万８千円を追加し２億９，７３６万８千円。 

 支出、第１款介護老福事業費用１０２万円を追加し３億４，０８１万２千円。 

 議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正、第４条、予算第６条に

定めた経費の金額を次のように改める。 

 職員給与費７０万５千円を減額し１億４，２８０万８千円。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 老人総合福祉施設事業会計補正予算（第３号）の概要について説明致します。 

 収益的支出から説明致します。 

 １３０頁をお開き下さい。 

 介護老福事業費用、事業費用では、それぞれ見込み精査により、給与費で７０万５千

円を減額計上。 

 経費で１７２万５千円を追加計上致しております。 

 次に、収益的収入について説明致します。 

 １２９頁をお開き下さい。 

 介護老福事業収益の事業収益では、利用者数の増などにより総額９０３万２千円を追

加計上致しております。 

 事業外収益の一般会計負担金では、子ども手当等の費用見込み精査で１４万円を減額

計上。 

 利用料では、高齢者生活福祉センターの利用料で７９万９千円を追加計上。 

 その他事業外収益では、見込み精査を行い２２万３千円を減額計上致しております。 

 以上の結果、単年度実質収支では１８０万２千円の黒字となり、繰越実質収支で８，

０９０万５千円の黒字を見込んでおります。 

 以上、補正予算の概要について説明致しました。 

 よろしくご審議の上、ご決定をお願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を一括して行います。 

 質疑ありませんか。 
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（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第７号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                            

                                       

日程第日程第日程第日程第１４１４１４１４    １０１０１０１０議案一括上程議案一括上程議案一括上程議案一括上程                 （１３時２６分） 

 

●議長 

 日程第１４  

 議案第１７号「奈井江町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」 

 議案第１８号「奈井江町税条例の一部を改正する条例」 

 議案第２２号「奈井江町手数料条例の一部を改正する条例」 

 議案第８号「平成２４年度奈井江町一般会計予算について」 

 議案第９号「平成２４年度奈井江町国民健康保険事業会計予算について」 

 議案第１０号「平成２４年度奈井江町後期高齢者医療特別会計予算について」 

 議案第１１号「平成２４年度奈井江町下水道事業会計予算について」 

 議案第１２号「平成２４年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計予算について」 

 議案第１３号「平成２４年度奈井江町老人保健施設事業会計予算について」 

 議案第１４号「平成２４年度奈井江町老人総合福祉施設事業会計予算について」 

以上、１０議案を一括議題と致します。 

                                       

                                       

平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年度町政執行方針度町政執行方針度町政執行方針度町政執行方針（（（（町長町長町長町長）、）、）、）、及及及及びびびび平成平成平成平成２４２４２４２４年年年年度教育行政執行方針度教育行政執行方針度教育行政執行方針度教育行政執行方針（（（（教育長教育長教育長教育長））））    

 



 - 39 - 

●議長                            （１３時２７分） 

 この際、町長に平成２４年度町政執行方針の説明を求めます。 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 （町政執行方針）朗読 

 

●議長 

 ここで、２時１０分までの１０分間を休憩致したいと思います。 

（休憩）                           （１４時００分） 

                                       

                               （１４時１０分） 

●議長 

 休憩前に引き続き、会議を再開致します。 

 教育行政執行方針の説明を求めます。 

 教育長。 

 

（教育長 登壇） 

 

●教育長 

 （教育行政執行方針）朗読 

 

●議長 

 以上で、執行方針の説明を終わります。 

                            

                                       

（（（（１０１０１０１０議案議案議案議案のののの大綱説明大綱説明大綱説明大綱説明））））                                     （１４時２３分） 

 

●議長 

 一括議題の説明を求めます。 

 要旨のみの説明を受けたいと思いますので、皆さんのご理解を願いたいと思います。 

 一括議題の大綱説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 
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 平成２４年度予算の提案にあたり関連する条例等について、一括ご提案をさせて頂き

ます。 

 まず最初に１４２頁をお開き下さい。 

 議案第１７号「奈井江町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」 

 奈井江町職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 本案は、昨年１１月に議決を頂きました人事院勧告に伴う職員給料の独自削減の見直

しと同様に、昨年１２月から本年３月までの２．５％削減の措置について、給与等の削

減の年間における影響額を考慮し、平成２４年度の独自削減率について、職員組合の同

意を得て２．５％に改め、平成２４年４月１日から施行しようとするものであります。 

 次に、１４３頁をお開き下さい。 

 議案第１８号「奈井江町税条例の一部を改正する条例」 

 奈井江町税条例の一部を次のように改正する。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 本条例は、地方税等の改正に伴い、たばこ税の引き上げ、退職所得に係る所得割の特

例の削除、東日本大震災に係る雑損控除の特例の改正、個人の町民税の均等割の引き上

げなど、所定の改正を行おうとするものであります。 

 １４９頁をお開き下さい。 

 議案第２２号「奈井江町手数料条例の一部を改正する条例」 

 奈井江町手数料条例の一部を次のように改正する。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 本条例は、北海道屋外広告物条例の規定に基づく事務の一部である屋外広告物の許可

に関する事務が北海道から権限委譲されることに伴い、それに係る事務手数料を定めよ

うとするものであります。 

 以上が新年度予算関連の３議案についてご説明をさせて頂きました。 

 次に、予算の説明をさせて頂きます。 

 別冊でお配りをしております平成２４年度奈井江町一般会計予算書をお開き下さい。 

 「平成２４年度奈井江町一般会計予算」 

 平成２４年度奈井江町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５０億５，０００

万円と定める。 

 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算による。 

 債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をす

ることができる事項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為による。 

 地方債、第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方

債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表、地方債による。 

 一時借入金、第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借

入れの最高額は３億円と定める。 

 歳出予算の流用、第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出
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予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く）に係る予算額

に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の款の流用。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 歳入、１款町税７億２，３９５万６千円、２款地方譲与税５，４５０万円、３款利子

割交付金１５０万円、４款配当割交付金５０万円、５款株式等譲渡所得割交付金１０万

円、６款地方消費税交付金７、４４０万円、７款ゴルフ場利用税交付金５６０万円、８

款自動車取得税交付金１，４８０万円、９款地方特例交付金１６０万円、１０款地方交

付税２３億５，５００万円、１１款交通安全対策特別交付金６０万円、１２款分担金及

び負担金２，３９４万８千円、１３款使用料及び手数料１億３，９３６万９千円、１４

款国庫支出金２億５，９８１万５千円、１５款道支出金２億６，０８９万円、１６款財

産収入２，３３１万９千円、１７款寄附金１千円、１８款繰入金２億９２万円、１９款

繰越金１千円、２０款諸収入９，７７８万１千円、２１款町債８億１，１４０万円、歳

入合計５０億５，０００万円。 

 歳出、第１款議会費４，３３７万３千円、２款総務費３億５５６万８千円、３款民生

費７億７，２０４万６千円、４款衛生費６億５，６３７万１千円、５款労働費４１９万

４千円、６款農林水産業費１億９，７９１万６千円、７款商工費４億８，５１２万４千

円、８款土木費５億３，６８１万３千円、９款消防費１億４，４４７万７千円、１０款

教育費３億５，７００万円、１１款公債費８億５，９５６万７千円、１２款職員費６億

８，０７３万８千円、１３款予備費６８１万３千円、歳出合計５０億５，０００万円。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第２表、債務負担行為、事項、期間、限度額の順で申し上げます。 

 奈井江町土地開発公社の債務保証、平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日ま

で、奈井江町土地開発公社が借入れる一般経理資金４，３００万円に対する債務保証。 

 第３表、地方債、起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の順で申し上

げます。 

 農業農村整備事業２，４８０万円、普通貸借又は証券発行、４％以内。ただし利率見

直し方式で借入れる資金の利率見直しを行った後については、当該見直し後の利率によ

る。政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協

定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、また

は繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。 

 以下、起債の方法、利率、償還の方法については、同様でありますので、省略をさせ

て頂きます。 

 林業専用道東京極線開設工事３２０万円。 

 地域活性化ホール建設事業４億１，９００万円。 

 １６号西線交通安全施設（自歩道）新設工事１１０万円。 

 教職員住宅建設事業３６０万円。 
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 総合行政情報回線更新整備事業２３０万円。 

 消防施設整備事業１７０万円。 

 体育館暖房設備改修工事事業１，０４０万円。 

 学校教育施設等整備事業９，５６０万円 

 中学校耐震化工事１，０５０万円。 

 過疎地域自立促進特別事業（ソフト事業）６，０００万円。 

 臨時財政対策債１億７，９２０万円。 

 次に、特別会計予算書をお開き下さい。 

 １頁の国民健康保険事業会計予算についてご説明申し上げます。 

 「平成２４年度奈井江町国民健康保険事業会計予算」 

 平成２４年度奈井江町の国民健康保険事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億５，２４０万

円と定める。 

 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算による。 

 一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借

入の最高額は７千万円と定める。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 歳入、１款国民健康保険税１億３，１６９万８千円、２款使用料及び手数料２万２千

円、３款財産収入１万円、４款繰入金１億１，８４７万４千円、５款繰越金１千円、６

款諸収入２１９万５千円、歳入合計２億５，２４０万円。 

 歳出、１款総務費２億４，９８３万２千円、２款基金積立金１万円、３款公債費１万

円、４款諸支出金２４５万４千円、５款予備費９万４千円、歳出合計２億５，２４０万

円。 

 次に１７頁をお開き下さい。 

 「平成２４年度奈井江町後期高齢者医療特別会計予算」 

 平成２４年度奈井江町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９，４１０万円と

定める。 

 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算による。 

 一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借

入れの最高額は１千万円と定める。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 歳入、１款後期高齢者医療保険料６，６２４万７千円、２款使用料及び手数料５千円、

３款繰入金２，７８２万４千円、４款繰越金１千円、５款諸収入２万３千円、歳入合計

９，４１０万円。 
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 歳出、１款総務費４３万６千円、２款後期高齢者医療広域連合納付金９，３６２万１

千円、３款諸支出金２万１千円、４款予備費２万２千円、歳出合計９，４１０万円。 

 次に、２８頁をお開き下さい。 

 「平成２４年度奈井江町下水道事業会計予算」 

 平成２４年度奈井江町の下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５億５，４７０万

円と定める。 

 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算による。 

 地方債、第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方

債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表、地方債による。 

 一時借入金、第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借

入れの最高額は、１億７，０００円と定める。 

 歳出予算の流用、第４条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出

予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く）に係る予算額

に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の款の流用。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 歳入、１款使用料及び手数料１億２，３４７万９千円、２款分担金及び負担金７２万

４千円、３款繰入金２億６，２１９万３千円、４款繰越金２千円、５款諸収入２００万

２千円、６款町債１億６，６３０万円、歳入合計５億５，４７０万円。 

 歳出、１款下水道費７，５５２万５千円、２款公債費４億７，９１３万５千円、３款

予備費４万円、歳出合計５億５，４７０万円。 

 第２表、地方債、起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の順で申し上

げます。 

 公共下水道事業債、一般分１００万円、普通貸借または証券発行、４％以内。ただし

利率見直し方式で借入れる資金の利率見直しを行った後については、当該見直し後の利

率による。政府資金については、その融資条件により銀行その他の場合にはその債権者

と協定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、

または繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。 

 以下、起債の方法、利率、償還の方法については、同様でありますので、省略させて

頂きます。 

 石狩川流域下水道事業債（一般分）９８０万円。 

 資本費平準化債１億５，２４０万円。 

 個別排水処理施設事業債１４０万円。 

 公共下水道事業債（過疎債）１００万円。 

 個別排水処理施設事業債（過疎債）７０万円。 

 次に、企業会計予算書をお開き下さい。 
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 １頁。「平成２４年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計予算」 

 総則、第１条、平成２４年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計予算は、次に定め

るところによる。 

 業務の予定量、第２条、業務の予定量は次のとおりとする。 

 病床数、一般病床４６床、療養型病床群病床２０床、指定介護療養型病床３０床。 

 患者数、入院、一般病床１日平均３３．０人、延べ数１２，０４５人、療養型病床群

病床１日平均１８．０人、延べ数６，５７０人、指定介護療養型病床１日平均２４．０

人、延べ数８，７６０人、外来１日平均１２９．０人、延べ数３１，４７６人、指定居

宅サービス１日平均６．０人、延べ数１，４６４人。 

 建設改良事業、ストレッチャー対応リフト型特殊浴槽他７，７６７万５千円。 

 収益的収入及び支出、第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入、第１款病院事業収益１１億９８４万３千円。 

 支出、第１款病院事業費用１１億８，７６４万３千円。 

 資本的収入及び支出、第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４，３７０万４千円は、過年度分損益

勘定留保資金４，３７０万４千円で補填するものとする。 

 収入、第１款資本的収入１億２，０６３万６千円。 

 支出、第１款資本的支出１億６，４３４万円。 

 企業債、第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとお

りと定める。 

 起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法の順で申し上げます。 

 医療機器整備事業（病院事業債）１，３９０万円。 

 普通貸借又は証券発行、４％以内。ただし利率見直し方式で借入れる資金の利率見直

しを行った後については、当該見直し後の利率による。政府資金については、その融資

条件により銀行その他の場合には、その債権者と協定するものによる。ただし、企業財

政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借換え

することができる。 

 以下、起債の方法、利率、償還の方法については同様であります。 

 医療機器整備事業（過疎債）１，３９０万円。 

 一時借入金、第６条、一時借入金の限度額は３億円と定める。議会の議決を経なけれ

ば流用することのできない経費、第７条、次に掲げる経費については、その経費の金額

を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する

場合は議会の議決を経なければならない。 

 職員給与費５億８，６１１万６千円。 

 交際費４０万円。 

 たな卸し資産購入限度額、第８条、たな卸し資産の購入限度額は１億８，９３９万５

千円と定める。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 病院事業会計における単年度実質収支につきましては、３，８１２万３千円の赤字で
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ありますが、繰越実質収支で３億１，８５４万４千円の黒字を見込んでおります。 

 次に老人保健施設事業会計予算について説明を申し上げます。 

 ３５頁をお開き下さい。 

 「平成２４年度奈井江町老人保健施設事業会計予算」 

 総則、第１条、平成２４年度奈井江町老人保健施設事業会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

 業務の予定量、第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 サービス事業定員、介護保健施設サービス、短期入所療養介護５２人、通所リハビリ

テーション１５人。 

 利用者数、介護保健施設サービス１日平均４８．０人、延べ１７，５２０人、通所リ

ハビリテーション１日平均１０．３人、延べ２，５１３人、短期入所療養介護１日平均

２．４人、延べ８８８人。 

 収益的収入及び支出、第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりとする。 

 収入、第１款介護老健事業収益２億３，４２２万８千円。 

 支出、第１款介護老健事業費用２億３，５４６万８千円。 

 資本的収入及び支出、第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりとする。 

 資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額１，５１７万１千円は、過年度分

損益勘定留保資金１，５１７万１千円で補填するものとする。 

 収入、第１款資本的収入６９２万８千円。 

 支出、第１款資本的支出２，２０９万９千円。 

 議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第５条、次に掲げる経費につ

いては、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその

経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

 職員給与費１億１，４１２万円。 

 公債費１万円。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 老人保健施設事業会計の単年度実質収支につきましては６５６万９千円の赤字であり

ますが、繰越実質収支では７，３０３万９千円の黒字を見込んでおります。 

 次に、老人総合福祉施設事業会計予算について説明を申し上げます。 

 ５７頁をお開き下さい。 

 「平成２４年度奈井江町老人総合福祉施設事業会計予算」 

 総則、第１条、平成２４年度奈井江町老人総合福祉施設事業会計予算は、次に定める

ところによる。 

 業務の予定量、第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 サービス事業定員、介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）５０人、通所介護（デ

イサービス）２０人、短期入所生活介護（ショートステイ）１０人。 

 利用者数、介護老人福祉施設１日平均４９．０人、延べ１７，８８５人、通所介護１

日平均１７．０人、延べ４，１４８人、短期入所生活介護１日平均６．５人、延べ２，

３７２人。 
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 収益的収入及び支出、第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入、第１款介護老福事業収益２億８，２４３万２千円。 

 支出、第１款介護老福事業費用３億４，３８０万２千円。 

 資本的収入及び支出、第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４０８万円は、過年度分損益勘定留保

資金４０８万円で補填するものとする。 

 収入、第１款資本的収入９５１万７千円。 

 支出、第１款資本的支出１，３５９万７千円。 

 一時借入金、第５条、一時借入金の限度額は２千万円と定める。 

 議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第６条、次に掲げる経費につ

いては、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をそ

の経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

 職員給与費１億４，４４０万３千円。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 老人総合福祉施設事業会計の単年度実質収支につきましては５７１万７千円の赤字で

ありますが、繰越実質収支で７，５１８万８千円の黒字を見込んでおります。 

 以上、予算とそれに関係する議案について一括説明をさせて頂きました。 

 よろしくご審議の上、ご決定をお願い致します。 

                                

                                       

（（（（１０１０１０１０議案議案議案議案のののの大綱質疑大綱質疑大綱質疑大綱質疑））））                    （１４時５２分） 

 

●議長 

 一括議題に対する大綱質疑を行います。 

 ９番鈴木議員。 

 

●９番 

 只今、説明を頂きましたけれども、大綱にならない部分もあるかもしれません。 

 お許しを頂きたいと思います。 

 主に、財政並びに財政推計に関わることでございますけれども、当初から資料の中で、

基金残高、それから企業会計の実質繰越収支等を頂いております。 

 その中で企業会計も只今説明を頂きましたが、特にですね、一般会計から各企業会計、

特別会計の繰出金を支出している中で、病院事業会計がこの２年間、今年、新年度予算

も含めて、２年目ということの中でございますが、当初、２３年度初めには、僕の記憶

の中では３億９千万円ぐらい、２２年度末、繰越実質収支が残っていたんでないかとい

うふうに思っております。 

 で、２３年、そして２４年、今、新年度予算でございますけれども、およそ７千万か

ら８千万なくなってしまうという予測の説明がございました。 

 したがって、町長が以前から申し述べられていた中に、基金をできうる限り使わない
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で、内部留保資金をできれば運用していきたいという説明の中で今日まで至っているん

だと思うんです。 

 病院事業が、新しい先生が入られて、そして、町民が非常に評価がある中、なかなか

国の、法的なもので病院経営が厳しいというのはまだまだ変わらないだと思うんですよ

ね。 

 したがって私のここでの質問は、病院事業の内部留保金をどの程度まで、使っていく

のかなということが１点。 

 それから、国保会計これが、このことについても非常に厳しく捉えましたが、２３年

度末見込みで１億１，４００万の基金があるという予想でございます。 

 しかし、２３年に比べて２４年は、この基金からの、一般会計の繰り入れは置いてお

いてですよ、基金の繰り入れが７，２００万と。その中で、広域連合からの雑入として

入ってくるのが毎年、３千万から４千万あるわけでございますけれども、ここでの見込

みが非常に厳しいんでないかというふうに見ておりまして、結果的には、保険料の値上

げ等にかかわることかなというふうに思った時、このへんのことについて、どのように

今年度の、新年度も含めて次年度以降、考えておられるのかということについて、お伺

いを致します。 

 またもう１点、資料でございますけれども、歳入の関係で、１款の町税から始まりま

して、起債のところまでありますけれども、できれば、できればですよ、お願いをした

いんですが、左側に款項、本年度と前年度と比較が載っておりますけれども、右側の説

明の部分で積算根拠等、例えばですね、予算委員会でも説明がございますけれども、町

税での積算、それから、もう少し、おくれれば、例えば揮発油譲与税等は、どういう根

拠で国から配分されるのかというようなことを説明の根拠があれば非常に分かりやすい

なというふうに思いまして、これをお願いを致したいと思います。 

 もう１点、小学校の改修でございます。 

 ご案内のとおり教育長のお話がありました。 

 ２４年度末をもって、２５年４月から新しい学校に生まれ変わるところでございます

けれども、それに合わせて、学校改修を行っていくということで、費用については、こ

の当初予算では１億３千万ぐらいですか、計上されておりますけれども、この改修にあ

たって、もちろん、今年だけで、新年度だけで終わるとは思ってませんが、学校関係者、

もちろん現場の先生も、それからＰＴＡの方々もおられると思いますし、もちろんＰＴ

Ａ、教育委員会の考え方というのもあるんでしょうけれども、前段申し上げた学校現場

の先生方の意見並びにＰＴＡの皆さんの改修にあたっての、こういうふうにして欲しい、

ああいうふうにして欲しいというものの取り入れがあったのかどうなのか、もしあった

とすれば、その状況等について、ご説明を頂きたいと思います。 

 以上です。 

 

●議長 

 町長。 
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●町長 

 病院会計についてでございますが、今、ご質問ありましたが、基金が非常に減ってき

たじゃないかというお話、ただ、今まで蓄積しただけでもですね、大変こう、地域医療

をめぐる環境というのは大変厳しいものがございます。 

 ご存知だと思いますが、今年、診療報酬改定もですね、０．００４、本当にわずかな

がら上がったわけでございます。 

 今年の平成２４年度の改定についてはですね。 

 しかし、どちらかというと、在宅にシフトしている。こういうことを考えれば、病院

経営は必ずしも安定的に運営できないということは事実でございます。 

 それと今ひとつはですね、私ども、中央行っては要請活動しておりますけれども、大

病院中心である。 

 これがやはり国の政策でですね、極めて、私ども遺憾に思うところで、中小病院につ

いては極めて厳しい環境下に置かれている。 

 その中で、奈井江町がですね、町立国保病院は地域医療の充実、住民本位のために、

相当貢献していることは、これまた事実でございます。 

 同時に、先ほどの執行方針の中で申し上げましたように、オーダーリングシステムを

新たに取り組みます。画像システムも取り組みます。 

 こういったことを計画的にやっていくという中で、私どもの財政については、繰り入

れについてはこう、当然のことですが、国が指定してきているわけでございますから、

これは当然のことで、一般会計、しかし、それにもまして、そういう深刻な状況が今後、

極めて厳しい状況が続いていくということでございますけれども、病院については、繰

越金という表現されておりますけれども、が、比較的、奈井江町は余裕あったんですが、

これから厳しくなっていくだろうと、こういうふうに思いながら、病院経営も十分留意

しながら、ただ、住民の医療、福祉というものをですね、ないがしろにした病院経営は

ございませんから、こういったことを中心にやっていかなければいけないことについて

は、一つご理解とご協力を頂きたいと、こういうふうに思います。 

 それから今ひとつは国保会計でございますが、これもですね、ご案内のとおりでござ

います。 

 したがって、国保財政も厳しくなってきている。 

 先ほども副町長の方からも申し述べたとおりでございます。 

 したがって、若干なり、これ、見直しをかけなければいけない。 

 こういうこともこれまた事実でございます。 

 その時はまた議会の協力と町民の理解を得なければいけないだろうと、こういうふう

に思いますので、ご理解のほどをお願い申し上げる。 

 あと、諸々のことについては、関係者から、関係各位からそれぞれ答弁申し上げると

ころでございます。 

 以上、基本的なことだけ申し上げました。 

 

●議長 



 - 49 - 

 教育長。 

 

●教育長 

 鈴木議員からの大綱質問ということで、小学校改修にあたっての現場の先生方の意見

等々について取り入れたかというご質問かと思います。 

 今年度は、２３年度において実施設計の段階におきまして、平面図等ができた段階で、

各学校現場の方にそれを提示してですね、それを先生方に検討頂いて、取り入れるもの

については取り入れているというような状況でございます。 

 また、子どもたちの部分についてもですね、町長と語る会の中で、こういうものがあ

ったらいいですよというようなことも要望を受けたところでございます。 

 そういうもの含めて、要望取り入れるものについては、この計画の中で、盛り込まさ

せて頂いているということでご理解を頂きたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

 

●議長 

 副町長。 

 

●副町長 

 先ほど、要請のありました歳入に対する、説明資料というようなことになろうかと思

います。 

 工夫をして、お出ししたいと思いますので、また、ちょっとご相談をさせて頂きたい

と思います。 

 いずれにしも、出すということで整理をさせて頂きます。 

 

●議長 

 ９番鈴木議員。 

 

●９番 

 是非、資料についてはよろしくお願いします。 

 町長の考え方は、いつも私たちをリードしてくれる、お話からして、私も同感でござ

いますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

 また、教育長の答弁の中で、取り入れれるものは取り入れる、その基準というものは

どういうのか分かりませんけれども、お金がいくらでもあるわけではありませんので、

したがって、ただし、江南小学校と２年か３年の建築年数の差があるかと思いますけれ

ども、その割には、奈井江小学校の外観にしても中についても、入った時点で、ちょっ

と古くを感じるところもあるんですが、おそらく３０数年から４０年、経っているんで

しょうかね。 

 そうすると、きりがないといったら変ですけれども、しかし、統合された小学校が安

心をして、教育を受けるという施設環境というものをね、整えるにあたっては、十分そ
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の先生方、取り入れれる、おそらく財政のことを言っているんだと思うんだけれども、

やっぱり相当無理してでも、必要なものはきちっといくというようなことの姿勢が大事

ではないかと、私は思っていますけれども、教育長、答弁、もう一度お願いします。 

 

●議長 

 教育長。 

 

●教育長 

 実施設計の段階で躯体がありますのでね、それを躯体だとかそういうものを極端にレ

イアウトを変えるということは非常に難しい状況にあります。 

 そういう中で出来るだけの環境を整えると。例えば、トイレ環境が非常に厳しいとい

うような状況の中では、それらを取り入れて、実施設計に手配をして組んでいると。 

 そしてまた教職員の部屋というか、若干狭くなるということもありましてですね、職

員が増えるということもありまして、それらについては、先生方の意見を入れて、取り

組んだというような状況でございます。 

 できるだけ、取り組めるような形ではやっておりますけれども、議員指摘のように財

政的なものもありますし、それから３４年ぐらい経っているということですけれども、

２０年前に１回、大規模改修やっておりますので、そういう状況の中でですね、今のレ

イアウトを大きく変えない中で、環境を整えていこうという方針の下に取り入れている

ということでご理解を頂きたいと思います。 

 

●議長 

 大綱質疑を終わります。 

                                       

                                       

予算審査特別委員会予算審査特別委員会予算審査特別委員会予算審査特別委員会のののの設置設置設置設置についてについてについてについて                                                         （１５時０６分）    

 

●議長 

 おはかりします。 

 一括議題については、議長を除く全議員をもって構成する予算審査特別委員会を設置

し、これに付託の上、審査することにしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 一括議題については、議長を除く全議員をもって構成する予算審査特別委員会を設置

し、これに付託の上、審査することに決定しました。 
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 特別委員会構成のため、しばらく休憩致します。 

 

（休憩）（特別委員会構成） 

                               

                                       

（（（（互選結果報告互選結果報告互選結果報告互選結果報告））））                                                                                         

 

●議長 

 会議を再開致します。 

 休憩中に、特別委員会の正副委員長の互選結果が、議長に届いておりますので、事務

局長に報告させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

 予算審査特別委員会の正副委員長の互選結果についてご報告申し上げます。 

 委員長には、鈴木議員、副委員長には、森岡議員、以上でございます。 

 

●議長 

 只今、報告のとおり、委員長には鈴木議員、副委員長に森岡議員を選任することにご

異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 委員長には鈴木議員、副委員長には森岡議員を選任することに決定致しました。 

 おはかりします。 

 只今、予算審査特別委員会に付託しました一括議題につきましては、会議規則第４５

条第１項の規定により３月１４日までに審査が終わるよう期限をつけたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 一括議題については、３月１４日までに、審査が終わるよう期限を付けることに決定

しました。 
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閉会閉会閉会閉会                                                                                                            

 

●議長 

 おはかりします。 

 ３月６日から７日までの２日間は、議案調査のため、休会としたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 ３月６日から７日までの２日間は、休会と決定しました。 

 以上で、本日予定した議事日程を全部終了しましたので、本日はこれで散会とします。 

 なお、８日は１０時００分より会議を再開します。 

 皆さん、大変ご苦労さまでした。 

 

                                       

                               （１５時１２分） 

 

 

上記事項は書記が記載したものであるが、その内容が正確であることを証するため茲に

署名する。 

    平成  年  月  日 

        奈井江町議会議長 

            署名議員 
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                                （９時５５分） 

                                       

開会開会開会開会    

 

●議長 

 おはようございます。 

 本会議のご出席大変ご苦労さまです。 

 東日本大震災が発生して、今月１１日をもって１年が経とうとしております。 

 東北地方の太平洋岸を中心に未曾有の被害をもたらし、死者・行方不明者を合わせて、

１万９千人を超える犠牲者を出す戦後最大の大震災でありました。 

 住む家を無くし、職を無くし、大切な家族をも無くし、福島第１原子力発電所の事故

と相まって、今もって仮設住宅やふるさとを離れ避難生活を送られている多くの方々を

思うとき、誠に痛恨の極みであります。 

 そのような中で、本町では、いち早く「東北地方太平洋沖地震 被災地支援対策本

部」を立ち上げ、義援金活動を始め、被災地である宮城県岩沼市に長期に渡り職員を派

遣するなど、できる限りの支援を被災地に行なっていることに心より敬意を表するとこ

ろであります。 

 さらには、私ども奈井江町民を心配されたフィンランド、ハウスヤルビ町の皆さんか

ら心温まるお見舞いのメッセージを頂戴したことも、けっして忘れることができません。 

 真の友情を寄せていただいたハウスヤルビ町の皆さんに心より感謝を申し上げるもの

であります。 

 ここで、被災地の１日も早い復興を祈念し、改めて犠牲者に対し哀悼の意を表するた

め、皆様方と共に黙とうを捧げたいと思います。 

 ご起立願います。 

 黙とう。 

 

（起立 黙とう）・・・・・・・・・（20秒ほど） 

 

●議長 

 黙とう終わります。 

 ご着席願います。 

 

（着席） 

 

●議長 

 只今、出席議員１０名で定足数に達していますので、会議を再開致します。 

 

                                       

日程第日程第日程第日程第１１１１    会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員のののの指名指名指名指名についてについてについてについて    
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●議長 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１５条の規定により、６番森議員、７番笹木議員を

指名致します。 

 

                                       

日程第日程第日程第日程第２２２２    総括質問総括質問総括質問総括質問                          

 

●議長 

 日程第２、平成２４年度町政執行方針、並びに平成２４年度教育行政執行方針に対す

る総括質問を行います。 

 なお、質問は再々質問を入れて、３０分以内でお願い致します。 

                                       

                                       

（（（（１１１１．．．．７７７７番笹木議員番笹木議員番笹木議員番笹木議員のののの質問質問質問質問・・・・答弁答弁答弁答弁））））                （９時５９分） 

 

●議長 

 ７番笹木議員。 

 

（７番 登壇） 

 

●７番 

 改めまして、おはようございます。 

 ７番笹木利津子です。 

 先の通告に従い平成２４年度「町政執行方針」から４点について町長に質問をさせて

頂きます。 

 思えば昨年の第一回定例会「総括質問」の最中に発生した、東日本大震災から早いも

ので一年になります。 

 想像をはるかに超えた大震災、そして原発事故。被災された皆様、いまだ行方が確認

されていない方も含め、尊い命をなくされた皆様に改めましてお見舞いと、哀悼の意を

表したいと思います。 

 また、震災の発生に加え、急激な円高で景気の行き先が不安なまま、雇用への悪影響

が懸念され、併せてＴＰＰ問題、少子高齢化の進行と、私達を取り巻く環境は大変厳し

い状況ではありますが、新年度を迎えるにあたり町民の皆様のご協力を頂きながら、町

長・行政職員・そして私どもが心一つにして、奈井江町の発展と、安心・安全なまちづ

くりを目指して参りたいと思います。 

 それでは、質問に入らせて頂きます。 

 始めに、３頁、子育て複合施設「はぐくみ」の運営について、町長にお伺い致します。 



 - 57 - 

 わが町においても出生率の低下、核家族化や共働きによるライフスタイルの変化に伴

い、安心して子育てが出来る環境の整備事業として「はぐくみ」が新設されました。 

 また、広域的利用の推進から、浦臼町との協定に基づき子供達の受け入れをされ、施

設運営に努力されている所であります。 

 今、国では幼稚園、保育所の一体化に向けた制度改正を、平成２６年４月と位置づけ、

検討されております。 

 その目的に３点挙げられておりますが、まず、小学校就学前の子供の教育・乳幼児保

育の提供、次に、多様な保育のニーズに対応する保育の量的拡大、そして、支援を必要

とする全ての親子が支援を受けられるとあります。 

 「はぐくみ」では一般保育・一時保育のサービスを実施されておりますが、新制度の

内容は多岐に渡り、短時間の利用・早朝、夜間の預かり、休日保育などに加え、就学前

の教育も含まれるなど。 

 これら制度改正に合わせ、多くの施策をクリアするには大変な事だと思っております。 

 短時間・長時間で預かる子供の受け入れのシフト、保育士では０歳児３人に１人の保

育士、１～２歳児では６人に１人、３歳児では２０人に１人になっております。 

 この幼保一体化に向けては、これから協議されていく事かと思いますが、執行方針に

ありましたので何点かお伺い致します。 

 まず、現在の奈井江町での出生数・今後５年・１０年後の推移。また、現在の「はぐ

くみ」の入所数。定員９０名とされていますが、浦臼からの受け入れも含め、希望者の

入所が可能なのかどうかという点、特に幼児保育の受け入れなどで、保育士の確保に対

応できるのかという点です。 

 子供の健やかな成長は、誰しもが希望する事です。 

 特に、幼児から就学前の子供の成長は、生涯にわたる人格形成の基礎にもなる大切な

期間とも言えます。 

 合わせて女性の社会進出が少子化の一つの原因といわれている中での今回の幼保一体

化の制度改正が、施策としてより良いものになる事を期待しております。 

 町長には、奈井江町として、一体化についての捉え方についてもお伺い致します。 

 

●議長                            （１０時０４分） 

 只今の質問に対する答弁を求めます。 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 おはようございます。 

 定例会連日ご苦労さまでございます。 

 まずは、今ほど、東日本大震災でですね、お亡くなりになりました方に対して、議員

の皆さん方とご冥福をお祈り致したところでございますが、改めてですね、心から、ご
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冥福をお祈り申し上げますと同時にいまだ被災されている方が数多くおります。 

 お見舞いを申し上げますと同時に１日も早い復興を心から祈ってやまないところでご

ざいます。 

 さて、笹木議員の質問にお答え申し上げたいと思いますが、まずは、近年の出生数に

ついてでございますが、２１年度は２５名でございます。２２年度は２７名でございま

す。２３年度については２６名となっておりまして、入所児の子どもさん方はですね、

年度の途中で入退所はございますが、最大入所児数は、２１年度７２名で、内奈井江町

６８名で、浦臼からも今、お話のとおり来て頂いております。 

 それから２２年度は７５名、内奈井江町が６８名になっております。そして、２３年

度は７７名でございまして、その内奈井江町は７１名でございます。 

 今後の出生数につきましては、コーホート法等を用い推計致しまして２０名から２５

名程度と推計されます。 

 コーホート法等というのはですね、将来人口推計のことをいうわけで、そして、２５

名と推計されておりますが、入所児につきましては、２６年度に幼保一体施設として、

短時間・長時間入所予定児数は、１００名から１１０名前後で推移されると思われ、子

育て支援センター、一時保育室の用途変更を行い、受け入れは可能と考えております。 

 現行の制度の中では「認定こども園の保育所型」での受け入れを検討しておりますが、

国の「子ども・子育て新システム」の中で総合施設「こども園」の制度がはっきりした

段階において方向性を決めて参りたいと考えているところでございます。まだ、国が明

確なですね、ことをですね、方向性だけは決めておりますが、明確な具体的なものは入

ってきておりませんので、そういったことを含めてですね、今後検討して参りたいと考

えているところでございます。 

 子どもたちの教育・保育を確保していく為、保護者のニーズを捉えながら、利用時間

設定、受入基準、利用料金設定など国の基準を基に致しまして、関係機関との協議を行

いまして、奈井江町を担う子どもたちのために何が一番良いのかを考えながら町として

努力して参りたいと考えております。 

 ２６年度以降の定員につきましては、新たな制度の基で施設規模等の基準に合わせ増

員することで検討しているところであります。 

 浦臼町では、幼稚園を運営していることから広域での受け入れにつきましては、保育

所部分の長時間保育の受け入れを基本と致しまして、今後の浦臼町の幼児保育の動向も

含め検討していく考えであります。 

 保育士等の確保につきましては、２３年度より新規採用を進めておりまして、臨時職

員も含めますと、基準の保育士の確保に努めて参りたいと、このように考えているとこ

ろでございますので、ご理解を賜りたいと思う次第でございます。 

 以上でございます。 

 

●議長                            （１０時０９分） 

 笹木議員。 
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●７番 

 今、町長からご答弁を頂いて、推移を考えても、受け入れ可能人数を考えても、都会

で言われている待機児童、待機の子どもがないという状況が、はっきりではありません

が、見えているという状況で本当に安心しました。 

 また浦臼のみどり幼稚園には現在２３名の子どもさんがいらっしゃいます。 

 これから協議に入るかとは思うんですけれども、この子どもさんの人数を鑑みてもね、

受け入れが可能なのかなと、ある意味、本当に素晴らしい施設が建っていて、入れない

子どもがいないという状況が、今のご説明の中にあったように思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 それでは次の質問に入らせて頂きます。 

 次に４頁。「小学校の学習環境の充実」についてお伺い致します。 

 全国に比例し、奈井江町においても年々生まれる子供さんの数が減っております。 

 ここ数年では年間３０名を切る状況です。 

 この子供達の教育の向上を鑑み、平成２１年より地域・ＰＴＡ・同窓会・学校など関

係者の意見を聞くための懇話会の推進、各団体を対象にした説明会、町長との語る会、

議会としても特別委員会の設置など多くの検討を重ね、来年４月に新設の小学校が開校

します。 

 奈井江町の歴史においても最多７校の小学校が有り、この間子供の減少に伴い現在２

校、そして来年には１校になる事は寂しい限りです。 

 執行方針の中に両校合同の閉校式とありますが、奈井江小学校・江南小学校ではこれ

まで、それぞれが特色のある学校運営をしてきました。 

 スムーズな開校に向けた大事な閉校式です。しがってこの閉校式が、子供達にとって

思い出に残る素晴らしい閉校式になる様に、具体的にはどの様な閉校式を予定されてい

るのかお伺い致します。 

 また、現在、閉校式の準備は、どういう方が進めて下さっているのか。私の希望とし

て、地域・ＰＴＡ・同窓会・学校など関係者の皆様も参加して頂き、進めて頂くのが望

ましいと思います。 

 私自身も小学校・中学校が合併のため現在ありません。 

 閉校式を思い返すと、閉校の跡地には記念碑が建ち、式典で頂いた記念誌も大切に保

管しております。 

 これらの検討はされているのかお伺い致します。 

 また大綱質疑にも出ましたが、大規模改修の充実を図るということについて、築３０

年を超える施設ですので、今後何年の対応年数を想定されているのか。 

 また、後期５ヵ年まちづくり実施計画でも示されていますように、継続的に実施する

学校施設や設備の改修と更新のうち、統合小学校ではどの様な内容を計画されているの

か、お伺い致します。 

 

●議長                            （１０時１２分） 

 答弁を求めます。 
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 町長。 

 

●町長 

 ２つ目の質問にお答え申し上げたいと思います。 

 まず、新設小学校の平成２５年４月開校に向けて、円滑な学校運営が行われよう、現

在、統合準備委員会で協議を進めているところでございます。 

 閉校式に関しましては、どのように進めるべきかを検討していると教育委員会から報

告を受けているところでございます。 

 また先月、統合準備委員会のＰＴＡ・同窓会の部会に、両校が閉校するにあたりまし

て、児童の交流事業の一環として位置付けまして、閉校式を合同で実施したい旨を提案

したところであります。 

 この提案につきましては、江南小学校におきましては、それぞれの学校が背負ってい

る歴史、同窓会やＰＴＡや地域住民の学校に対する想い入れが異なることから、閉校式

を含む閉校行事について単独で行いたい旨の要望があることも、今、議員のご質問あっ

たとおりでございます。 

 行政と致しましては、その想いを十分理解致しましたので、それを反映させるべく対

応していきたいと考えております。 

 奈井江小学校におきましても、同様に対応して参りたいと考えておりますので、ご理

解を頂きたいと思います。 

 また、奈井江小学校の大規模改造工事につきましては、平成２４年度と２５年度の２

カ年で実施致します。 

 その工事の主な内容につきましては、まず、２４年度におきましては、校舎棟におい

て、屋上の防水シート新設、外壁の改修、教室内の家具・建具改修と天井の壁塗装、電

気設備の改修、体育館におきましては、床、トイレ等の改修などを行う予定となってお

りまして、平成２５年度では、トイレの全面改修、放送機械を含むミキシングルームの

改修、玄関の改修、職員室・用務員室・パソコン教室の改修などを予定しておりますの

で、よろしくお願い申し上げる次第です。 

 また、築後３０年ということでございますが、鉄骨の場合はですね、５０年が約束さ

れているといいますか、大丈夫だということでございますので、ご理解を賜りたいと思

うところでございます。 

 よろしくお願い致します。 

 

●議長                            （１０時１５分） 

 笹木議員。 

 

●７番 

 まず、今後５０年大丈夫だということで、大変安心は致しました。 

 築後５０年。あと２０年大丈夫だということで。 

 先ほども述べましたけれども、今、合同の閉校式がそれぞれのというお話、答弁を頂
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きました。 

 私もですね、本当に江南小学校、奈井江小学校が、それぞれ独自の学校運営をされて

きているという今までの歴史を考えた時に、そういう要望があって然りと思います。 

 で、改修にあたっても、閉校式にあたっても、様々な部分で多くの要望、希望が出さ

れているかと思いますが、どうか十分、皆さんの意見を聞き入れられて検討されて、今

後あたって頂きたいと思いますので、よろしくお願い致します。 

 それでは、次の質問に入らせて頂きます。 

 次に９頁、「生活習慣病予防対策とがん検診の連携」についてお伺い致します。 

 町民の皆様が、健康で心豊かに生き生きとした生活が出来るように多くの健康づくり

事業の推進、そして生活習慣病や疾病の予防対策として、特定健康診査やがん検診の啓

発に、大変努力されていると理解しております。 

 しかし残念な事に、その受診率は国が示す５０％にはなかなか届かない状況です。 

 町としても年齢を拡大しての子宮頸がんワクチンの接種・また肺炎球菌・ヒブワクチ

ンの公費負担、子宮頸がん・乳がん・大腸がんの無料クーポンの実施、また前立腺がん

検診の実施など、町民の皆様の健康管理に対して、様々な方法で受診や接種啓発の推進

をされているところですが、検診を受けずに発病し、つらい治療、闘病をされている方

が、私の周りにもおります。 

 まして早期発見が遅れると命にも係わり、事実発病し死亡率が年々増えている状況で

す。 

 新年度では、特定健診とがん検診との同日の実施の取り組みがされる様ですが、この

取り組みについて、町長にお伺い致します。 

 

●議長                            （１０時１８分） 

 町長。 

 

●町長 

 ３つ目の質問にお答え申し上げたいと思います。 

 まず、特定健診とがん検診との同一の実施の取り組みについてということでございま

す。 

 平成２０年度から開始されました特定健診については、受診率向上のため、受診勧奨

の強化など様々な対策を講じてきました。 

 結果と致しましては、目標の数値には達していない現状にあります。 

 また、がん検診についても、４０歳から６０歳までの５歳刻みを対象とした乳がんと

大腸がん、２０歳から４０歳までの５歳刻みを対象とした子宮頸がんの無料検診クーポ

ン券事業などにより受診率は若干伸びてきておりますが、全般的に大きな受診率向上に

は繋がっておりません。 

 そのため、両健診を同時に行うことによりまして、総合的な受診機会を提供し、予防

意識の向上、疾病の早期発見を目的として、新たな健診体制づくりに取り組むことと致

しました。 
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 今、議員のご指摘とおりでございます。 

 また、国保の被保険者については、がん検診の受診料金が無料ですので、特定健診に

ついても、合わせて今年度より無料として進めます。 

 会場については、従来の保健センター等から、ゆとりのある広いスペースを確保する

ため、公民館での実施を考えております。 

 実施日については、夏と冬の年４日間を予定しております。 

 また、健診会場として使用していた南町コミュニティ会館と東町生活館から、公民館

までの送迎バスを用意致しまして受診への影響がないよう進めたいとこういうふうに考

えております。 

 さらには、町内医療機関による個別の健診受診期間の延長や農業関係者が受診してい

る札幌厚生病院との健診委託契約の締結など、より気軽に受診できる体制づくりを目指

しながら、受診率向上に努めて参りたいと考えておりますので、ご理解のほどをお願い

申し上げる次第でございます。 

 

●議長                            （１０時２１分） 

 笹木議員。 

 

●７番 

 今ほど、がん検診と特定健診を同時にするということで、がん検診は国保の場合は無

料であります。 

 特定健診には若干のお金がかかります。 

 それを無料にして一緒にやることによって健診率を上げる。 

 この無料にするということ、大変な大きな決断だと思って感謝をしております。 

 そこでですね、今、国からがん検診の受診率５０％との目標が示されています。 

 行政としても多くの、今、お話がありましたとおり、多くの施策をとりながら、努力

して下さっていることは十分、私も理解をしております。 

 では、検診を受けてくれるがん協会、対がん協会ですね、この受け入れ態勢が自治体

の希望に適っていないとしたら、これは重大な問題です。 

 健診率を上げるよう指示する前に、環境整備を整えることが私は基本だと思っていま

す。 

 町長の立場から町村会を通して、また、厚生労働省へしっかり要望して頂きたいと思

っております。 

 今回の合同の健診には、私も大変期待をしておりますが、合わせて、乳がん、子宮頸

がん検診も含めた女性だけの健診日の実施がこの先、検討して頂けたらと思いますが、

この２点について、町長に再度、お伺いを致します。 

 

●議長                            （１０時２３分） 

 町長。 
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●町長 

 まずは１つ目、がん検診の協会でございますが、確かにそのことを私もお聞きしてお

ります。 

 従いまして、これについては町村会等を通じながらですね、申し入れたいと、こうい

うふうに考えています。 

 そして広くやっぱり検診すること、早期発見すること、それによって早期の治療もで

きます。 

 ほとんどのがんがですね、終末になってくれば（ 不 明 ）が、早くみつければ治

るということがですね、今、近代医療の中で実証されております。 

 できるだけのことをしていきたい。 

 それから今ひとつは、女性ＤＡＹということで、今、提案がございました。 

 こういうことも含めて、十分考えていきたいとこういうふうに考えておりますので、

よろしくお願いします。 

 非常に、一つのアイデアだと思いますが、十分内部で検討して参りたいとこういうふ

うに考えておりますので、ご理解を頂きたいと思います。 

 

●議長                            （１０時２４分） 

 笹木議員。 

 

●７番 

 今、お話をしました、対がん協会の件、町長の力を十分に発揮して頂いて、これはも

う、うちの町だけではなくてですね、全体のことだと思うんです。 

 この受診率を上げるということに努力している自治体に対して、もっともっと国がし

っかりした基本をしないと、大変じゃないですか。 

 そういう部分で、町長には頑張って頂きたいとそのように思っております。 

 では、次の質問に入らせて頂きます。 

 最後の質問になりますが、１３頁、「エゾシカ対策」についてお伺い致します。 

 エゾシカを始めとする有害鳥獣の被害が甚大であると聞いております。 

 農業に従事されている方はもちろんの事、農林業の被害額は道において昨年も５０億

円を上回り、シカの生息数は約６５万頭、ここ数年に捕獲数は増えたものの、実際のシ

カの頭数は減っていないとの事です。 

 町としても被害の防止に向け、砂川市との広域で電気牧柵の設置を推進しております

が、弟子屈町での畑作農家の方の実例では飛び越えたり、くぐり抜けたりと被害が出て

いるとの事です。 

 シカは特に、学習能力が高く、その撃退に悩んでいるのは全道の悩みになっています。 

 私も先月、夕張のＪＡに伺う機会がありました。 

 メロンを含め被害も大きく大変悩まれておりました。 

 お話では今迄電気牧柵を始め、５通り位の試みをして来たが、中々成果が出ないとの

事でした。 
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 そこで電気牧柵と併用して、獣道（シカの通り道）にＬＥＤ鳥獣忌避装置を併用して、

今年試みたいとの事であります。 

 私も知識の中で、シカを追いやることは出来ても、減らすことは出来ないだろうと思

っていました。ですが生息範囲が狭まると食べるものが少なくなり、繁殖能力が低下す

る。要するに食べ物があればどんどん子供を増やし、食べ物が限られれば子供を生まな

いという事だそうです。 

 したがって殺傷しないで自然減少することが出来ると知り、奈井江町においても活用

の検討が出来ないかとの思いで今回の質問とさせて頂きましたので、この点、町長にお

伺い致します。 

 

●議長                            （１０時２６分） 

 町長。 

 

●町長 

 エゾシカ対策についてということで４つ目の質問でございますが、エゾシカ対策とし

て、町内ではですね、中山間リフレッシュ基金事業や個人により以前から設置されてい

たものが約８．７ｋｍ、昨年、鳥獣害対策で国庫補助及び中山間リフレッシュ基金事業

を活用して設定されたものが約１４．８ｋｍで、合計致しますと２３．５ｋｍの電気牧

柵が設置されております。 

 また、電気牧柵の設置と合わせて、昨年から「わな免許」の取得を勧めておりまして、

農業者、町職員を合わせますと１０名が免許を取得しております。 

 くくりわなによる昨年の捕獲実績は４頭となっているほか、猟友会によるエゾシカの

駆除実績は４４頭となるなど、電気牧柵による侵入防止対策と致しまして捕獲による個

体数調整の取り組みをそれぞれ行っております。 

 そのほか、アライグマを捕獲するための箱わなについても、農業者の協力を頂きなが

ら設置しておりまして、平成２３年度は３６頭のアライグマを駆除しております。 

 平成２４年度においても、国庫補助を活用した電気牧柵の設置を引き続き行う計画を

しております。 

 ご質問にありましたＬＥＤ鳥獣忌避装置につきましては、町内企業が開発致しまして

鳥獣被害に悩む全国各地の自治体等が関心を寄せているとのお話を伺っているところで

ございますが、電気牧柵と同様に進入を防ぐもので、個体数の減に繋がるものではあり

ませんけれども、地元である本町でも導入について検討して参りたいと考えております

が、光と音を発する装置であること、また、設置費用が高額であることなど、解決しな

ければならない問題もあることから、現在のところ具体的な設置計画はありません。 

 今後、設置可能な場所、設置して効果が見込める場所の選定等、設置に向けた条件整

備が整った場合には、試験的な導入も含めて検討して参りたいと考えております。 

 しかし、農産物や森林被害等防止のためには、個体数調整が必要であり、猟友会によ

る「有害鳥獣駆除」や「くくりわな」による、捕獲頭数の増加を目指すと共に、北海道

等関係機関とも連携しながら、被害防止対策に努めて参りたいと考えているところでご 
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ざいます。 

 ご理解を賜りたいと思います。 

 今、お話ございましたように、実際はですね、ＬＥＤの使用によって自然減が望まれ、

そして餌がですね、なくなっていくということも含めてですね、効果があるんですよと

いうお話もございますから、先ほど申し上げましたように、試験的にですね、導入を図

りながら、今後、対応していきたいとこういうふうに考えておりますので、ご理解を賜

りたいと思う次第でございます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１０時３０分） 

 笹木議員。 

 

●７番 

 この鳥獣忌避装置、本日までですね、町として製品構造の調査、また、現場の確認な

どして頂いたか、伺います。 

 

●議長                            （１０時３０分） 

 町長。 

 

●町長 

 町内業者からですね、情報は頂いております。 

 ただ、確認はまだしてないということでございますので、ご理解頂きたいと思います。 

 

●議長                            （１０時３１分） 

 笹木議員。 

 

●７番 

 私は、この製品に対して、特段な思いで伺っているつもりはありません。 

 また、地元企業だからといって、是非、使って欲しいという、そういうことでもあり

ません。 

 この装置ですが、道内では８市町、また、道外では７箇所から依頼があり、試作の設

置をしているようです。 

 そのほか１日１件以上の問い合わせもあるということです。 

 景気低迷の中、企業の生き残りをかけて、開発から試作、販売までという大変な経営

努力を考えた時、町としてもその努力に対して何らかの対応が大事なことではないでし

ょうか。 

 このことは今述べている企業に限らず、地元企業の発展をわが町の発展と捉えて頂き

たく、また町長は私が今述べたことを十分理解して頂けると思い、私からの最後の質問

とさせて頂きます。 
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●議長                            （１０時３２分） 

 町長。 

 

●町長 

 今、お話ありましたとおりですね、いわゆる農家の方々が悩んでいることに対してで

すね、どう対応しなければいけないかということが優先的に考えてなきゃいけない。 

 そして効果的にやらなきゃいけない。 

 こういうふうに思います。 

 町内の企業だからといってですね、もっと、逆に育ってもらってですね、有効性を広

めて頂くということも必要なことだと、私も考えておりますから、いずれに致しまして

も町内の企業を育って頂くという立場からもですね、そういう視点からも私どもは支援

しなければいけないということは、当然のことだと思います。 

 今後の検討課題としていきたいとこういうふうに考えておりますのでご理解を賜りた

いと思います。 

                                 

                                       

（（（（２２２２．．．．１１１１番遠藤議員番遠藤議員番遠藤議員番遠藤議員のののの質問質問質問質問・・・・答弁答弁答弁答弁））））               （１０時３３分） 

 

●議長 

 引き続き、総括質問を続けます。 

 １番遠藤議員。 

 

（１番 登壇） 

 

●１番 

 １番遠藤です。 

 おはようございます。 

 第１回定例会大変ご苦労さまです。 

 本日の質問は町長に２点、それと教育長に２点質問させて頂きます。 

 まず最初に、農業の振興についてであります。 

 特にゆめぴりかの具体的なＰＲについてお伺いを致したいと思います。 

 奈井江町では、石狩川流域の肥よくな土地と、豊かな水資源に恵まれた気象条件の中

で、道産米のブランド品種ゆめぴりかの生産が低たんぱく含有率６．８パーセント以下

の割合の、出荷率が高く全道一の産地を３年連続獲得をして来ました。 

 そうした事から作付面積が増加をするなど、農業者の方々の努力と情熱とそして高い

技術を獲得した、結果であると思います。 

 また個人の方より、蘭越町で開催された大会では、全国から２６５点の出品の中から

準グランプリに輝き、奈井江町にとって、とても素晴らしい事でもありました。 
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 これまでの経過から奈井江町としてこの食味の良いお米をどのような形でＰＲ活動を

行っていかれるのかをお伺い致します。 

 それと同時に関連がありますので、農業の担い手の問題についても、お伺いしていき

ます。 

 農業研修生の受け入れの体制についてということでお伺い致します。 

 少子高齢化に伴った担い手不足、農業を取り巻く環境は、農業技術の進歩や国際化の

流れなど大きく変化しているのが現状です。 

 地域農業を守り農村社会を活性化するために、研修生や就農を希望する方々に農業経

営や農家生活についての知識や技術の習得に向けた研修制度を行う場がないことや子供

達から高齢者の方々に至るまで多様な面で、農業の中のふれ合い、絆を深める事も担い

手の育成に繋がっていることだと思います。 

 新たな農業者を育成していくために奈井江町としての受け皿を農業者の方々のご理解

とご協力のもと、支援策が可能であるのかお伺いしたいと思います。 

 よろしくお願い致します。 

 

●議長                            （１０時３６分） 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 遠藤議員の質問にお答え申し上げたいと思いますが、まずは農業の振興、そして、合

わせて農業の担い手の育成についてということでございますが、まずは、安全安心な高

質米の具体的なＰＲ活動についてということでございますが、新すながわ産のゆめぴり

かについては、主産地である基準品出荷割合が３年連続して、全道一、今、遠藤議員が

おっしゃったとおりでございまして、千徳信行さんの生産したゆめぴりかが、蘭越町で

行われた「米１グランプリ」において準グランプリ、北海道優良米生産出荷共励会のう

るち米部門で最優秀となるなど、生産者の皆さんの努力によって素晴らしい実績をあげ

られております。 

 このような結果から、新すながわ産のゆめぴりかについては、市場関係者からも高い

評価を受けております。 

 また、他府県の個人消費者などからも問い合わせが増加しているなど、販売について

も好調に推移致しております。 

 町と致しましても、高品質米生産を続けていく事が優良産地としての地位を確実なも

のにしていくとの考えから、昨年より「産地ブランド確立支援事業」を行いまして、高

品質米生産の支援をしております。 

 今後は、この素晴らしい実績を広く消費者や市場関係者にアピールしていくことが産

地ブランドの確立に繋がるものと考えまして、平成２４年度予算において「ゆめぴりか

宣伝普及事業」を計上させて頂き、新すながわ農協が設置する、ＰＲ看板の設置費用に
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対して助成を行って参りたいと考えております。 

 新すながわ農協では、販売促進用資材の整備と合わせて、名刺や封筒に入れる「ロ

ゴ」の作成についても検討されているとお聞き致しておりますので、今後も連携、連絡

を取りながら、ゆめぴりかと言えば新すながわ、奈井江となれるよう、産地のブランド

化に努めて参りたいと考えておりますので、ご理解を頂きたいと思います。 

 次に、担い手の育成ということで、農業研修生に対する受け入れ体制の確立について

ということでございますが、奈井江町の認定農業者の平均年齢に致しますと、５３歳と

比較的若い状況となっておりまして、当面は営農がきちんと継続されていくものと考え

ていますが、２０１０農林業センサスによる基幹的農業従事者３７３人の内６５歳以上

の農業者の割合は４０％に近い数字となっておりまして、将来的には労働力の不足が懸

念されている状況にあります。 

 このようなことから、新規就農者や農業後継者の育成や受け入れを行っていくことが、

今後の奈井江町農業を支えていくために必要なものと考えております。 

 そのためには、就農希望者や農業研修生の受け入れなどの支援体制を整えていく必要

がありますが、支援対象者の条件設定、就農・研修希望者と受け入れ農家との調整、研

修期間中の住居の問題、農地の取得の問題など、クリアしなければならない問題も多く

あります。  

 今後、どのような形で就農・研修を支援することができるのか、普及所や農協、農業

委員会等と協議を行いながら、連携しながら支援体制の構築について検討して参りたい

と考えておりますので、ご理解を賜りたいと思う次第でございます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１０時４１分） 

 遠藤議員。 

 

●１番 

 先ほどの町長のご答弁の中に色々とお話を頂きましてありがとうございました。 

 お米のＰＲについてですが、一つ例をとりますと岩見沢市で行っている情熱米という

お米があります。 

 これは秋の収穫を終えた頃、農協青年部総勢５４名と女性部がその中に少し入ってい

るんですけれども、１０キロの俵を担ぎ、また、野菜では玉ねぎや白菜などを自転車に

積み、札幌のＳＴＶラジオまでリレーをしてＰＲをしている。 

 また、農協女性部や水稲部会が協力しあい、米の試食や豚汁を振る舞うというイベン

トなども行っております。 

 ＰＲの方法としては、看板や垂れ幕などといった部分が一般的ではありますけれども、

そういったイベントなどにも十分、活用して頂いて、ＰＲを行っていければなというふ

うに思っております。 

 それと同時に皆さんが持たれます名刺の隅の方にでも、ＰＲを頂く事もアイデアの一

つではないかなというふうに思っております。 
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 また、イベントを大体的に行う、そういった場でのおもてなしの心も十分大切だと思

いますので、是非、協力をして頂きたいと思います。 

 農業の担い手についてですが、近年、研修を終えて新規就農を目指す方が増加傾向に

あります。 

 その受け皿が無いのが現状でありますが、また団塊の世代の人達が、田舎暮らしを求

める、そして子供達の健康に気づかう若い人たちが、農業を求め定住される方が増加し

ているとも言われております。 

 農業の楽しさや良さを理解し、この奈井江町の定住対策の一つに繋がっていくという

事も期待をしております。 

 この空知で、深川市にある元気村・夢の農村塾というのがあり、農業者３８戸で農業

体験や可能な方は研修生を受け入れを行っております。 

 また長沼では、子供が豊かな人間性や社会性を育むために、成長段階に応じて自然の

中での長期宿泊体験のような体験を行うことは、大変有意義な事として子ども農村漁村

交流プロジェクトを行っております。 

 奈井江町の農業担い手の問題も現在のところは、安定しているというお話ではありま

したけれども、早い段階から着手していくことが、必要だと思っております。 

 特に研修生においては、通って来られる方はよいのですが、遠方から来られる方に対

しての、特に住宅の問題があると思います。 

 例えば、公住が空いている所をお借りする、また、教職員の空いている家をお借りす

るということはできないのかどうか、ちょっと伺いたいと思います。 

 

●議長                            （１０時４４分） 

 町長。 

 

●町長 

 まず１つ目はですね、ご案内のとおり、ゆめぴりか宣伝ということでございますけど

も、これについてはですね、今、農協さんだとか農業委員会と今後協議して決めるわけ

でございますが、まず看板を立てようと。ただ、単なる看板では駄目だよというのが、

私の考え方で、色々な手法を考えて、目に付くことをきちっとやったらどうですかとい

う話もしております。 

 そして、今、提案がありましたイベントと、実は岩見沢市、前の栗沢が、これ情熱米

ということでですね、やっているわけございまして、私どもよく聞いております。 

 そしてＳＴＶにもですね、中核として、宣伝をしているということも含めてですね、

札幌市の市民にアピールしているということでは、様々なイベントとして、評価できる

ものではあると思います。 

 そういったことも含めながら、空知のですね、管内で全体でやっている、いずれにせ

よ、それが３年ぐらいになりますけれどもですね、オータムフェア、オータムというの

は秋のことでございますが、オータムフェアというのがありまして、色々な産品をブラ

ンド品を出品されている、そういったことも含めてですね、今後、より、奈井江町産米
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をですね、あるいは奈井江産物をですね、どういうふうに宣伝効果するかということを

含めてですね、十分、農協さん、関係者と相談しながら前向きに取り組んで参りたいと

こういうふうに考えております。 

 ご理解を賜りたいと思います。 

 それから今ひとつは担い手の問題でございます。 

 おっしゃるとおり、今年もですね、２１日に新規就農者のですね、数もけっこう増え

てきておりますので、きわめて喜ばしいことだと思っておりますが、ただ全体的にみれ

ばですね、農家の方々も高齢化率が高まっております。 

 したがってですね、色々問題点があることも事実でございますから、こういったこと

により新規就農しやすいような仕組みを、だから今、お話がありました遠方から来る人

たちの宿泊の関係、これについてはですね、空いている所を利用したらどうだと、その

とおりでございます。 

 十分検討していかなければいけないと思いますが、ただ、農家の方々もご存知のとお

り、大きな家を持って、比較的ですね、使っていない部屋が沢山あります。 

 そういったことも含めてですね、提供してもらったり、協力してもらったりというこ

とも含めながらですね、総合的に考えていく必要があるんでないかなと。 

 いわゆる受け入れやすいような状況をどういうふうにしていくか、農家の方々と十分

相談しながら、その中で今後とも見出して、より良いものを見出していかなければいけ

ないとこういうふうに考えておりますので、ご理解のほどをお願い申し上げる次第でご

ざいます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１０時４８分） 

 遠藤議員。 

 

●１番 

 町長のおっしゃることよく理解できました。 

 それで今後とも農業の携わる皆様方のご理解とご協力をお願い申し上げながら、どう

ぞよろしくお願い申し上げたいと思います。 

 続きまして、教育長に２点の質問をさせて頂きます。 

 ２頁目の学びの充実についての質問です。 

 今日の社会情勢が大きく変動する中で、子供たちの学力や運動能力、または、家庭の

教育力などの問題が叫ばれている中で、親として子供達が明るく生き生きと過ごし将来

の夢や目標に向かって成長してくれることを願うところであります。 

 さて、この度の質問は、子供たち一人ひとりを大切にした指導方法の工夫と改善を一

層充実させるためにといったところで、小学校高学年の教科担任制と、低学年の英語教

育の導入について伺います。 

 また、関連しまして４頁の心身の健康の育成についてのところであります。 

 学校栄養教諭による食育指導の導入についてとありますが、３年程が経過を致しまし
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たが、これまでの評価と今後の取り組みについてお伺いを致します。 

 

●議長                            （１０時４９分） 

 教育長。 

 

（教育長 登壇） 

 

●教育長 

 今ほど、お話ありましたように、遠藤議員からご質問ありました１点目は学びの充実

ということの中で、小学校高学年の教科担任制の導入、そして低学年の英語の導入、そ

れから、食育の関係ということで、ご質問がありました。 

 小学校での教科担任制の導入している学校については、１学年３学級以上あるような

大規模校や市・町で教職員の人件費を負担をしてですね、加配している学校が実施して

いる状況であります。 

 当町のようにですね、１学年１学級から２学級の学校では、定数内の教職員での実施

は難しいと考えております。 

 また、町独自でこの人件費を負担するということになりますと、財政面から考えても

ですね、難しいのかなというふうに考えているところでございます。 

 しかし、奈井江小学校においては、４年生以上の理科の授業については、専任教科と

いうことで加配になっておりまして、専任教科で行っているという状況でございます。 

 また算数ではチーム・ティーチングを導入しておりまして、単元によってはですね、

習熟度別で授業を実施するなど、指導方法の工夫改善と充実に努めているところでござ

います。 

 次に、低学年の英語教育の導入についてでございますけれども、現在５、６年生の外

国語活動が必修化されておりまして、年間それぞれ３５時間を実施しております。 

 ３年生４年生についてはですね、総合学習の時間に、国際理解の授業としてですね、

奈井江小学校においてはそれぞれ１５時間、江南小学校については５時間ずつの授業を

行っているところでございます。 

 １、２年生については、総合的な学習の時間が組まれていないことからですね、この

実習をしていないところでございますけれども、これ以外の教科、授業時数が増加して

いることもありまして、現状での外国語活動の導入は難しいというふうに考えていると

ころでございます。 

 しかし、本年度から始まる教育ビジョンの位置付けから、外国語活動の重要性は認識

しているところでございまして、これらについてもですね、十分検討して、学校現場と

も十分検討していきたいなというふうに思っているところでございます。 

 次に、食育の関係でございますけれども、食育の指導についてはですね、平成２０年

４月から、当組合の「学校給食の管理」と合わせてですね、「学校栄養教諭」としてで

すね、配置校を江南小学校として、奈井江町小学校、中学校、合わせて３校、それから

浦臼町の小・中学校２校、合わせて５校の食に関する指導を開始しているところでござ
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います。 

 この間、給食の時間はもとより、学級活動、特別活動、道徳等、学校教育活動全体を

通してですね、計画的・継続的に、学級担任と連携してですね、児童生徒へ、食事の重

要性、食事の喜び・楽しさ、生産者への感謝する心の育成など「食に関する指導」を行

っているところでございます。 

 学校教育において徐々にではありますが、浸透しておりまして、ＴＴによりまして、

行える指導体制というものもできまして、一定の評価をしているところでございます。 

 今後も、子どもたちの健康状況などを把握しながら「食育に関する指導の全体計画」

にそって、子どもたちが将来にわたって健康に生活し、食に対する心構えや、栄養や食

事の取り方などについて、正しい知識を伝え「望ましい食習慣」が身につくように、家

庭、地域とも連携して参りたいというふうに考えておりますのでご理解を賜りたいと思

います。 

 以上、答弁とさせて頂きます。 

 

●議長                            （１０時５５分） 

 遠藤議員。 

 

●１番 

 ご答弁ありがとうございました。 

 小学校高学年の教科担任制についてということで、私の思いを少しお話させて頂きま

すと、３点の利点があるのではないかというふうに思います。 

 学力の向上については、１人の教師が同じ授業内容を複数の学級を持つことで、授業

の質が高まっていく、それと同時に学習する子どもの理解も深まるんでないか、その積

み重ねで教師の指導力も向上していくのではないかというふうに思われます。 

 また、生徒指導については、複数の教師の目で子どもを見る事で課題を持つ子供を、

担任が一人で抱えるのではなく、学年や学校の職員全体で見守ることが出来る。 

 そして、中学校への円滑な橋渡しに効果があるということで、要するに、学級担任か

ら学科担任というシステムの変化による不安など、中一ギャップの防止に繋がるのでは

ないかというふうに思います。 

 また、小学校低学年の英語教育の導入についてですが、昨年より公立小学校の高学年

において、英語が必修となり一年が経過を致しました。 

 この奈井江町においては、独自で、中学年３年生４年生にもわずかながらではありま

すけれども、総合的な学習の中で実施をされているというお話でもありました。 

 低学年においては、英語を理屈で言葉を覚えるのではなく、本の読み聞かせや、楽し

い歌やゲームによって英語を楽しませる、わかる楽しさを経験をさせながら聞く力を伸

ばしてあげる必要があるのではないかというふうに思います。 

 学年が上がるにつれて、英語教育の取り組みもスムーズに行くのではないかというふ

うに考えます。 

 食育指導については、奈井江町と浦臼の小中学校をあわせて５校を１人の栄養教諭が
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指導に当たっているということでありますが、手が行き届かないのではないかというふ

うに思われます。 

 給食の時間は、食育の時間でもあり教職員の方々の協力も大いに必要ではないかとい

うふうに思います。 

 残菜の結果をみても学校により、かなりの差があります。 

 今後において家庭も含め食に対する正しい知識と能力の育成に努めて頂きたいと思い

ます。 

 奈井江町においては、町内外から高い評価を頂いております小中高すこやか健診は、

子供たちの健康維持に、意議ある事業であります。 

 年々受診率の低下が見受けられ、教職員の方々には、奈井江町独自のほかの市町村に

ない事業でありますので、十分なご理解を頂き、受診の向上に一層のご協力を頂きたい

ものと思っております。 

 総体的には、昨年から導入された英語教育について当初、大変なご苦労を頂いている

かと思いますが今年度から中学校では、保健体育科により、武道が必修となり、教職員

の方々の自主努力が、大いに必要になって参りました。 

 しかし、その道のプロでありますので、腕を大いに奮って頑張って頂きたいなと思っ

ております。 

 子供たちの毎日の学習の中でしっかりと習得させる、一人ひとりに寄り添った授業が

とても大切であるというふうに思います。 

 人間教育も含めて教育の原点に戻り、グローバルに考えていくということが重要であ

り、奈井江町独自の教育ビジョンを元に、さまざまな問題解決に努めて頂きますようお

願いを申し上げて質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

 

●議長                            （１０時５５分） 

 ここで暫時休憩と致します。 

 １１時１０分再開と致します。 

 

（休憩）                            

                                       

（（（（３３３３．．．．８８８８番森山議員番森山議員番森山議員番森山議員のののの質問質問質問質問・・・・答弁答弁答弁答弁））））               （１１時１０分） 

 

●議長 

 それでは総括質問を続けます。 

 ８番森山議員。 

 

（８番 登壇） 

 

●８番 



 - 74 - 

 おはようございます。 

 第１回定例会出席大変ご苦労さまでございます。 

 通告に従いまして、３点について、町長に質問をさせて頂きます。 

 １点目でありますが、町政執行方針３頁、子どもたちの健全な成長と教育環境の充実

に向けてのうち４頁、教育環境の充実、小学校の学習環境の充実についてでありますが、

明年４月より現在の２小学校を１校に統合することとなっております。 

 新小学校として利用する予定の現奈井江小学校の改修は、大規模となるようですが、

授業への影響を少なくするために、２ヵ年で行うとのことですが、私は理解をするとこ

ろであります。 

 そこで、本年より行われる大規模な改修について、どこの所をどのようにしていくの

か、内容を伺います。 

 また、グラウンドの改修に関してはどのように考えておられるかも伺いたいと思いま

すが、校舎の改築に関しましては、先ほど笹木議員への答弁で私は理解しました。 

 それでですね、グラウンドの改修に関してだけの答弁を町長からお願いしたいと思い

ます。 

 よろしくお願いします。 

 

●議長                            （１１時１２分） 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 森山議員の質問にお答えしたいと思いますが、教育環境の充実ということで、先ほど、

笹木議員から質問のあった同趣旨のものがありますからそれを省いてということでござ

いますから、１点に絞って申し上げたいと思います。 

 グラウンドにつきましては、今回の改修工事には含まれておりませんが、次期まちづ

くり計画の策定時に、十分この内容等も含めてですね、検討して参りたいとこういうふ

うに考えておりますので、ご理解を賜りたいと思う次第でございます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１１時１３分） 

 森山議員。 

 

●８番 

 グラウンドの改修は今回の改修に含まれていないということでございますけれども、

昨年、小学校の統合に向けての、色々議論を議会と行政側とさせて頂いた折に、統合す

る理由と致しまして、江南小学校の生徒が非常に少なくなってきて、団体スポーツが出

来辛いということが少人数学校のマイナス面として挙げられました。 
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 それで、それらを解消、そればっかりではございませんけれども、それらを解消する

ためにも、統合した方がいいんだということで、それも統合の一つの大きな要因となっ

たはずでございます。 

 そういう状況の中で、やはり、特に私は江南小学校の前通ると放課後ですけれども、

子どもたちが、数人で野球をやっているんですね。 

 それでやはり少人数学級でチームを作れないでいるんだなという状況を見ているんで

すけれども、是非、統合した折には、そういうグラウンドでのスポーツが団体でできる

ような環境が整うわけですから、グラウンドもなるべく早く改修して頂きたいなと、こ

のように存じますので、強く要望致しておきたいと思います。 

 では、２番目の質問でございますけれども、２点目の質問と致しまして、５頁、住み

よいまちづくりに向けてのうち、生活環境整備の③番目、道路の整備についてでござい

ますけれども、５頁、最下段に記載されていますように、北海道の事業だとは思います

けども、道道奈井江浦臼線に掛かる吾妻橋の架け替え事業が本年度着手される見込みと

あります。 

 この道は、皆様もご存知のように、平日でも大型車両の交通量も非常に多く、また雪

がなくなりますと浦臼町よりの奈井江高校生徒の自転車通学路ともなっております。 

 また、この道路の幅員においては、吾妻橋付近がもっとも狭く、改良への着手は長い

間待ち望んでいたことであります。 

 そこで、本事業の内容についてですが、完成にどのくらいかかるのか、また、迂回路

はどのように計画されているのか、現在ある歩道は工事中も通行可能なのかどうかをお

伺いしたいと思います。 

 

●議長                            （１１時１６分） 

 町長。 

 

●町長 

 ２つ目の質問でございますが、道道奈井江浦臼線に架かる吾妻橋の架替事業でござい

ますが、これはもう言うまでもございませんが、道の事業でございますけれども、工事

期間でありますが、平成２４年度から用地測量等を行いまして、迂回路に架かる仮橋等

の準備を進めながら、平成２５年度に仮橋の供用を開始致しまして、橋の新設工事にか

かりまして、平成２８年度に完成を予定致しております。 

 今お話ございましたように、これは車両が非常に多いわけで大型車両、そして、通学

生も、自転車通学も多いわけでございます。 

 それから、迂回路につきましては、今の橋の上流側に仮橋を架ける予定で、仮橋に歩

道も設置する計画と相成っております。 

 現歩道につきましては、仮橋の供用開始の時点まで、利用できるものと思われます。 

 いずれに致しましても、交通量の多い路線でありますから、安全面には配慮頂き、地

域の皆さんのご協力を頂きながら、早期に橋の架け替え事業が終わるよう、北海道に要

請していきたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思う次第でございます。 
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 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１１時１７分） 

 森山議員。 

 

●８番 

 吾妻橋に関しましては、先ほども申しましたように、通行量が非常に多いということ

で、架け替えることは非常に嬉しいことなんですけれども、道工事ですので、かなりの

期間が掛かるということでございます。 

 しかしながら、歩道もその工事期間中、通行できるということですので、理解はしま

すが、今、町長も申されていましたように、なるべく早く完成して頂けるように道の方

に再度お願いをして頂きたいと、このように考えております。 

 また、迂回路と致しまして１４号の方を仮に通るような案内も出すのかどうかも含め

てお伺いしたいと思います。 

 

●議長                            （１１時１８分） 

 町長。 

 

●町長 

 １４号は通らないということになっていますので、迂回路できちんと処置したいと、

こういうふうに考えています。 

 ご理解頂きたいと思います。 

 

●議長                            （１１時１９分） 

 森山議員。 

 

●８番 

 只今の答弁で理解致しました。 

 次に、３点目の質問になりますけども、１２頁、地場産業の振興に向けてのうち、農

業の振興についてでありますが、当奈井江町におけるお米、トマト、メロン、野菜等、

良質の農産物が生産されていることに対しましては、深い敬意の念を持っている１人で

あります。 

 今ほど申し上げた農産物の生産過程には、ビニールハウスが必要不可欠であろうと思

いますが、本年の降雪量の多さ、また低温等によるハウスへの雪害が非常に懸念される

ところであります。 

 まだ雪も深く、ハウスの全容は確認できないと思いますが、なるべく早い時期に、町

として被害の実態調査をして、被害が多ければ何らかの対策が必要となると思い、町長

の考えをお伺いします。 
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●議長                            （１１時２０分） 

 町長。 

 

●町長 

 農業の振興でございますが、本年の降雪量の多さや低温等によりまして、農業用ビニ

ールハウスの被害の対策についてということでございます。 

 本年の降雪については、３月５日現在でございますが、累計致しますと降雪量が７ｍ

７１ｃｍでございます。積雪深は１ｍ１０ｃｍということになっております。 

 降雪量については、平成１７年と近い量７ｍ５２ｃｍでございまして１７年が、とな

っておりますが、気温の低い日が続いたため、積雪深は平成１７年対比では２６ｃｍ多

くなっております。 

 このため、ビニールハウスなどの農業用施設に一部損壊などの被害が発生しておりま

す。 

 このような状況を受け、空知地方総合開発期成会は、今回の豪雪に伴う被害状況を調

査致しまして、３月２１日に上京致しまして、国に要請活動を行うこととなっておりま

す。 

 奈井江町の現在把握している被害状況につきましては、農業用倉庫で２棟、ビニール

ハウスで７棟が全壊、又は一部損壊しているとの報告を受けているところでございます。 

 しかし、現在も積雪も多く被害状況の把握ができていない施設もあるものと思われま

すので、今後融雪が進まなければ実際の被害は分からない状況にもあります。 

 今後も引き続き、被害状況の把握に努めるとともに、その結果により必要がある場合

については、当然のことながら国、道とも連携しながら対策について検討して参りたい

と、こういうふうに考えておりますので、ご理解を頂きたいと思います。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１１時２２分） 

 森山議員。 

 

●８番 

 只今の町長の答弁でありますけれども、これからも融雪とともに調査をしながら、対

策を立てるかどうか判断していきたいということでございますので、調査のこともお願

い致しまして、私からの質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

                               （１１時２３分） 

                                       

（（（（４４４４．．．．３３３３番三浦議員番三浦議員番三浦議員番三浦議員のののの質問質問質問質問・・・・答弁答弁答弁答弁））））               （１１時２３分） 

 

●議長 

 引き続き、総括質問を続けます。 
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 ３番三浦議員。 

 

（３番 登壇） 

 

●３番 

 ３番、三浦きみ子です。 

 まず、町長の町政執行方針に関連して３点質問します。 

 １点目は、２月１７日に閣議決定されました「消費税増税を柱とする社会保障と税の

一体改革大綱」についてであります。 

 町政執行方針の１頁、初めの部分で、地方政治を取り巻く環境において、「ＴＰＰ・

環太平洋経済連携協定」、及び「少子高齢化の進行」などへの対応が喫緊の課題とあり

ましたが、これに加えて「社会保障と税の一体改革大綱」、その中でも「消費税の増

税」については、地域社会や経済への重大な影響を与え、町財政をも圧迫すると危惧し

ています。 

 各紙の世論調査でも「増税反対」が６割を超え、国民や中小業者の生活と営業を破壊

すると、各界の識者からも反対の声があがっています。 

 先日、農協前で消費税増税に反対する署名行動をしておりましたが、そのおりにも、

「年金はこの先も減り続ける。介護保険も、後期高齢者医療保険もあがる。年寄りは早

く死ねということかい」と怒りながら署名をしてくださったお年寄りがいました。 

 また、ある中小企業の方は、これ以上景気が冷え込んだら、持ちこたえられないとお

っしゃっていました。 

 法人税が下げられる、その一方で、収入の低い経済的弱者に負担が重くのしかかる消

費税増税が準備されている。 

 この状況で消費税増税について、町長の見解をお尋ねします。 

 

●議長                            （１１時２５分） 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 三浦議員の質問にお答え申し上げたいと思いますが、まずは、社会保障と税の一体改

革における消費税の増税が地方財政を圧迫し、国民・中小企業者の生活と営業を圧迫す

るということで、私の考え方ということでございます。 

 社会保障と税の一体改革について閣議決定がなされました。 

 今、国民的議論が広がりを見せているところでございますが、政府からは２０５０年

には、高齢者１人を１．２人で支える「肩車社会」の到来が見込まれることから、「全

世代対応型」による各種制度の構築を目指すとの説明がなされております。 

 そして、この財源として、消費税の増税も具体的な数値を持って示されておりまして、
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２０１４年４月には８％、１５年１０月には１０％ということでございますが、この社

会保障と税の一体改革については、危機に直面した「国家財政の健全化」と「社会保障

の機能強化」それぞれがその目的とされているということでございますが、当然ながら

その制度設計によって、将来にわたる国民の生活や経済にも大きく関わってくることに

なります。 

 消費税増税に対しては、今、お話ございました収入の低い人たちを含めてですね、大

変影響が大きいということは当然のことでございます。 

 いわゆる「逆進性の問題」や「経済の成長戦略・景気回復による増収」などの考え方

については、重要な議論のポイントと理解をしております。 

 加えて、地方におきましては、今、お話ございましたように人口減少傾向、少子高齢

化、あるいは地方分権への対応など自治体運営にも、直接的に響いてくる重要な問題だ

と、私も認識を致しているところでございます。 

 自治体の長と致しまして、住民生活を守り、地域経済の活性化や安定した自治体運営

に取り組む責務がございます。 

 従って消費税の議論については、地方や国民に大きな負担を求めることのないように、

国においても慎重な議論が必要であると、私なりに考えているところでございまして、

今、話にあります国が進めようとしている消費税増税についてはいかがなものかと、こ

ういうことが執行方針でも申し上げたとおりでございます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１１時２８分） 

 三浦議員。 

 

●３番 

 今の町長の答弁にありましたけれども、この件に関しては、本当に多くの国民があら

ゆる機会を捉えて、こういう状況だから、消費税を上げられたら困るということを声を

大にして、言ってく、そのことが、今、一番大事じゃないかなというふうに思っていま

す。 

 私も議員としても機会あるごとに、そういうことに係っていきたいと思いますけれど

も、町長も今、おっしゃられましたけれども、本当に、国に声を大にして、ほえて頂き

たいというふうに思います。 

 続きまして、２点目ですが、町政執行方針の５頁、「住みよいまちづくり」という観

点で質問致します。 

 昨日、気温が上がって、道がもうザクザクで、私の家の前も車がもう走れないような

状況でした。腹がつかえて。 

 夕方になってですね、ブルトーザが入ってくれました。 

 そしたら、近所の人たちがみんな道に出てくるんですね。なにか、みんなでありがと

うございます、ありがとうございますっていう感じで。 

 今日はですね、ここに歩いて来る途中、西５条通りに排雪車が入っていて、もうほっ
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としました。 

 今年は、幹線道路を中心に排雪車が本当に小まめに入って頂いたので、町民は本当に

助かっていると思います。 

 ただですね、交通、買い物と並んで、今年ほど除雪が高齢者世帯の生活に重くのしか

かったことはないんじゃないかと思います。 

 「１戸建てにはもう住めない」という高齢者の声がいつに増して、多く聞こえました。 

 シーズン始めに建設・土木業者と契約を結んでいる方、それからシルバー人材センタ

ーとシーズンで契約を結んでいる方、除雪についてですけれども。また、その都度必要

に応じて業者やシルバーに依頼される方、あるいは近所の除雪機を持っている方に、個

人的にお願いしている方、さまざまな形で除雪に対処していますけれども、しかし、人

に頼めばお金がかかります。 

 ある公営住宅に住んでいる方のお話では、シルバー人材センターにシーズンを通して

契約しているんだけれども、今年は、とにかく回数沢山来てくれて、小まめにやってく

れるんだけれども、１２月と１月はそれぞれ２万円かかった。２月も２万円かかるんじ

ゃないかというふうに言っていました。少ない年金で暮らしている身には大変だとおっ

しゃっていました。 

 このように、高齢者にとって今年の雪は命に係わる状況でした。 

 特に、今年は気温が低い中で雪の日が続いたために屋根の雪が落ちない、そういう特

徴もありました。 

 特に無落雪の屋根の住宅はひどかったと思います。 

 さらに北側や風下の側は大きな雪庇になって、放ってはおけない状況でした。 

 町には間口除雪の制度がありますけれども、条件がかなり厳しくて、なかなかそれに

合致する人がいない。 

 それで町民の中には、もう個人では限界なので、無料でなくていいから、少し払って

でもいいから間口除雪の対象を広げるような、そういうシステムにならないだろうかと、

そういう意見が沢山出ています。 

 この点に関しては、いかがでしょうか。 

 

●議長                            （１１時３３分） 

 町長。 

 

●町長 

 ２点目の質問でございますが、間口除雪についてということで、今、三浦議員からお

話ございましたように、今年は、もう先ほど積雪量もお話しましたけど、かつてないほ

どの大雪でございまして、町民生活に大変多大な影響を及ぼしていると、このことも私

も承知致しておりますし、できる限りですね、いわゆる生活のしやすいように、特に高

齢者が非常に問題でございますから、そういった中でですね、補正もお願い致しました

し、そのあとも、何回か補正してですね、徹底的に除雪排雪をしていこうということで

やっていることも、これまた事実でございますので、そしてまた職員も必死になって張
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り付きながらですね、状況を見ながら対応をしております。 

 そういうことも含めてですね、今、ご指摘あったことが非常に私もピンときますけれ

ども、その中で、町の間口除雪サービス事業については、公営住宅やアパート等を除く

町の除雪路線に面する一戸建てにお住まいの方の、１つ目としては介護認定、要支援以

上または同等の状態である高齢者世帯、２つ目としては身障手帳１・２級を保有する単

身世帯、３つ目としては除雪に支障のある７０歳以上の高齢者世帯であって、町民税非

課税世帯で、町内に扶養義務者がいない世帯を対象として、今年は２７件のサービスを

実施しております。 

 間口除雪サービスは、業者委託により実施しておりますが、業者が担える件数も３０

件までと制限があります。  

 除雪サービスの拡大は請負う業者もないことから現状においては難しい状況にござい

ますが、町の間口除雪サービスの条件に該当しない場合は、社会福祉協議会のシルバー

人材センターや商工会ふれあいネットワークによる玄関間口除雪サービスの利用を紹介

している状況にございます。 

 シルバー人材センターの利用状況では、２月末現在の受注件数では１，６１８件、昨

年同期に比べますと約２倍でございます。時間数で言いますと３倍以上の申し込みがあ

りまして、商工会ふれあいネットワークでは、シーズン契約を含めて５７件と、昨年を

上回る申し込みの報告を受けております。 

 高齢化によりまして近年は、流雪溝や電気融雪槽への投雪が困難である、窓や屋根の

雪処理、排雪場所が限られ、雪はねでなく雪上げ作業となり大変との相談もありますの

も承知しているところでございます。 

 今後の課題として受け止めていきたいと、こういうふうに考えております。 

 いずれに致しましても、冬季の暮らしやすさを共に考え、創り出していくように、高

齢者ネットワーク等でも、十分このことを相談しながらですね、今、三浦議員の指摘の

あったように、少しお金かかってもいいから、何とかならないかということも含めてで

すね、どういうことを構築すればいいかも含め、広く皆さん方の意見を交わしながら、

今後の対応を考えていきたいというふうに思っておりますのでご理解のほどをお願い申

し上げる次第でございます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１１時３７分） 

 三浦議員。 

 

●３番 

 よろしくお願いしたいと思います。 

 ３点目ですけれども、９頁の町民の健康づくりについて質問します。 

 福島原発事故にともない、道内でも土壌・食品汚染にこたえるべく、測定機器を導入

する自治体が増えています。 

 また、道としても泊原発から３０キロ圏内の９町村に１２ヶ所のモニタリングポスト
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を設置することになりましたが、道議会で、もう少し対象を広げろという意見がでて、

「今後も取り組む」というふうに高橋知事は答えています。 

 国や道に予算付けをするよう町としても強く要望するとともに、奈井江町でもモニタ

リングポストを設置すること、そして町民にも貸し出しできる簡易測定器を準備してお

くこと、食品の放射能汚染がはかれる装置などを準備するよう早急に取り組む必要があ

るのではないかと思います。 

 泊原発で一旦事故が起これば、この奈井江も偏西風に乗って運ばれる放射性物質が降

り注ぐことになります。 

 その時になって、測定器を準備するというのではまったく間に合いません。 

 福島の事故によって、安全神話が崩れ去った今、事故は起こる事を前提に対策を立て

るべきだと思います。 

 町民の命を守るためにも、農産物の風評被害を防ぐためにも、正しい情報の共有が一

番の防御だと考えますが、この点についてお尋ねします。 

 また、町の健康づくりの一環として、万が一の事故に備えて、放射能から身を守るす

べを積極的に広めるべきだと思いますが、このことと併せて質問致します。 

 

●議長                            （１１時４０分） 

 町長。 

 

●町長 

 次に町民の健康づくりに向けてという中でですね、放射能測定器を導入し汚染の実態

を明らかにすべきだと思うと、それから２つ目しては、健康づくりの一環として、放射

能から身を守るべくすべを広めるべきだと、こういうご質問でございますが、道内の放

射線測定については、北海道において、泊原発周辺地域２２ケ所で空間放射線量率の測

定を実施しているところでございますが、平成２３年３月２３日より、石狩振興局を除

く全道１３の総合振興局・振興局の敷地内においても、同様の測定を行っているところ

でございます。 

 また、主要水産物・水道水・農地土壌等の測定を行なっておりまして、最新の結果に

おいては、放射性物質は検出されていないか、平常レベルにあるとの結果が報告されて

いるところでございます。 

 空知総合振興局においては週に２回、測定を行いまして、道内各振興局と共にホーム

ページなどで公表しているところでございます。 

 放射能の汚染につきましては、国や道の責任において安全性の確保、正しい情報提供

が行われるべきと考えており、今、三浦議員がおっしゃったように、情報をきちっと共

有しなければいけない、そのとおりでございまして、町において測定器を購入すること

は今のところ考えてはおりませんが､各振興局だけでなく、スポット的に市町村の測定

を行うよう北海道に要請していきたいと。 

 これはどういうことかといいますと、総合振興局はですね、振興局設置の岩見沢市を

測定しているわけでございまして、それだけでは駄目だと。 
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 したがって、空知管内全体にですね、スポット的にといいますか、この界隈、中空知

から北空知を含めてですね、やはりきちっと測る必要があるんではないか、測定する必

要があるんではないかということを今後申し入れていきたいと、こういうふうに考えて

いるところでございます。 

 放射線にさらされる状態と致しましては、日常での自然放射線によるもの、放射線療

法などの医療行為によるもの等、安全な範囲で放射線を受けるものの他、人体に影響を

及ぼす程の被曝は、事故･災害によるものであるとされております。 

 放射線については、当町の土壌や食品のみが汚染される事は考えづらく、そのような

事態がおこった場合には、近隣市町はもちろんでございますが、その以前に、このこと

についてはですね、やはり今直ちに、放射能が汚染されてからでは遅いわけでございま

す。 

 される前に、する前にですね、やはり道が、あるいは国の責任において、調査、分析

をして、発表していくということが本来的な仕事であると、こういうふうに考えて、私

は道、国に強くこのことを要請していきたいと、こういうふうに思います。 

 今後も、当町が有害な放射性物質に汚染されることの無いよう、関係各所からの情報

を得ながら注視して参りたいとこういうふうに考えておりますので、よろしくお願い申

し上げるところでございます。 

 色々データあるわけでございますけれども、様々な面からですね、調査しながら、こ

れやはり基本的には国、道がきちっと守らなければいけない。 

 各市町村でセシウム検査も必要でありましょうけれども、それ以上に、その責任を持

つという意味において、道にきちっと要請をして参りたい、こういうふうに考えており

ますので、ご理解を頂きたいと思います。 

 

●議長                            （１１時４５分） 

 三浦議員。 

 

●３番 

 ２点目の町民に放射能から身を守るすべを広めるべきだということについてはいかが

でしょうか。 

 

●議長                            （１１時４６分） 

 町長。 

 

●町長 

 そういったことも含めてですね、やはり町民に分かって頂くようにですね、どのよう

にするかと内部で十分検討しながら共有するようにしていきたいとこういうふうに思い

ます。 

 今のところはですね、現在の状況を申し上げますと、放射線量については空知総合振

興局のマイクロシーベルトといいますか、０．０２２ということを言われております。 
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 これはですね、基準が北海道では０．５以上ということだそうでございますから、こ

ういったことも含めてですね、広く町民に共有してもらうように、広報宣伝をして参り

たいとこういうふうに考えておりますので、ご理解頂きたいと思います。 

 以上でございます。 

 

●議長                            （１１時４７分） 

 三浦議員。 

 

●３番 

 よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、教育長の執行方針について２点質問致します。 

 最初に２頁目に書かれています学びの充実についてです。 

 ここに小学生向けと中学生向けの「放射線副読本」があります。 

 これは、文部科学省と経済産業省が、２００９年度から「原発は安全です」というふ

うに書いた副読本を発行していたんですけれども、福島の事故を受けて、国会でも「安

全神話に立った副読本を使い続けていいのか」と追及され、リニューアルされたものが

これです。 

 さすがに「原発は安全です」とは書かれていませんけれども、例えば、これは小学生

用です。１７頁ありますけれども、「放射線を受けるとどうなるのか」という疑問に答

える部分は２頁だけです。 

 それも、「放射線の利用が広まる中で、たくさんの放射線を受けてやけどを負う事故

が起きています」というふうにあります。 

 これはたぶん東海村の事故のことだと思いますけれども、あれはやけどなどというも

のでは全く違う深刻な事故でした。 

 また、「広島と長崎に原子爆弾が落とされて多くの方が放射線の影響を受けていま

す」というふうにも書かれています。 

 そもそも、人を殺すために作られた原子爆弾と原発の事故を同列に並べるということ

自体がどうなのかと思います。 

 その上で、「さまざまな調査からどのくらいの量を受けると、人体にどのような影響

があり、どのくらいの量までなら心配しなくて良いかが分かってきました」というふう

に書いてあります。 

 しかし、アメリカの科学アカデミーの中にある放射線の影響を検討する委員会では

「最小限の被曝であっても、人類に対して危険を及ぼす可能性がある」と結論づけてい

ます。 

 つまり、心配しなくてもよい量などないというのはないんだということが世界の常識

です。 

 また、放射能とがんの関係では「一度に１００ミリシーベルト以下の放射線を人体が

受けた場合、放射線だけを原因としてがんなどの病気になったという明確な証拠はあり

ません。」と書かれています。 
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 ですから、喫煙とか、その他、色々な要因があるわけですけれども、その中で放射線

だけを悪者あつかいにしないくださいみたいな記述になっているわけです。 

 さらに、放射線から身を守るすべについても同じく２頁しか書いてありません。 

 その内容も、放射線から離れる、放射線を受ける時間を短くする、コンクリートの建

物に入る、空気を直接吸わないようにマスクをする、危ないと言われた水や食べ物を口

にしない、これしか書かれていません。 

 後の１３頁は、いかに放射能が人々の生活の役に立っているのか、また安全かという

ことが書かれているわけです。 

 中学生用の副読本もほぼ内容は同じです。ちょっと書き方は難しくなっていますけれ

ども。 

 原発や原発事故については冒頭のはしがきに数行触れられているだけです。 

 レベル７の大事故を起こした原因、実態、地震と津波の影響などは、まったく記述さ

れていません。 

 １年経って、ますます深刻さを増している放射能汚染の現状についても触れられてい

ません。 

 使用済み燃料の始末の仕方に、まったく見通しがたたないという一番深刻なところに

も触れていません。 

 福島の原発事故で大量に放出され、子どもたちが気にかけている放射性ヨウ素や、放

射性セシウムの害についても触れられていません。 

 「ただちに、人体への影響はありません」と事故当時くり返されましたけれども、で

は１０年後、２０年後どんな影響が出てくる可能性があるのかということも、記述され

ていません。 

 専門家からも、教師や子ども、生徒の期待にこたえるものになっているのかという疑

問も出されています。 

 この点について、どうお考えかお聞きしたいと思います。 

 さらに、昨年の大震災や津波では、大勢の子どもが津波にのみ込まれた学校もあれば、

一人も犠牲者を出さなかった学校もありました。 

 日ごろの避難訓練のあり方とか、いざという時に役にたつ「本当の生きる力」が問わ

れた事故だったと思います。 

 一人の犠牲者も出さなかった学校では、昔から地域に伝わる知恵、つまり、津波が来

たときは、自分の判断でとにかく逃げる。回りの人の力も借りて生き抜く。家族がそれ

ぞれ生き抜けば、必ずあとで会えるから、家族のもとにもどったり、そういうことは絶

対しないこと。ということを、昔から伝わる知恵で受け継いできているわけですけれど

も、それを学校教育の中でも実践していたところは、一人も犠牲者を出さなかったとい

うことが、報道されています。 

 昨年の東日本の巨大地震によって、日本周辺の地殻バランスが崩れて、本格的な地震

活動期に入ったと言われています。 

 今後も大きな地震や津波が起こる可能性が高まっていると思われます。 

 奈井江は津波の被害はないと思いますが、地震や土砂崩れなどは充分考えられます。 
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 また、泊原発に万一の事があれば深刻な事態が予想されます。 

 ４月から使う教科書にも地震や原発の記述について、訂正があったり、写真を差し替

えたりしているそうです。 

 日々新しい情報が飛び込んできます。 

 世界にアンテナを張って、より正しい、より新しい正確な情報を取り入れて子どもた

ちが自分の頭で考えて行動できるように、地域でも取り組まなければならないと思って

いますが、学校の現場でも頑張って欲しいと思います。 

 そのために、教育行政方針の２頁、下から４段目に「北海道教育委員会や北海道立教

育研究所などの各種研究会を活用して指導力のスキルアップを図るとともに、公開研究

会、校内研修会、さらには奈井江町教育振興会の活動などを通じて、教職員の実践的指

導力、技術の向上に努めてまいります」とありますが、教職員の研修時間、それから研

修の機会を充分に保障することはもちろんですけれども、その内容についても、「道立

研究所などの各種研究会」と書かれてありますけれども、この「などの」のところを広

く捉えて、本当に現場の先生たちが、本当に広く深く研修できる、そういう機会をです

ね、増やして欲しいというふうにお願いしたいと思います。 

 その意味でも、例えばこの副読本に限らず、原発問題であれば、さまざまな放射線に

関する情報が収集できる状態になってます。 

 子どもや生徒の不安や疑問に答えて、教材として活用することを、現場の先生方に奨

励すべきだというふうに考えるのですが、いかがでしょうか。 

 

●議長                            （１１時５６分） 

 答弁を求めます。 

 教育長。 

 

（教育長 登壇） 

 

●教育長 

 三浦議員から今ほど放射線の副読本について、様々な角度からのご質問があったかと

思います。 

 そのとおりなんですが、未曾有の大災害となった東日本大震災によりですね、大規模

な原発事故となった福島第一原発の状況を鑑み、文部科学省では、従前「わくわく原子

ランド」という副読本を見直して、新たな放射線等に関する副読本、今、ご提示あった

本であります、中学生向けと小学生向け、３、４年生向け、５年生向けですか、の向け

ということでですね、配布があったところでございます。 

 教育委員会としても、教材の一助となるように、全校児童・生徒に配布を行い、また、

教師も他の教材と合わせて、教材資料の一部としてそれぞれ活用しているというふうに

聞いているところでございます。 

 副読本の内容につきましては、放射線の効用やメリットについて細かく記載されてい

る、指摘のとおりだと思います。 
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 そういう中でですね、危険性や悪影響についての記載が少ないなどという意見もあっ

たところでございます。 

 なにより、児童・生徒一人一人がですね、放射線や放射能、放射性物質について学び、

自ら考え、判断する力を育むことが大切であるというふうに考えております。 

 先ほど、津波の避難訓練の状況と、そして、その避難の状況によっては、違いがあっ

たよと、指摘のとおりだと思います。 

 昔からその地域で伝わっている、てんでんばらばらに逃げるんだという、自らの判断

で逃げたところが被災が少なかったというようなこともいわれていることも事実であり

ます。 

 この安全対策というか、避難訓練も含めた学校の安全計画というものについてもです

ね、これも見直していかなければならないというふうに考えているところでございます。 

 いずれに致しましても、これからのこの副読本をですね、学校教育における指導の一

助として今後も活用して頂きたいと思いますし、また、議員がご指摘のようにですね、

現場の教師がさまざまな放射線に関する情報を自ら収集して、そしてそれらを子どもた

ちの不安、疑問に取り除くようにですね、正しい情報を伝えて、判断して頂くというよ

うな、生きる力に結び付けて頂くと、力をつけて頂くということが大切だというふうに

考えているところでございます。 

 以上、答弁と致しますので、ご理解を頂きたいと思います。 

 

●議長                            （１１時５９分） 

 三浦議員。 

 

●３番 

 よろしくお願い致します。 

 最後になりますが、教育方針の４頁の学校教育環境の整備充実についてお伺いします。 

 ４月からの武道必修化に伴いまして、その準備状況について伺いたいと思います。 

 柔道、剣道、相撲の中から１つを選択するということでしたけれども、奈井江町では

柔道を選択したということです。 

 その、畳の上でやるわけですけれども、畳も含めて、場所の確保、それから柔道着が

必要なわけですけれども、そのような準備の状況を一つは伺いたいと思います。 

 さらに、安全確保について質問したいと思います。 

 日本スポーツ振興センターが毎年発行している学校管理下で起きる死亡事故・障がい

事故の例という、それを基にしましたですね、愛知教育大の内田講師が学校での死亡事

例を調べたところ、１９８３年度から２００９年度までの２７年間で１１０人の子ども

が柔道で命を落としています。 

 脳障がいをはじめ、何らかの後遺症を抱える事故は２００８年度までの２６年間で２

６１件起きています。 

 これは１年間に４人の子どもが亡くなり、１０人の中学生が障がい事故にあっている

ということになり、他のスポーツの１０倍から２０倍も多い数です。 
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 ただし、これはほとんど部活動中に起きた事故ということで、自由に技を掛け合う乱

取り、その中で多発しているということです。 

 ２００８年５月に長野県松本市の体育館で開かれた柔道教室で、当時小学校６年生だ

った少年が乱取りの練習中に、男性の、これは大人の指導者に投げられて急性硬膜下血

腫で意識不明の重体になり、重い障がいを抱えて、ほとんど身体が動かせず、全面介助

が必要な状態になったという事故で、昨年、裁判所でこの男性指導者に「安全配慮義務

違反があった」として２億４千万円の支払いを命じたという判決があります。 

 これは学校管理下で起きた事故ではありませんが、急性硬膜下血腫の発症は予見でき

たというふうに裁判所は判断したということです。 

 脳の損傷には、直接、ガンとこう、ぶつかった時の、衝撃で、例えば骨が折れるとか、

中の脳が壊れるとか、そういう障がいもあります。 

 もう一つは、こちらから衝撃が加わった時に、脳が、こうぶつかって、反対側の脳が、

出血したり、傷んだりという障がいがあります。 

 そしてもう一つ、柔道の中では、特にこの３つ目が多いということなんですけれども、

急激にこう、回転運動を頭がかけられたときに、脳の硬膜と脳みその間に、ちょっとの

ズレなんですけれども、ズレが生じて、静脈が切れてですね、血腫がおこって重大な事

故に陥るという、３つぐらいの大きな事故が起こると言われています。 

 これはボクシングなどでもよく起こる事故だということは広く知られているんですけ

れども、柔道でも非常にこれが多く起こっているということです。 

 柔道人口が日本の３倍の６０万人もいるフランスでは、２００５年から２００９年の

５年間で青少年の死亡事故はゼロです。イギリスでも児童保護のための厳格なガイドラ

インを柔道連盟が作っているということです。 

 カナダでは１９９０年代後半に起きた死亡事故の教訓から、柔道連盟が脳しんとうの

手引き書を作成して、それ以降は死亡事例がないということです。 

 日本の柔道練習中に死亡したり障がいをもったりした青少年の親の会は事故防止のた

めに、指導資格制度の導入、それから柔道事故の防止マニュアルを作成せよ、３つ目に

児童を保護し守るためのガイドラインの策定を要求しています。 

 柔道の授業を安全に行うために、どのような安全対策を取ろうとしているのか、その

点について伺いたいと思います。 

 

●議長                            （１２時０５分） 

 三浦議員にお伝えします。 

 残り時間４分となっています。 

 教育長。 

 

●教育長 

 三浦議員の武道の必修化に向けての取り組みついてということでございます。 

 本町の中学校の武道の選択につきましては、今、ご指摘ありましたように、学校から

は、柔道を選択したという報告を頂いているところでございます。 
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 平成２４年度から１年生と２年生が必修となります。 

 必要な柔道着につきましては、今回の教育費予算の中に、予算を計上させて頂いてお

りまして、一括購入をし、生徒に貸与して参りたいというふうに考えております。 

 指導に当たる担当教員につきましては、新たな授業に向けて今、道教委で主催してお

ります講習会に参加するなど準備を進めているところでございます。 

 授業の場所につきましては、町の体育館の格技場を使用する予定でございます。 

 その際、送迎につきましては、スクールバスを活用する考えでおります。 

 次に、安全対策ということでございますが、指導員の配置、授業計画についてでござ

いますが、授業を行う時期につきましては、１月から２月の期間で、クラス単位で実施

をすると。それぞれ１０時間を予定しているという状況です。 

 指導にあたりましては、担当教員の外に、町内の柔道経験者、数名の方にですね、指

導員としてご協力頂けるように今、取り進めている状況でございます。 

 いずれに致しましても、安全対策についてですね、教員と指導員の複数体制による指

導、そして、受け身など基本技術習得の優先に努めて参りたいと。 

 いずれに致しましても、安全面に配慮しながら行なって参りたいというふうに考えて

おります。 

 ご指摘ありました海外のフランスの部分にも、私もインターネットで見たところによ

りますと、そういう状況があってですね、これ、先進地といっていいんだろうと思いま

すけれども、ほとんど死亡事故がないということですから、この辺の部分を十分国の方

においてですね、十分検討頂いて、そして、指導指針というか、そういう指導書的なも

のをですね、各学校に配布して頂きながらですね、安全対策にまた取り組んでみたいと

いうふうに思っております。 

 また、国の方にこの安全面についてはですね、教育委員会の方の団体がございますの

で、そちらの方を通じてですね、要請をしていきたいと、国の安全対策の確保につけて、

していきたいというふうに考えておりますので、ご理解を頂きたいと思います。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１２時０９分） 

 三浦議員。 

 

●３番 

 実は私は大学時代に柔道をやっていたので、なぜやっていたかというと、やっつける

ためではなくて、身を守るために覚えたいということで、やっていました。 

 それで、受身とかそういうことで、本当にいざという時に役に立つ力はつくと思うん

ですね。 

 ですから、勝つためだとか、その技がより高度な技がかけられるようになるというこ

とを目的にしないで、本当に自分の身を守るということを大事にする柔道の授業であっ

てほしいなというふうに思っております。 

 これで質問を終わります。 
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●議長                            （１２時１０分） 

 それでは昼食のため、１時１５分まで休憩と致します。 

 

（昼休憩）                            

                                       

（（（（５５５５．．．．２２２２番石川議員番石川議員番石川議員番石川議員のののの質問質問質問質問・・・・答弁答弁答弁答弁））））               （１３時１４分） 

 

●議長 

 休憩前に引き続き、総括質問を行います。 

 ２番石川議員。 

 

（２番 登壇） 

 

●２番 

 皆さん、第１回定例会ご出席お疲れさまです。 

 早速でございますが、町長が示された、平成２４年度町政執行方針について３点、総

括質問を致します。宜しくお願いします。 

 まず１つ目の質問は、町政執行方針５頁にある、２、住みよいまちづくりに向けて

（１）生活環境の整備の中の地域公共交通の整備について伺います。 

 ２月２４日、北海道新聞の朝刊に、今年４月から、函館市の陣川地区の町会で１日７

便、土日は３便のコミュニティバスを自力で運行するとの記事がございました。 

 このバスは、学校、行政機関、病院、商業地区を４０分で巡回するようです。 

 また、この記事には、石狩管内当別町のコミュニティバスの紹介もありました。 

 この様な取り組みは、交通弱者や買い物弱者を救済する有効な手段として、国内、道

内各地で計画、実行されており、その必要性については、私も昨年、第３回定例会にお

ける一般質問の中で、触れさせて頂いております。 

 奈井江町においても、執行方針にあるように、２４年度から町内全域を対象に“町民

の足の確保”について「生活交通ネットワーク計画」の調査、検討が着手されます。 

 そこで、国の「地域公共交通確保維持改善事業」の活用の説明と、奈井江町が進めよ

うとしている町内における新たな公共交通の構築に向けて「生活交通ネットワーク計

画」の策定の概要及び、今後の動向を伺います。 

 また、当然この事は、交通弱者や買い物弱者の皆さんを助ける為の事業でありますが、

町長のこの事業に対する思いも伺いたいと思います。 

 

●議長                            （１３時１６分） 

 町長。 

 

（町長 登壇） 



 - 91 - 

 

●町長 

 石川議員の質問にお答え致したいと思いますが、まずは、生活交通ネットワーク計画

の策定に着手する具体的な概要ということでございますが、町内の高齢化率もご存知の

とおり３５％を超えております。 

 昨年、６月より開催しております高齢者支援ネットワーク懇話会の中でも、「当面は、

まだ自分たちで出かけることができるが、近い将来、車の運転ができなくなったときの

ためにも、足の確保を検討してほしい」とのご意見が出されました。 

 新年度は、計画づくりの年と位置づけまして、国の補助制度を活用した「生活交通ネ

ットワーク計画」の策定を行って参ります。 

 町では現在、国道１２号沿線を走る中央バスや町営バス向ヶ丘線等の運行が行われて

おりますが、国の補助制度を活用するには、中央バスなど既存の幹線との連携が求めら

れておりますが、運行にあたっては、町の中心地域でありますＪＲ奈井江駅や中央バス

の停留所、病院、そして新年度より整備を行う、仮称でございますが、地域活性化ホー

ルへとアクセスするものでありまして、高齢者の通院や買い物対策など、新しい地域づ

くりの一環となるものでございます。 

 本年度の調査事業において、まずは町全体を計画エリアとして捉え、アンケートなど

のニーズ調査、既存路線の実態の把握等を行った上で、住民の代表、北海道運輸局や地

区バス協会など、交通関係者等にもご参加頂き、「公共交通会議」を開催し、町民はも

ちろんのことでございますが、専門家の皆さんと共に、我が町に合った計画策定を行っ

て参りたいと考えております。 

 翌、平成２５年度は、乗り合いバス運行開始の年と考えております。 

 まずは、４月５月に実証実験といいますか、運行を行って参りまして、その利用者数

等を捉え、路線・停留所等の見直しを行った上で「生活交通ネットワーク計画」を完成

させまして、これが補助要件に合致して採択されたとき、１０月からの本格運行を行っ

て参りたいと考えております。 

 なお、他市町との先進事例においても多額の経費を要する割に利用者が少なく、計画

の見直しを余儀なくされている事例もあることから、住民にどれだけご利用頂けるのか、

バスがいいのか、ワゴン車タイプがいいのかなど、車両の大きさを含めながらですね、

経営の視点も併せ持った計画を策定して参りたいと考えております。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１３時２０分） 

 石川議員。 

 

●２番 

 今の町長のご答弁、私も同感でございます。 

 それで私自身も若干調べた結果、経費が掛かる割にはあまり利用頻度が少ないという

ところも確認してございます。 
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 そういう中で、いかに低コストでそれから最大限の効果を上げれるかということが、

これから大きな課題となってくると思います。 

 この点についても、皆さんでしっかり町民の皆さんの意見も聞きながら、確実に進め

ていければと思いますので、よろしくお願い致します。 

 次に、町政執行方針１２頁の４、地場産業の振興に向けてと、１５頁の５、活力ある

まちづくりに向けてにまたがる２つ目の質問を致します。 

 内容は、農商工連携でございます。 

 今、道内では、様々な形で農商工連携が行われていることは、皆さん御周知の事と思

います。 

 奈井江町においても、農業者の皆さんは、すでに高い評価を受けられている米作りに

加えて、地場産品を活用して色々な特産品を開発して、地産地消を推進する努力をされ

ております。 

 また商工業者も、商工会に設置した「ふるさとライフ委員会」の中で、米粉を中心と

した商品開発を行い、一応の成果を上げながら、２４年度も継続する計画であります。 

 ちなみに、この取り組みには農業者でありながら商工会員の方や、福祉施設でありな

がら商工会員の方達も参加をしております。 

 この様に町内では、色々な方たちが地場産品の開発に取り組んでおります。 

 私は以前、農商工連携協議会に関する事について質問を致しました。 

 その時、今では一昨年になりますが、奈井江町役場、ＪＡ新すながわ、奈井江町商工

会が、北海道をはじめとする道内５つの機関、「経済連合会、農協中央会、経済産業局、

農政事務所」が事務局を務める「食クラスター連携協議体」に、参画者として登録をし

ている事を申し上げました。 

 私は農商工の連携は、単に農業と商工業だけに留まらず福祉や教育にも大きな影響を

もたらす事であり、その様な連携でなければ本来のまちづくりには寄与しないと考えて

おります。 

 地場産業の振興と活力あるまちづくりに向けて、奈井江町に農商工連携協議会を立ち

上げるお考えはありますか。 

 ご答弁頂きたいと思います。   

 

●議長                            （１３時２３分） 

 町長。 

 

●町長 

 ２つ目の質問でございますが、地場産業の振興、活力あるまちづくりに向けてという

ことでございますけども、奈井江町の状況としては、農業・商業ともに高齢化や後継者

問題等を抱えながら、商店街では年々空き店舗が増え、空洞化している中で、商工会で

は「ふるさとライフ委員会」を立ち上げ、様々な活性化に向けた検討を行っているとこ

ろでございます。 

 農業では、道産米のブランド品種ゆめぴりかの生産が、３年連続して好成績を収めた
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ことは、農業者の高い生産技術と努力の賜物だと思います。 

 奈井江町がブランド米産地としての位置づけを支援していくことで、地域全体で農業

に活力を与えて行くことにも繋がるものと思います。 

 工業では、リーマンショックが引き金となり、世界的な不況になり、昨年の東日本大

震災の影響や急速な円高の中でも、町内企業におかれましては、厳しい期間を従業員と

共にコスト削減に努め、企業努力による回復の兆しも感じられております。 

 このように、それぞれ違う業種ではありますが、それぞれが持つ特色は違うものの、

共通する経営理念を持ったトップ集団であると考えます。 

 商工会の会員には工業も入っておりまして、農協とも連携することによって、例えば、

空き店舗対策や農産物の販売など、違った見方や考えで、奈井江町に活力を与え「まち

づくり」を協同で行うことになるものと考えるものであります。 

 今回計画する、地域活性化ホールを拠点として、町が活性化していくことができたら

と考えております。 

 この連携の中心を担うのは、町ではなく、昨年度も特産品開発等を手がけ、更に一歩

踏み出して、実践活動も行っています経済団体の中心である商工会が担って頂くことも

最もふさわしいものだと思います。 

 今、質問の中で、農商工連携はもちろんでございますが、教育と福祉と、これらもで

すね、連携していく委員会等を立ち上げながら、どういうふうに今後進めていくかとい

うことも含めてですね、多面的な、いわゆるまちづくりといいますか、こういったこと

も、一つに繋げていったらどうだろう、その委員会を立ち上げたらというご質問がござ

いました。 

 そのことも含めてですね、十分今後とも考えていきたいと、協議を重ねながらですね、

今もネットワークシステムもございますから、こういったことも含めながら、どういう

方向にしていくことが今後の方向付けになるかということも含めて十分検討していきた

いとこういうふうに考えておりますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

 いずれに致しましても、主体は、あくまでも農商工をはじめと致しまして、町民の皆

さん方でございますから、側面的に町がどんなことができるかという視点の中で、我々

としては取り組んで参りたいとこういうふうに考えておりますので、ご理解のほどをお

願い申し上げる次第でございます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１３時２６分） 

 石川議員。 

 

●２番 

 今、町長がおっしゃったように、やはり、農業と商工業の連携を、福祉や教育に波及

させることは、今後の課題として非常に大切なことだと思います。 

 どうしてもその中では、私は連携協議会が必要と思います。 

 今のお言葉の中にもありましたように、検討して頂きたいということを強く切望致し
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ます。 

 その中で、奈井江町と教育委員会が、社会福祉協議会や農協、商工会と連携する事が

大切であり、それでこそ本来のまちづくりが行なわれるのではないかと思っております。 

 まちづくりを、いわばオール奈井江で行う良い方法は、この連携協議会があるという

ことを強く考えております。 

 よろしくお願い致します。 

 それでは最後の質問として、１５頁（仮称）地域活性化ホールの建設について、質問

を致します。 

 私は、私自身、町議会議員に就任後、初めての議会である昨年の６月に開かれた第２

回定例会における一般質問の冒頭に４年間の任期中に、３つのコミュニティ、１つは奈

井江町の世代間、地域間、２つは農商工の業界間、３つは町民と行政と議会との間の活

性化を進める事に取り組むと申し上げました。 

 また、今までの一般質問の全てが、この３つのコミュニティの活性化に係る事でござ

います。 

 私は、この３つ事を実践する為に、この度、提案された（仮称）地域活性化ホールに

大きな期待をしております。 

 町政執行方針にも、買い物や地域公共交通などの生活支援、地域コミュニティの醸成、

農商工の連携による町の活性化や多世代交流の拠点となる施設と示されております。 

 奈井江町においては、大きな予算の計上による公共事業であり、町長におかれまして

も、この事を決断するには大きな責任の基に、熟慮を重ねられた事と思います。 

 ３つ目の質問として、すでに町内様々な処で、また色々な形で、ご説明されたと思い

ますが、あらためて、町長の奈井江町民に対する思いを、（仮称）活性化ホールが決断

に至った経緯を含めて伺いたいと思います。 

 また、その事を含めて、奈井江町の今後のまちづくりへの思いを伺いたいと思います。 

 

●議長                            （１３時２９分） 

 町長。 

 

●町長 

 地域活性化ホールの仮称でございますが、建設に向けて町長のまちづくりに対する思

いをということでございます。 

 近隣市町と同様に、町の商店街は、購買圏域の拡大により地元での消費購買力が低下

するなどで、空き店舗が増えまして、市街地の空洞化を招いております。 

 商工会では、「ふるさとライフ委員会」先ほど申し上げましたように、立ち上げ、地

域活性化に向けて様々なことを検討して頂いて、シャッターアートやイルミネーション

事業等を行っております。 

 しかし、先月の２０日には、町内の食料品スーパーが閉店致しまして、一部の地域か

らは買い物が不便になり、これからどうなるのかといった危惧する話しも伺っておりま

す。 
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 昨年、高齢者支援ネットワーク懇話会を立ち上げ、様々な議論を頂いておりますが、

地域の高齢者が「孤独感を感じている」、「体が弱り、買物にも苦労している」などの

意見が出されました。 

 また、葬儀に際しては、町内には、お寺や地区会館はあるものの、葬儀の７５％以上

が、町外で行われており、町内のバリアフリー化された施設で、参列したいという要望

も強く意見として聞いております。 

 これらを総合的に判断して、今回、地域活性化ホールの建設を進めることと致しまし

た。 

 このような中で、文化交流の拠点である文化ホールや交通網の拠点である駅周辺を一

体として、町の中心ともいえるこの地域に、地域コミュニティの拠点施設として、活性

化ホールを立ち上げ、Ａコープ店や駅前商店街で買い物ができる、交流もできる施設を

作り上げることが、これからの地域づくりに必要と考えております。 

 このホールの建設に向けた理念と致しましては、少子高齢化が進む中におきまして、

町内においても地域のつながりが希薄になり、空洞化を起こして、高齢者はもちろんの

こと、若い人達も含めた交流の拠点が必要ということ、駅前商店街やＡコープ店と一体

となった生活支援の拠点を構築し、高齢者が自ら買い物等で外に出て、町民相互が交流

できる環境を作ること、農業や商業、工業、それぞれが持つ特色や力を結集して、農・

商・工が連携した施設づくりに努めるといった点にあります。 

 また、このホールにおきましては、市街地域におけるバリアフリー化した施設として、

防災対策上の避難場所としての役割も果たせるよう、今後検討して参りたいと考えてお

ります。 

 施設の運営、地域の活性化については、農協、商工会との三者で、しっかりと議論を

進めて参りたいと考えております。 

 今ほど申し上げたとおり、この施設は、町民の交流や高齢者の「自立に向けた頑張

り」を支援する施設であり、更には、コミュニティの醸成、買物や地域交通対策、健康

づくりなど、様々な今日的課題の解決に向けた施策をつなぎ合わせながら、奈井江町の

新たな地域づくりを目指す拠点施設でもあります。 

 今後も、町民の皆様のご協力を頂きながら、より良い施設として参りたいと考えてお

りますので、ご理解を賜りたいと思う次第でございます。 

 以上、私からの答弁とさせて頂きます。 

 

●議長                            （１３時３３分） 

 石川議員。 

 

●２番 

 熱心なご答弁ありがとうございます。 

 今、町長もおっしゃったように、私もやっぱり町民の皆さんの支援、それから交流の

場となるように多目的な中であっても、今度、新しくできる（仮称）活性化ホールが有

意義に使えればということは、本当に大きな期待とそれから不安も入り混じった楽しみ
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を持っております。 

 是非、先ほど申し上げましたがオール奈井江で、まちづくりをするための拠点として、

活用できればと思っております。 

 これで私の質問を終わります。 

 どうもありがとうございます。 

                               （１３時３４分） 

                                       

（（（（６６６６．．．．４４４４番大矢議員番大矢議員番大矢議員番大矢議員のののの質問質問質問質問・・・・答弁答弁答弁答弁））））               （１３時３４分） 

 

●議長 

 続きまして、４番大矢議員。 

 

（４番 登壇） 

 

●４番 

 ４番の大矢でございます。 

 通告に従い、町長に大綱２点、教育長に大綱１点質問させて頂きます。 

 最初に、町政執行方針４頁の「小学校の学習環境の充実」ついてお伺いを致します。 

 小学校の統合にむけて準備が進められており、その一環として平成２４年２５年度で

大規模改修を計画しています。 

 教育環境の充実に向け、取り組まれることは大変喜ばしいことだと思います。 

 古い施設であり教育現場の要望に応えるには、大変なご苦労があることと思いますが、

最善の努力をお願い致したいと思います。 

 さて、統合に向けては、周辺対策も必要と考え、通学路整備と交通安全対策について

質問させて頂きます。 

 今後、道路ごとの通学児童数を調査し、又、通学路の危険ポイントを掌握し対策をと

られることと思いますが、生徒の居住状況を考えますと、西１線がメイン通学路になる

のではないかと思います。 

 それで西１線についてお伺いを致したいと思います。 

 １つ目は、西１線は、車道については改修されましたが、歩道は改修されておらず、

かなり老朽化が進んでいますが、歩道改修整備についてどのように考えているのかお伺

いします。 

 ２点目は、西１線と道々の交差点が交通量を考えますと１番の危険ポイントになるの

ではないかと思われます。 

 信号、歩道等は整備されていますけれども、それ以外に何か安全対策を考えているの

か伺います。 

 ３点目については、除雪について質問させて頂きます。 

 今年は大変雪が多く特別なわけでありますけれども、西１線の道道から１６号間は、

例年でも除雪状態が余りよくなく、道路わきに大変高く雪が堆積されており、歩行者が
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見えない状態であり、背の低い小学校の低学年の生徒が通るには、大変危険な状態です。 

 除雪対策は考えているのかお伺いします。 

 ４点目と致しまして、統合や西１線だけの問題ではありませんけれども、今まで自転

車の歩道走行を認めてきたところでありますけれども、今は車道走行をしなければなら

ないということになっています。 

 雨水枡等、舗装の段差等これらの解消など、車道走行に対応した道路整備と、児童生

徒、保護者に対する安全教育が必要と思いますが、どのように考えているのか伺います。 

 以上４点について答弁をお願いします。 

 

●議長                            （１３時３７分） 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 大矢議員の質問にお答えして参りたいと思いますが、まずは小学校統合後の通学路整

備と交通安全西１線の歩道１０号から１６号までということでございますが、平成２５

年度から小学校が統合され、江南小学校の児童が、奈井江小学校に通学して頂くところ

でありますが、これまでと同様、スクールバスの運行を行いますが、それ以外の児童に

つきましては、徒歩や夏場は自転車通学になるものと思われます。 

 また、通学経路も、議員からお話ありますように、現在の中学生と同様に、西１線で

すと、５条通りや国道を経由され、それぞれ通学されることとなりますが、交通安全対

策は従前と同様に細心の注意を払いながら、児童生徒の皆さんに家庭を中心に学校でも

安全教育を推進して頂くことが大切であると考えております。 

 歩道の改修計画でありますが、この西１線１５号から１６号間でありますが、東側歩

道は平成１３年度に改修しておりますが、西側歩道につきましては、舗装面の損傷等が

見られる場合は、維持管理の中で対応していく考えであります。 

 また、今年のように雪が多い年は、車道と歩道の間の雪が壁のようになりまして、

「低学年児童の背丈以上の場所もあったり」、「交通量の多い、道道との交差点」が危

険であるとのご指摘かと思いますが、排雪の対応もありますが、交通安全指導員の皆さ

ん方も積極的に交通安全運動を展開して頂くなど、街頭啓発も多くの町民の皆さんにご

協力頂いております。 

 皆さんで子どもたちの安全確保に協力して頂ければと思います。 

 自転車の車道走行に対応した道路整備についてでありますが、自転車については、平

成２０年６月１日の道路交通法等の改正施行に伴いまして、幼児や児童、７０歳以上の

高齢者、安全に車道を自転車で通行することができない障がいを持つ方などの場合には、

自転車で歩道を通行することが認められております。 

 市街地の主要な歩道では、概ね自転車と歩行者とが安全に通行できる幅員が確保され

ていると考えていることから、小学校への通学で自転車を利用される児童につきまして
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は、交通安全の観点から歩道を走行できるとお聞きしております。 

 中学生以上は、法律上、車道での自転車通行となりますが、市街地にある主要な道の

車道については、自転車の走行に支障がないと考えられる路側帯の幅員が確保されてい

ると考えています。 

 今後、維持補修の中で、不具合等があれば修繕して参りたいと考えております。 

 歩行者、自転車の運転者、自動車の運転者、皆さんそれぞれが交通安全の意識を常に

持って、道路を通行するという意識が重要であると考えますので、ご理解とご協力をお

願い申し上げます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１３時４１分） 

 大矢議員。 

 

●４番 

 ありがとうございます。 

 今ほどの話で歩道については維持管理の中でやられていくということでございますの

で、出来るだけよろしくお願いをしたいと思います。 

 ただ、今ほど東側整備されましたという話なんですけれども、今も見て頂いたように、

冬場は東側しか開いていないんですね。 

 ですから、夏場は両方あるけれども、ある意味、小さい低学年が、こっちを使う、あ

っちを使う、１５号ですか、道道の時に、２回、横断歩道を渡らなきゃならないという

ことになりますから、その辺も含めてやっぱり安全教育きちっと作って頂きたいと思い

ます。 

 それから、自転車の話なんですけども、今ほど言われましたように７０歳以上の方と

低学年の方は歩道を走行できるということなんですけれども、そのへんもまだ私自身も

そういうことがきちっと分かってなかったということで、一般の町民の方はどこを走っ

ていいんだろうとよく分かってないと思うんですね。 

 まして、小学校はいいですよ、中学校はだめですよとなると混乱をしますので、その

辺も含めてまたよろしくお願いをしたいと思います。 

 続きまして、２点目の方に移らさせて頂きたいと思います。 

 ２点目は、１３頁にあります「エゾシカ対策」についてでございます。 

 笹木議員から質問がありましたので、その部分は飛ばさせて質問させて頂きます。 

 １点目は、年々鹿は増えており、私の家の前でも今までは２、３頭という出没だった

んですけれども、昨年の春には６頭前後が出没するという、かなり多くなっているとい

うことで、そういう話もしましたら、白山では１０頭以上の群れが出てきますよという

話をされていました。 

 本当に、増えたなというのが実感しています。 

 昨年の麦刈りのシーズンですか、私の近場でも麦あるんですけれども、コンバインが

麦刈って、その後に子連れの鹿が昼間出没しているという状況でございますから、すっ
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かり人間や機械にも慣れてしまって、悠然とえさを食べていました。 

 国や道の支援を受けるため２３年度より砂川市と連携して鳥獣被害防止協議会を設置

して対応しているということでございますけれども、この対策を利用して、私の地区で

も電気柵を導入致しました。 

 本来、電気柵というのは圃場を囲む格好でやるんですけれども、私の地域というのは

山に面しているものですから、できるだけ広い面積でカバーしたいということで、圃場

を囲む形ではなく、高速道路に並んで１６号から２０号までを封鎖したという格好で対

応しました。 

 おかげをもちまして、山手からの侵入は防ぐことはできたので、大分被害が少なくな

ったんですけれども、囲ってないから横の方から入ってくるという状況になっています。 

 そんな格好で、被害は減っているんですけれども、やっぱりまだまだ防ぎきってない

っていう状況なんですけれども、２３年度２４年度の事業につきましては先ほど答弁あ

りましたので省略しますけども、２４年度事業の中で、電気柵については新規の事業し

か認められないという話を聞いているんですね。 

 そうなると私の地区のように囲ってない所というのは、１回実施した地区という格好

になるものですから、新規の対象にならないということで、本来であれば、私らもその

上の部分と繋いで次年度で囲いたいんだという計画だったんですけれども、それがなに

か認められないような方向で進んでいるということでございますので、是非ともこうい

う継続事業についても適用となるよう、よろしく言って頂きたいなと思います。 

 それから、北海道「エゾシカ保護管理計画（第４期）」が平成２４年の４月１日から

２９年に向けて施行されると思うんですけれども、それらについて、道では意見要望の

聞き取り期間というのはあったかと思うんですけれども、奈井江町としてそういう要望

をあげているのかどうか、お聞きしたいと思います。 

 それから２点目ですけれども、電気柵は、被害防止の効果はありますけれども、道路

や川などがあり完全に封鎖することはできません。 

 頭数を減らさなければ解決は難しく、北海道は１年に自然増で２割に当たる１３万頭

が増えると予測しています。 

 適正頭数にするためには、１５万頭の駆除が必要であるとして、様々な対策を講じて

いますが、２２年度では１１万頭の駆除にとどまり、減少するには至っていないという

状況だと思います。 

 ２３年度も達成は厳しい状況にあるかと思います。 

 １５万頭の駆除に向け、栗山町など各市町村でも対応されてきています。 

 奈井江町でも駆除頭数を定めて対策を講じる時期ではないかと考えますけれども、町

長の考えをお伺いしたいと思います。 

 以上、２点についてよろしくお願いします。 

 

●議長                            （１３時５３分） 

 暫時休憩致します。 
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（休憩） 

 

●議長                            

 会議を再開致します。 

 町長。 

 

●町長 

 大矢議員の２つ目の質問にお答え申し上げたいと思いますが、エゾシカ被害防止に向

けた取り組みについてということの中でですね、鳥獣被害防止協議会での２３年度事業

内容と２４年度の計画、それから今ひとつは被害防止のための駆除について奈井江町で

も目標を定めて対策を講ずる必要があるんではないかと、どういう考えかということで、

先ほどの笹木議員の質問にお答えしたところは省きたいと思います。 

 よろしくお願い申し上げます。 

 平成２４年度については、引き続き、捕獲講習会等の実施、電気牧柵約２３ｋｍでご

ざいますが、奈井江町内は約２．３ｋｍの設置を予定しているほか、町内のわな免許取

得者等によりまして、奈井江町有害鳥獣被害対策実施隊を組織致しまして、わなの設置

や見回り等を強化致しまして、駆除頭数の増加に努めて参りたいと考えております。 

 北海道内のエゾシカ生息数については６５万頭とも言われておりまして、農業被害額

については５０億円、交通事故件数は１，５００件を超えるなど、増えすぎた個体数の

調整が緊急の課題となっております。 

 奈井江町においても目標を定めて対策を講じてはとのご質問でございますが、駆除頭

数の具体的な目標を持つためには、町内での生息数、適正頭数などを把握しなければな

りませんが、エゾシカの行動範囲の広さなどから、生息数を把握する事は困難であり、

具体的な数値目標を設定することは難しいと考えております。 

 しかし、農業被害等防止のため個体数調整の必要性はあることから、猟友会による有

害鳥獣駆除とくくりわなによる捕獲頭数の増加を目指すとともに、北海道等関係機関と

も連携しながら、効果の高い捕獲方法に関する情報収集等を行うなど、被害防止対策に

努めて参りたいと考えているところでございます。 

 そして、先ほどの質問の中にございましたように、エゾシカの保護管理計画、いわゆ

る推進にあたっては様々な取り組みもされております。 

 道の公聴会が行われた。 

 このことについてでございますが、町と致しましても、もちろんこれを把握しながら

ですね、今、書類、膨大な書類もらいましたが、いっぺんに読むわけにいきませんが、

いずれにしましても、今後取り組みを前向きにしていくということを一つご理解頂きた

いと。道とも連携しながら、こういう考え持っておりますので、よろしくお願いします。 

 それから今ひとつ、先ほど質問の中にありましたようにですね、要するに既存の施設

についてはですね、認めるが、新しいといいますか、既存の中でも欠陥があったと、要

するに山側からですね、シカが来るのを防げることができる、横から来るのには弱いと

いうお話がございました。 
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 こういったことも含めてですね、継続するものはしていかなければいけない。そして

防止に努めなければいけないと、こういうふうに思っておりますから、こういったこと

も含めてですね、検討し、また、道に申し入れるところは申し出てですね、直すところ

は修正するところは修正して、できるだけ完全なものにして、被害のないような環境を

つくっていこうと、こういうふうに思っておりますので、ご理解のほどをお願い申し上

げる。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１３時５６分） 

 大矢議員。 

 

●４番 

 積極的に取り組んで頂けるということですし、私どもの要望につきましても、道にお

願いをしていって頂けるということでよろしくお願いしたいなと思うんですけれども、

今ほど、頭数を決めて駆除するのはなかなか難しいという話だったんですけれども、シ

カは１００キロ以上動くそうですから、なかなか、ここだけの問題でないんですけども、

道のあれでは空知というくくりだったか、ちょっと定かでないんですけれども、道央圏

というくくりでの管理計画が多分、道で出ていると思うんですね。 

 それに則って奈井江も昨年、先ほどの話でいきますと、くくりわなで４頭ですか、猟

友会３６頭ということですから、４０頭ということなんで、それの倍倍といわなくても

ね、せめて１．５倍ぐらいの目標をもつんだよということがあってもいいんではないか

と、私は思うんですけれども、そのへん、もう一度町長答弁お願いします。 

 

●議長                            （１３時５７分） 

 町長。 

 

●町長 

 ６５万頭の北海道内ですね、私も審議委員になっているものですから、このことを質

問したこと、適正頭数は何頭だと、こういう話を致しました。 

 ８万頭だと。 

 したがいましてですね、もう本当に、いえばですね、多くて多くてどうにもならない

と。これは駆除しなければいけないということは、道の方針として傾いているようでご

ざいます。 

 空知管内においてもですね、当然のことながら、計画を立てて、奈井江町においても

今、お話ございました目標をきちっとクリアできるような立場も含めてですね、目標を

立ててということでございますから、十分内部で検討して参って、で、目標を立てなが

らですね、やるということも一つの指針だと思いますので、ご理解を頂きたいと思いま

す。 

 よろしくお願いします。 
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●議長                            （１３時５９分） 

 大矢議員。 

 

●４番 

 よろしくお願いしたいなと思います。 

 猟友会を通じて、ほとんどが猟友会で捕獲しているんですけども、なかなか猟友会と

いわれても、弾一発撃てばなんぼ、お金が掛かるわけですし、それまで行く車もかかり

ますし、話聞きますと肉や何かも頭撃ったやつは、買い取って加工もできるけど、体撃

ったのは、鉛とか鉄が入ってはいけないんで、使えないというのもありますし、ローソ

ンなんかの肉は、飼育したものでないと使わない契約なそうですから、なかなかそうい

う意味では食に結びつけるのは難しいということで、猟友会だけに頼みという格好には

ならないのだろうと思います。 

 やはり地域である程度助成したりなんかして、強力に推し進めなければ、難しいのか

なと思いますので、その辺も含めて色々ご協議対応をよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、教育行政執行方針につきまして教育長にお伺いします。 

 今、世界経済は大変厳しい状況にあり、加えて、急激な円高、福島原発事故を含む東

日本大震災、タイの洪水などにより日本企業の経営は大変厳しい状況になっており、大

幅な人員削減や、新規採用の大幅削減、大規模合併などの企業再編など経営の大幅な見

直しが進められています。 

 一方、非正規社員のあり方や、最低賃金の引き上げなどの労働環境の改善は進んでい

ません。 

 若者が安心して暮らすには大変厳しい環境にあります。 

 この厳しい環境で、たくましく生活できる若者を育てる責任は、親や教師だけでなく、

地域や行政も共に背負っていかなければならないと思います。 

 そこで私は一番問題なのは学力だとやはり思います。 

 そんな学力を私どもが知る機会というのは大変少ないわけで、全国学力学習状況調査

の結果を聞きますと、北海道の成績は依然として低迷しており、改善は進んでいるよう

に見受けられません。 

 奈井江町においても、ほぼ似たような状況にあることは誠に残念です。 

 急に改善できることではありませんし、地道な努力が必要なことは分かりますが、小

中学校の時期は吸収力も大きく、学力だけでなく、あらゆる面で、その後の生活に大き

く影響しますので、改善向上されることを期待するものであります。 

 そこで質問ですけれども、今回、北海道は、学力向上に向けて平成２２年度より「ま

なび環境づくりプロジェクト事業」を実施しています。 

 今回の執行方針の中で、この活用を取り上げていますが、北海道「まなび環境づくり

プロジェクト事業」の内容と奈井江町で活用する事業について伺います。 

 

●議長                            （１４時０２分） 
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 教育長。 

 

（教育長 登壇） 

 

●教育長 

 大矢議員の「まなび環境プロジェクト事業」についてのご質問でございますけれども、

これについて、答弁をさせて頂きたいと思います。 

 本事業は、基礎的・基本的な内容の確実な定着や学習習慣の確立など、本道の子ども

たちの学力向上に向け、学校、家庭、地域が一体となった子どもの「まなび」の環境づ

くりを推進するため、平成２２年度から実施している北海道教育委員会の事業でござい

ます。 

 今、ご指摘のとおりでございます。 

 この事業につきましては、４つのプロジェクトで構成されておりまして、１つは、学

力の向上に向けた諸施策等の改善充実を図る「まなび」ベーシック形成事業、２つ目は、

基礎的・基本的な内容の確実な定着を図るための問題の作成や活用に関する調査研究を

する「まなび」チャレンジ事業、３つ目は、教育委員会や学校の学力向上に向けた取り

組みへの支援を行なう「まなび」サポート事業、４つ目は、教師の指導力や家庭、地域

の教育力の向上を図る「まなび」セミナー事業があります。 

 当町におきましては、４つのうちの「まなび」チャレンジ事業を取り組んで参りたい

というふうに考えております。 

 これは、小学校３年生から６年生、そして中学校の全学年を対象に、国語の漢字や算

数・数学の計算などを範囲とした「ベーシック問題」と、様々な領域の内容を範囲とし

た「チャレンジ問題」を、放課後等における補充的な学習や家庭学習の課題として取り

組み、基礎・基本学習の定着の状況を把握しながら、着実な学力を身に付けさせること

が期待できる事業であるというふうに考えております。 

 要は道教委から提供して頂いた教材を活用し、一年間を通じて行うことにより、学習

習慣の育成、学習課題を見つけ、繰り返し学習することで、基礎・基本の学力の定着を

図って参りたいというふうに考えておりますのでご理解を頂きたいと思います。 

 

●議長                            （１４時０４分） 

 大矢議員。 

 

●４番 

 奈井江町ではまなびチャレンジ事業、チャレンジテストを利用したいということなん

ですけれども、これは昨年２３年度も奈井江町で取り組んでると思うんですね。 

 今回、なぜこれだけ、執行方針の中で取り上げたのか、ちょっと疑問なんですね。 

 せっかく道で４つの事業やっているのにね、他の事業は取り組んでいないというのも

残念なんですけど、その辺もう一度答弁お願いします。 
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●議長                            （１４時０５分） 

 教育長。 

 

●教育長 

 この２３年度の取り組みにつきましては、小学校においては秋のチャレンジテストか

ら実施をさせて頂きました。 

 それで、中学校につきましては２２年度から取り組んでおりますけれども、小学校が

今年度の秋からということでございまして、更にこれを推進しようということで、春秋

通じてですね、学校の取り組みとして、きちっと位置づけた中で取り組んで参りたいと

いうことで方向性を出させて頂いたと、教育委員会としての方向性を出させて頂いたと

いうことで、ご理解を頂きたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

 

●議長                            （１４時０６分） 

 大矢議員。 

 

●４番 

 １年を通じて、もっとがっちりと構えてやるということですので、理解をするところ

でございますけれども、まなび環境づくりということで、教師それから教育委員会もそ

うですし、親との関わりも含めて環境を全体で作るんだという取り組みだと思うんです

ね。 

 それで、この中に、親塾の実施だとか、色々そういう親の教育、そういう環境づくり

に対する事業があるわけですからね、奈井江はいつも、そういう環境づくりが大事だよ

ということですので、そういう方にももうちょっと力を入れてもらいたいと思います。 

 これは要望として、以上で質問を終わらせて頂きます。 

 

●議長                            （１４時０７分） 

 以上で、大矢議員の質問を終わります。 

 ここで暫時休憩と致します。 

 再開は２時１５分と致します。 

 

（休憩）                            

                                       

（（（（７７７７．．．．５５５５番森岡議員番森岡議員番森岡議員番森岡議員のののの質問質問質問質問・・・・答弁答弁答弁答弁））））               （１４時１５分） 

 

●議長 

 それでは、休憩前に引き続き、総括質問を行います。 

 ５番森岡議員。 
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（５番 登壇） 

 

●５番 

 それでは、通告に従いまして昨日提案のございました町政執行方針に対し大綱２件、

総括質問として町長に質問をさせて頂きます。 

 １つ目の質問は、「地域公共交通の整備」についての概要ということで、先ほど石川

議員の質問と重なる部分でありますけれども、私の意見と思いを込めて、質問させて頂

きたいと思います。 

 １つ目の質問は、地域公共交通の整備についてであります。 

 執行方針でも述べられておりますように、人口の高齢化が進んでいくであろう現状に

おきまして、生活交通をどう確保していくのかという事は我が町においても本当に重要

な課題の一つだと思います。 

 日々の買物や病院への通院、更には公共施設の利用等、公共交通を通して人と触れ合

うということも非常に大切な事と思われますし、またそのことが地域経済の振興や病院

の経営にとっても町民が気軽に安心して利用できる、公共交通、これ私のイメージでは

コミュニティバスと、コミュニティワゴンということになるかもしれませんけれども、

そう思っておりますが、これからの地域にとって本当に必要不可欠であります。 

 思い返しますと、確か、前任期中だと思いますけど、先輩の太田議員がこのコミュニ

ティバスの必要性を一般質問でされていたということを今、思い出しまして、今回の事

業化にあっては、喜んでいるんではないかと思います。 

 そこで、今年度、国において昨年見直しが行われ、地域公共交通確保維持改善事業を

活用し、町内における新たな公共交通の構築に向けて、「生活交通ネットワーク計画」

の策定に着手されるとの事でありますけれども、具体的概要については、先ほどの答弁

の中で理解をさせて頂きたいと思います。 

 私はさっき町長が答弁された活性化ホールの時にも言っておりましたように、本当に

人と触れ合うことも重要なこのバスの役割でないのかなと思っておりますし、今、申し

上げましたように、病院の経営にも繋がってくるし、本当に町の商店、言われたように、

シャッター街や空き店舗も多いんですけれども、人が来てくれる、高齢者が出て来てく

れる、こんな嬉しいことはないと思っておりますし、商店街の活性化にも繋がるもので

はないかと思っております。 

 それで、言われたように、高齢者自身で、家から出て買い物等、公共施設の利用を含

めて外に出てもらうという環境づくりが大切ということを思えば本当にこの事業は是非、

しっかりと取り組んで頂きたいなと思っておりますけれども、全員協議会の議案説明の

中でですね、実施、もし、今年は計画策定の準備にかかるということで、実施にあたっ

ては、先ほど石川議員も言ってましたけれども、本当の最小限の経費でできるようにす

ることがいいんじゃないかという話があったんですけれども、説明の時には、数千万か

かってくるんじゃないかなという、これは議案説明の時にありましたけれども、この事

業後に関しては、国の支援体制というのはどのような状況になっているのかということ

に対して、まず、お伺いを致します。 
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●議長                            （１４時１９分） 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 森岡議員の質問にお答えして参りたいと思いますが、地域公共交通の整備について、

生活交通ネットワーク計画の策定に着手するが具体的内容という、内容については先ほ

ど説明したのでよろしいということでございますから、その必要性を非常に感じている

という強い話もございました。 

 全くそのとおりでございまして、先ほども、私申し上げましたとおり、高齢化率が高

まってくる、そういった中で、どうお年寄りに生きがいを作っていくか、自立支援をし

ていくかということがなりよりも今大切なことでないかと、こんな思いをしているとこ

ろでございまして、特に買物だとか、買い物をする自体もですね、自立支援の大変大き

な役割を果たしている、とこういうふうに思います。 

 人との触れ合いということが大切だということ、全く私も同意見でございまして、そ

して、今回の、交通いわゆる生活交通ネットワーク計画でございますが、これらについ

ては調査費についても、１００％国が補助して頂きます。 

 従いまして、これらについては、これを実行していこう、ただ、非常に希望が多いと

思いますから、どこまで制限されるかと、財政上の措置がですね、必ずしも、伴うとい

うことないかと思いますが、いずれに致しましても、この必要性というのを私も強く感

じているところでございます。 

 これらの実行にあたっていきたいと思います。 

 それからソフト事業ということでですね、過疎債を、これらに適用したい。 

 それから、今ひとつはやはりある程度、負担して頂こう。料金収入ということもこれ

また大切でございますから、こういったことも含めながら、総合的に考えていきたいと、

こういうふうに考えておりますので、ご理解を頂きたいと思うところでございます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１４時２１分） 

 森岡議員。 

 

●５番 

 只今の答弁で理解させて頂きます。 

 ただ、これ高齢化は本当に町長言うように奈井江も３５、超えてくるような状況です

けど、もう日本全国、本当に過疎地域といわれている所はほとんどもっと進んでいる所

も多いでしょうから、国の政策としても、本当にこの事業は推進して頂きたいなという

立場でございますので、色々な立場でまた町長のご尽力を期待したいと思います。 
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 それで、先ほど石川議員も触れてましたけど、私もコミュニティバスということで、

道内でどんな所があるのかなと思ってちょっと調べた時に、ちょっと目に留まったのが、

当別なんですよね。 

 それで、なんで当別かといったら、実はこれ、使っている燃料が家庭から出る使用済

みのてんぷら油を使用して、バイオディーゼル燃料して、燃料費４割削減を実現したと

いうことで、町民もですね、このバスの運行にこの油を出すことで、参加しているんだ

という思いが非常に強いということで、本当、バスを通して人と人とのコミュニケーシ

ョンも取れて、非常に今、着目をされているという形でインターネットなんですけど、

出てました。 

 それで、今、町長も言ってましたけど、当然、負担の部分も含めてなんですけれども、

これは、まちづくりの指針と申しますか原点で何年か前から自助、公助、共助というこ

とで言われておりまして、その中で、高齢化社会なんだから、行政がやるのが当たり前

だということではなくて、町民にも何かの形でですね、このバス、コミュニティ、町民

のバスなんだよというような形で自分たちの足なんだと、自分たちの足を確保するんだ

ということで、何か町民にも参加を頂くというか、実際に共同でやって頂くような計画

作りを是非して頂きたいと思いますけれども、その点について、町長の思いをお願いし

ます。 

 

●議長                            （１４時２４分） 

 町長。 

 

●町長 

 今、提案等含めて意見がありましたが、私ども、やはり地域住民が高齢者も当然でご

ざいますが、参加している、この意識がなによりも大切でございます。 

 そして、それが自助意識になり、公助になり、共助になるということも含めてですね、

総合的にやっぱり考えていきたいとこういうふうに考えておりますので、自己負担も若

干伴うかもしれませんが、含めてですね、考えていきたいと、こういうふうに思ってお

りますので、よろしくご理解の程をお願い申し上げます。 

 

●議長                            （１４時２５分） 

 森岡議員。 

 

●５番 

 そのようにお願いしたいと思います。 

 それでは、次の質問なんですけれども、（仮称）地域活性化ホールについてというこ

とで、この質問についても、前段、石川議員の方からございまして、町長のこの事業に

関する思いや目的、本当に気持ちは共通でございまして、理解させて頂いております。 

 で、ちょっと聞きづらい部分もあるんですけれども、ちょっと具体的な内容について

質問させて頂きたいと思います。 



 - 108 - 

 地域活性化ホールにつきましては、昨年の９月第３回定例会におきまして、基本計画

の策定費が予算化をされまして、その時、私質問させて頂いたんですけど、当初は１２

月中旬には、基本構想、基本計画が出来上がる予定ということでございましたけれども、

数回に渡る、代表者会議や三者連絡調整会議、また、役場の中の課長の皆さんは１０回

に及ぶ会合をされたということも説明を受けておりますし、先ほど答弁にあったように、

いくつかの団体や町民委員会での意見交換、さらには４００件を超えるアンケートの実

施等、より良い基本構想づくりの為に関係各位の皆さんには、大変なご苦労があったん

ではないかなと思われます。 

 そして、今月の頭に町民に配られました「広報ないえ３月号」には活性化ホールの基

本構想について、かなり詳細に掲載をされており、この事業の目的、更には概要につい

て町民に周知をされ、新年度予算において、実施設計と建設費が計上をされているわけ

であります。 

 執行方針の中では、先ほども申したかもしれませんが「高齢者のみならず多くの町民

が自由、かつ気楽に利用でき、多世代交流の拠点として、さらにサークル活動や葬儀に

も利用できる施設として、そして完成後には、農・商・工連携のもと、町民相互の交流

の輪が広まり、ひいては町の活性化に繋がるよう事業を進めてまいります」ということ

でございますけれども、まさにこの通り、自分たちも協力しなきゃならないし、関係各

位の努力もしていかなきゃならないと思いますけれども、この地域活性化ホールについ

て、５点について具体的なことをお伺いしたいと思います。 

 まず、１点目は町長もご覧になっていると思いますけれども、この基本構想策定の為

に、先ほども申し上げました４００以上のアンケート、色々な団体や学校、企業通して

されております。 

 もしアンケートの前にこの基本構想のようなものが示されていれば、またちょっと若

干結果はまた違った部分もあるかと思いますけれども、このアンケートの中に意見とし

て、施設の建設、更には運営について非常に否定的な意見も寄せられておりました。 

 それは、アンケートの集計の書面に記載されておりますので、町長もご覧かと思いま

すけれども、まずその点についての町長の所見を伺いたいと思います。 

 そして、２点目につきましては、基本構想に示されている施設平面図についてであり

ます。 

 これは私の考えでありますけれども、活性化ホールとしての、私は一体施設だという

ように理解しておりますが、交流エリアと活性化エリアというようにエリアを区分けす

るということについては、十分、理解をしているつもりですけれども、この基本設計の

図面に示されているような間取りと申しますか、部屋の配置では、この活性化ホールを

全体を使って一体として何か事業をするということについては、真ん中に仕切り、部屋

のしきりになってしまって、難しいのではないかなと思っております。 

 それで、私は活性化ホールとして、大きな全体を使って大きな事業ができるような、

一体的にも利用も出来るような設計にする事を、是非検討頂きたいと思っておりますけ

れども町長の見解について伺います。 

 ３点目でございますけれども、施設の運営についてでありますが、これは、アンケー
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トされた中に、またこの集計の報告にもございましたけれども、活性化エリアでの葬儀

の申請があった時は、まずそちらを優先する予定ということでありました。 

 しかしながら、色々な行事、活動について様々なイベントや団体・組織の皆さんが広

報や経済活動、そして本来、地域活性化に繋がる事業の活用について、計画を持って使

おうと思っている時に、優先されるものがあるんであれば、非常に利用のしづらい施設

となってしまうのではないのかなと私は思いますけれども、町長の見解をお伺いしたい

と思います。 

 ４点目につきましては、ご存知のように、経済情勢、本当に今、厳しい状況ですし、

町財政も今後本当に人口減少はじめ、交付税の削減等、厳しくなる事が予測される中で、

今回、ホール建設に要する経費として４億２，７００万円が計上をされております。 

 先ほど答弁の中にもございましたように、建設に関わる部分は過疎債ということで、

対応される計画でございますけれども、ご存知のように３割は一般財源、自分たちの財

源を充当する必要であるわけでありまして、更に施設内備品の購入やですね、今後ホー

ルの活用の具体的な計画にもよりますけれども、維持管理についても、結構な費用が発

生があるんじゃないかと思われます。 

 そこで、この活性化ホールの建設から施設の維持管理を含めて、今後の奈井江町の町

の財政に与える影響についてお伺いをしたいと思います。 

 最後ですけれども、５点目なんですが、この活性化ホールの計画策定の当初より共に

参加を頂いて代表者会議という、更に検討委員会ですか、そちらにも関わって頂いてい

るＪＡ新砂川奈井江店について、これは町でどうするこうするという話ではないんです

けれども、「広報ないえ」にも記載があったんですけれども、基本的な考えの中に、

「駅前商店街・Ａコープと一体となった生活支援の拠点を構築」ということが示されて

いるようにＡコープの奈井江店は、これは本当に重要な位置づけであるなというように、

私も思っております。 

 それで、確か、去年、一昨年ぐらいは、改築を検討されているというような話もあり

ましたし、今年の新年交礼会でしたか、組合長から、町民から多くの要望があれば店舗

の改築についても、検討するというようなお話もございました。 

 それで、私は、本来であれば一体的にできたらよかったんではないかなと思っており

ますけれども、代表者会議の中でですね、ＪＡの新砂川の方で、奈井江の店舗について、

今後どのような計画をもっているのと、報告をされているのか、その部分について、お

伺いをしたいと思います。 

 以上５点について質問させて頂きます。 

 

●議長                            （１４時３３分） 

 町長。 

 

●町長 

 森岡議員の（仮称）地域活性化ホールについての、意見を含めてですね、質問がござ

いました。 
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 お答えして参りたいと思うわけでございます。 

 まず、地域活性化ホールの基本構想策定をするにあたりまして、昨年１２月に、新砂

川農協・商工会の３者で、アンケート調査をさせて頂きました。 

 一般では、農協や商工会の協力を得ながら事業所や老人クラブ、連合区長の皆さん、

子ども達では、奈井江商業高校、奈井江中学校の生徒の皆さんにご協力を頂きまして、

回収率によりましては９１．５％となりました。 

 施設利用等に関して様々な質疑・意見・要望をお寄せ頂きました。 

 これらの内容についてはですね、広報等でご存知かと思います。全部そのまま、オー

プンにですね、町民に知らせる必要がある。色々な意見がありますから、これは当然の

ことながら、ということで、全部そのとおり、知らせていることもこれまた事実でござ

います。 

 施設利用に関して、様々な質疑、意見、要望をお寄せ頂きました。 

 施設に対して、建設的な意見の中にも、一般では、９人（６．７％）の方々から「他

の施設を充実させては」、とか「施設が重複している面があり、中途半端なものになら

ないように」、そして既存の施設の充実等に対するご意見や、子どもでは、２人（０．

８％）になりますが「学校の補強にお金を使っては」、「似たような建物ばかり」とい

うことも、意見もあったことも事実でございます。 

 地域活性化ホールの基本であります「子どもからお年寄りまで気軽に立寄ることがで

き、多世代交流の拠点でもあり、生活支援の拠点」であるわけで、広報やホームページ

等で広く住民の皆さんに周知を図り、ご理解を頂くようにしていきたいと考えておりま

す。 

 施設全体を利用できるような設計は、地域活性化ホールの利用形態と致しまして、交

流エリアは、町民の皆さんが自由に、気軽に利用できるオープン・スペース。 

 活性化エリアについては、会議・イベント・葬儀等に対応可能な活性化ホールを中心

とした、利用者の申請により、利用者が占有するスペースと考えています。 

 活性化ホールを使用していても、交流エリアはいつでも利用できるコンセプトと致し

まして、区分けをしております。 

 これは、基本構想を策定するにあたりまして、ＪＡ新砂川・商工会の３者において、

協議を頂いた基本の部分であることをご理解頂きたいと思います。 

 現在、商工会から平面プランの提案が出されておりますが、三者連絡調整会議で充分

検討して頂き、採り入れるものは採り入れたいと、入れること入れないこともあります

から、十分協議してですね、三者代表者会議において方向付けを決定し、今後の実施設

計に向けて参りたいと思います。 

 これは、三者代表者会議の前にですね、私どもの役場でいえば、職員の会議を先取り

まして、何回でも重ねながら、そして、事前にですね、町の代表、それから、もちろん、

新砂川農協の代表の参事さん他、部長さんも、商工会もですね、副会長さんを含めて、

皆さんで論議を何回も交わしてきております。 

 そういった中で利用しやすい施設づくりをですね、どういうふうにするか、その叩き

台に沿って、私は三者協議で基本構想、基本的なものに色々とですね、論議を加えなが
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ら、方向性を作ってきたというのが実態でございますので、ご理解を頂きたいと思う次

第でございます。 

 そして、葬儀優先となると利用しづらいのではないか。 

 葬儀を優先にした利用は、他の利用がしづらいのではというアンケートでもそのよう

なご意見もありました。 

 現在、葬儀については、約７５％が町外で行っていることから、「葬儀に地元でお参

りができるようにしてほしい」というニーズが強くありますことから、活性化エリアに

ついても、葬儀もできる施設として位置づけております。 

 このホールのコンセプトと致しまして葬儀を優先するということでも３者の一致した

考え方でありますので、今後も町民の皆さん方に説明し理解を求めて行きたいと考えて

おります。 

 しかしながら、利用については、喪主や施主の希望による場合であって、全てこのホ

ールでするというものではございません。 

 また、農協では、農協事務所の会議室を代替に利用提供の協力をして頂く検討もされ

ています。 

 いずれに致しましても、管理運営につきましても、現在三者で協議中であり、再度検

討して参りたいと考えておりますのでご理解を賜りたいと思う次第でございます。 

 今後の町財政に与える影響でございますが、維持管理経費につきましては、今後の実

施設計の中で、最終的にどのような平面プランで行っていくか決定し、どのような構造

で建設し、管理運営経費を少しでも節減できるような熱源方式を取り入れるか等で変わ

ってくるものと想定しております。 

 現段階では申し上げることができませんが、建設財源のことで申しあげれば、後年度

に７０％の交付税措置される過疎債を予定しております。 

 この起債により実質公債費比率が大きく影響するものではなく、平成２２年度決算後

の実質公債費比率については１５．４％が、現段階で見込みで、平成３０年度において

も１６．０％という前後の見込みでございまして、健全財政はきちっと確保できている

ということを、ご承知おき願いたいと思うところでございます。 

 それから今ひとつは、Ａコープ奈井江店の今後でございますが、今般、農協の杉本組

合長から、今後の考え方について説明がありまして、３月の理事会で土地売却について

諮りまして、４月の総代会に提案するとお聞き致しております。 

 その後、倉庫の取り壊しを行い、町と契約となる予定であります。 

 農協としては、店舗のあり方について、「平成２５年度に、目途をつけていきたい」

とお聞き致しているところでございますので、ご理解を頂きたいと、こういうふうに思

います。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１４時４１分） 

 森岡議員。 
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●５番 

 只今、５点について、ご答弁頂きました。 

 私はこのアンケートの中で今、町長、具体的に言って頂きましたけど、否定的な意見

の中にも、取るに足らない、こんなもの論外だという記述もあるんですけれども、そう

だよなという意見が本当にあったなというように私も思っております。 

 それで、先ほど、石川議員の議論の中にもありますけれども、これは、町長も本当に

大きな思いと責任もって、議会に提案された。 

 予算を通していくのは、我々議員で、私、議員としても、本当に責任あるし、議会と

しても責任、本当にこの事業は絶対成功しなければならないものでないかと思っている

んですけれども、その中で、色々な否定的な意見が寄せられたということは、僕は民主

的で本当に良かったなというように思ってます。 

 それを当然大事に思って頂いていると思いますので、そのことは、そのように伝えた

いと思います。 

 それで、今、設計の部分でお話がありまして、きちっとした、私、今、理解はできな

かったんですけれども、今後、代表者会議の中で設計変更についても、検討されるとい

う話であったのか、それとも庁舎内の会合の中で、また、煮詰めて、最終的に三者代表

者会議で、方針を決めるのかということについて、もう一度確認頂きたい。 

 というのはですね、今回の新年度予算に盛り込まれているのは、この実施設計と建設

費でありまして、多くの大事な町の予算が入っておりますから、結果、分からないです

けど、予算がいったとして、スケジュール表見ると５月１日には実施設計をね、入札に

かけるのか、スタートということで３ヶ月を目処に実施設計ということになりますと、

この設計変更に至るまで、なるのか、私はして欲しいと思ってますけれども、時間がな

かなかないですね。 

 ５月１日に予定通り、進んでいくとすれば、それで、私たち、これは議決事項ではな

いので、議会でどういうように関われるかということは、ちょっと今、検討されている

みたいですけれども、設計についても、本当にもっと協議した方がいいんじゃないかな

と思っておりますので、その進め方をもう１回答弁頂きたいと思います。 

 あとですね、これは私の言ったことが、だめだということで、葬儀の話なんですけど、

例えば、僕はホールが一体的に、本当に活性化として使って、どんどん利用できれるこ

とを望んでます。 

 その中で例えば、なんといいますか、レクリェーションサークルさんが、定期的に使

う、そういうこともあると思いますし、まさに農商工が連携してね、その活性化ホール

で一大事業をしようよという計画になった場合において、その場合においてね、例えば、

その喪主の意向でここで、葬儀をさせてほしいということになったら、計画は頓挫して

しまうのかと、やっぱりそういうことがあるとするならば、なかなかそういう事業の計

画は難しいのではないかなと私は思っているんですよね。 

 その辺に関して、三者代表者会議の中で合意事項だということでありましたけれども、

私は今一度検討するべきでないかなと思っております。 

 そのことについて、もう一度ご答弁をお願い致します。 
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●議長                            （１４時４６分） 

 町長。 

 

●町長 

 今、色々な意見がありました。 

 アンケート調査の中でですね、その中に色々意見もあったことも事実で、これはそれ

なりに私も受け止めながらですね、今後の検討材料にしていきたいと思いますが、しか

し、基本的なことが決まったら、やはり、それの理解をしてもらうように、より一層努

力をしていかなければいけないと、こういうふうに考えています。 

 先ほども申し上げましたように、三者連絡調整会議、十分検討して、採り入れること

や採り入れないこと、議論を致しまして、三者代表者会議において、方向付けを決定し、

そして今後の実施設計、今、基本設計でございますから、実施設計に向けて、どういう

ふうにしていくかということも含めながらですね、やはり皆さんのニーズに合うような

形をしていく。 

 それと今、葬儀の話も出ましたけども、簡単に言いますと、葬儀場として使う場合に

おいては、これは、計画されているわけでございません。葬儀。 

 そうした場合にやはり多くの人たちがニーズの中に、地元で、身近な所で、できるだ

けやりたい、こういう気持ちがありますから、だから、それに期待に応えていかなけれ

ばいけない。 

 そういうためには、そのためにはやはり他の場面で、もし、計画されている、日程調

整の中で、日程が入っているということについては、これらについては事前に了解して

頂く。 

 ある程度、葬儀を優先していかなければ、なかなかこれは難しいだろうと。  

 もう次から次、行事が入って、葬儀がこれもできない、あれもできないよということ

になりますと、極めて厳しい状況下にあるということが言えるんではないかと。 

 そういう意味ではやはり日程決まっているわけではありませんが、葬儀ができるだけ

やれるような、そういう配慮が必要だろうと。そして、行事については先ほどもちょっ

と触れましたけれども、他の会場でやれるものは、できるだけやって頂く、事前の了解

を話し合いをきちっとしながら、場合によってはこういうこともありうるよということ

で、ご了解を頂くということが、大切でないかなとこういうふうに思います。 

 でなければ、次から次、日程が入ってきて、葬儀場としては、なかなか難しいじゃな

いかと、やれないじゃないかと、こういうことが出てくる可能性がありますから、そう

いうことも含めてですね、総合的にやっぱり考えていかなきゃいけないだろうと、こう

いうふうに思っております。 

 ですから、事前にやっぱり了解している、断りながら、もし葬儀が入るということに

なると次の手段をちゃんと考えながら、そういう中で了解をしてもらおうということが

大切でないかなと、こういうふうに思います。 

 ご理解頂きたいと思います。 
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●議長                            （１４時４９分） 

 森岡議員。 

 

●５番 

 只今答弁頂いて、設計の協議については分かりました。 

 それで余談ですけど、私、今日実は誕生日でですね、気持ちよく質問して、気持ちよ

く答弁聞いて、引っ込みたいなと思ってたんですけど、最後のやっぱりこの葬儀のこと

に関して、なかなか理解が悪い自分がいます。正直。 

 というのは、今、町長、一生懸命答弁して頂きましたけどもね、もうさっき、再質問

の中で言ってたように、例えば、レクリェーション、定期的な会合等、そういう会の時

に葬儀があったら、それは僕は優先してもいいと思うんです。当然。 

 ただ、さっきから言ってるように、農商工が連携して一体で何かやろうよといった時

に、葬儀だから外でやって下さいということにはなるのかなと。 

 だからそういうことについて、色分けする必要が、色分けが、言葉が良いか悪いか分

かりませんけども、これは管理に関してのことになりますけど、やはりそういうことで

ないとこう、盛大にこのホールを利用して何かするというのはちょっと難しいことにな

ってくるんじゃないかなというように思っておりますので、その辺もう一度だけご答弁

お願いします。 

 

●議長                            （１４時５０分） 

 町長。 

 

●町長 

 今、森岡議員のお話でございますが、私が申し上げるのは、例えば事前に申し込んで

ですね、色々なサークル団体だとか、そういった、その団体の了解を得て、こういうこ

とがあったら、ということで、譲って頂くということを前提としてやりますよというこ

となんですが、基本的ですね、大きな総会だとか、大きな会合だとか、そうして、それ

は年に何回かあると思います。 

 これについては当然のことながら、事前にですね、計画の中で、ちゃんとこれについ

ては、基本的な考え方について、譲れないものが色々行事があると思います。 

 そういうイベントといいますか、こういうイベントについては当然ながら、優先して

やるということはありうるということでですね、私どもは話し合いをしているわけでご

ざいます。 

 色々な団体が、申し込んであったと、したがって、その時葬儀が入ったと、そういう

ことを含めてですね、言っているわけでございませんで、それはそれでやはり事前に納

得して頂きながら、葬儀なら葬儀を優先していくということ、年の行事として、イベン

トとして、最初から設定してあるものについてはですね、これは当然のことながら、そ

れはやっぱり了解して頂くと。 
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 それを優先して頂くということに相成ると、こういうように思っております。 

 ご理解頂きたいと思います。 

                              （１４時５２分） 

                                       

（（（（８８８８．．．．６６６６番森議員番森議員番森議員番森議員のののの質問質問質問質問・・・・答弁答弁答弁答弁））））               （１４時５２分） 

 

●議長 

 続きまして、６番森議員。 

 

（６番 登壇） 

 

●６番 

 第１回の定例会出席大変ご苦労さまでございます。 

 特にもう最後の質問者となりましたけども、少々の時間を拝借して頂きまして、質問

を致したいと思います。 

 若干、前任者の議員と質問が重なるかと思いますけれども、若干違った観点も含まれ

ておりますので、質問させて頂きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 今定例会において、私は町長の執行方針に対して１点、それから教育長の執行方針に

対して１点質問を致したいと思います 

 最初に、まず町長にお伺いしたいと思います。 

 ５頁のところにあります、今ほどからお話があったように、地域公共交通の整備のと

ころでございます。 

 これは、国の「地域公共交通確保維持改善」を活用し、町内における新たな公共交通

の構築に向けて、「生活交通ネットワーク計画」の策定に着手して参りますと書いてあ

ります。 

 このことについて、３つほどお聞き致したいと思います。 

 今、どこの地方も同じ状況にあるかと思いますけども、少子高齢化で、特に最近は高

齢化の進捗割合が高くなり、特に先ほど町長がおっしゃられましたように、もう３５％

を超している。 

 特に私の地域では４０％にもなっているという経過があります。 

 そういった中で、あちらこちらで限界集落という声もささやかれ始めましておられま

す。 

 わが町では、まだそのような地域はないと自分は思っておりますけども、しかしなが

ら、買い物や通院に支障をきたしている高齢者は増えているのが、現実かなというと思

われるところでございます。 

 このことはまた事実だと思いますし、先ほどから言いますように、このことがやっぱ

り地域交通ネットワークの必要性を本当に感じているのが、私自身も特に感じていると

ころでございます。 

 そこで、本年度は生活交通ネットワーク計画策定に着手すると書かれておりますが、
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この取り組みは将来とも直営なのか、また将来は民間に委ねるのか具体的な内容がどの

ようなものなのか、まず、初めにお伺いしたいと思います。 

 また、利用する乗り物について、既存のあるもので取り組んでいかれるのか、あるい

は将来に向けて新たなものを購入して取り組んでいかれるのか、この点についてもお伺

いします。 

 さらに、この取り組みは、全町的に取り組んだ計画にはなるかと思いますけども、ど

うしても不幸にして、不便な人が出てくるかと思われます。 

 そういったことがないのかあるのか、この点についてもお伺い致します。 

 よろしくお願い致します。 

 

●議長                            （１４時５６分） 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 １点目については、地域交通ネットワーク計画の策定に着手するとあるが、本年度の

具体的な内容はということでございますが、２つ目としては利用するバスは新たなもの

かどうか、町内一円を考えているのかどうか、こういうことも含めて答弁申し上げてい

きたいと思います。 

 町内の高齢化率も先ほどから申し上げておりますように３５％に達する中、高齢者支

援ネットワーク懇話会の中でも、「当面は、まだ自分たちで出かけることができるが、

近い将来、車の運転ができなくなったときのために、足の確保を検討してほしい」との

ご意見が出されておりまして、新年度を計画づくりの年と位置づけ、国の補助制度を活

用した生活交通ネットワーク計画の策定を行って参りたいと考えております。 

 国の補助につきましては、中央バスなど既存の幹線との連携が求められておりますが、

運行にあたっては、町の中心地域であるＪＲ奈井江駅や中央バスの停留所、病院、そし

て新年度より整備を行う（仮称）地域活性化ホールとのアクセスするものでございまし

て、高齢者の通院や買い物対策など、新しい地域づくりの一環となるものでございます。 

 本年度の調査事業において、まずは町全体を計画エリアとして捉え、アンケートなど

のニーズ調査、既存路線の実態の把握等を行った上で、住民の代表、北海道運輸局や地

区バス協会など、交通関係者等にもご参加を頂き、公共交通会議を開催致しまして、町

民や専門家の皆さんと共に、我が町に合った計画策定を行って参りたいと考えておりま

す。 

 また、平成２５年度を乗り合いバス運行開始の年と考えております。 

 まず、４月５月に実証実験運行を行って、利用者数を捉え、路線・停留所等の見直し

を行った上で、生活交通ネットワーク計画を完成させ、これが補助要件に合致して採択

されたとき、１０月からの本格運行を行って参りたいと考えております。 

 ２点目の利用する車両についてでございますが、既存の町営バスの利用につきまして
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は、活用についてはスクールバスの混乗のほか、場合によっては、小回りの利くワゴン

車タイプの導入についても、会議の中で検討して行きたいと考えております。 

 それから３点目の運行エリアについては、先ほども申し上げましたとおり、まずは全

町を対象エリアと致しまして捉えて検討を行って参りますが、バスはもちろん、タクシ

ーによる運行を行ってきた他市町の先進事例においても、アンケート時の要望こそ高か

ったものの、実際に運行開始してみると多額の経費を要する割に利用者が少なく、計画

の見直しを余儀なくされている事例もございますから、住民にどれだけご利用頂けるの

か、ニーズがあまりないエリアにおいては、スクールバスを活用した混乗ができないか

どうかなど、経営の視点も併せ持った計画を策定して参りたいと、こういうふうに考え

ております。 

 そして、今、森議員が指摘したように、いわゆる、取り残された、がないようにしな

ければいけない、全くそのとおりでございまして、そういったこともきちっとニーズを

聞きながらですね、どういうふうに利用したらいいかということも十分検討して参りた

いと、こういうふうに考えておりますので、ご理解を賜りたいと思う次第でございます。 

 それから、補助事業者は当面、直営だが補助年度の適用となるよう、計画の中で民間

との共同のあり方も検討する考えでございますので、ご理解頂きたいと思います。 

 人口の少ない地域については今、取り残されたということでございますが、スクール

バスの混乗や、タクシー事業者との連携も、タクシーもですね、これ利用できるという

ことも視点におきながらですね、できるだけ漏れなくやっていきたいとこういうふうに

考えておりますので、ご理解を頂きたいと思う次第でございます。 

 以上、答弁と致します。 

 

●議長                            （１５時０１分） 

 森議員。 

 

●６番 

 今、町長の答弁で理解を致したいと思います。 

 私の質問の中にありましたように、もれたところも検討して頂くという答弁がありま

した。 

 確かに、そういうこともこれから必要になってくると思います。 

 どうしても、バスでありますと路線というものが決まってきますので、また、バスで

ありますと、路線は決まるんですけども、意外と高い費用の割には、効果が見込めない

というのがバスの路線、実態でないかなという思いがします。 

 そういったほう、将来に向けては、民間も活用しながらというお話もありましたので、

そういった取り組みを進めて是非、いってもらいたいと思います。 

 それから先ほど森岡議員の方からもお話ありましたように、自助、公助、共助の部分

ですから、私も本当に質問に対しては、私も賛成するものでございます。 

 全額は町で持つというのは、これはもう理想なんですけどね、現実的にありえない話

なんですと思うんですけれども、ある程度やっぱり、購入券の券を買って頂いて、その
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割合に応じて、町が補助を出して頂くということも考えていかれたらよいかなと、自分

なりに考えているところでございます。 

 一つよろしくお願い致します。 

 続きまして、教育長にお伺いしたいと思います。 

 １つだけお伺いしたいと思います。 

 ３頁のところにありますけども、道立奈井江商業高校に対して、町と致しましても高

校の存続に向けて引き続き支援をしてまいりますとあります。 

 このことについて２点ほど質問を致したいと思います。 

 今、大変、奈井江商業高校は存続が危ぶまれております。 

 今年の入学者も、商業科で８名、情報処理においては１６名という数字でございます。 

 これは本当に将来の存続に向けて、危機的な状況かなと私は判断しております。 

 奈井江商業高校に対して、こういったことに支援をしていくのは、確かに、昨年から

支援をはじまったにしても、一年ぐらいでなかなか、費用対効果が現れるものではあり

ませんけれども、取り組んだ効果はどのように、教育長は評価されておられるのか、こ

の点についてお伺いします。 

 また、支援することに対して、当然、保護者の方々は負担は減るわけですから、喜ん

でおられるかと思いますけども、本当に生徒、子どもたちは喜んでおられるかどうか、

そのことに対してもお伺いしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

●議長                            （１５時０４分） 

 答弁を求めます。 

 教育長。 

 

（教育長 登壇） 

 

●教育長 

 森議員のご質問でございますけれども、道立奈井江商業高校の支援についての評価を

どう考えているかということと、子どもたちの部分もどうなのかということのご質問で

ございますけれども、今年度におきましてですね、従来からの補助金に加えて、町外か

らの生徒に対する通学費の半額助成を行ってですね、生徒確保等に努めてきたところで

ございます。 

 先日の出願状況を見ますと、今、議員がご指摘のとおり、２間口８０人に対してです

ね、２４名という出願という結果になったところでございます。 

 この結果を見ますと、町外から２１名の応募があったということでございまして、昨

年は１９名ということの中でですね、確定的なことは申し上げられませんけれども、町

外の子どもたちが学校を決定する上でですね、この判断の一つの要件に加えて頂いたん

でないかなというふうに判断して、理解しているところでございます。 

 また、在校生に対する資格取得の助成について、そして全国商業高等学校の商業経済

検定３種目合格など高いレベルで合格、それで延べ２１６名がそれぞれの目標とする検
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定に合格したということで、学校から報告を頂いております。 

 このことも資格取得のことについても一定の成果があったのかなというふうに思って

おります。 

 教育委員会としても、高校存続向けた取り組みとして、商業高校としての資格取得な

ど、就職に有利な資格を備えることが、生徒確保に繋がっていくのではないかなという

ふうに思っておりまして、今後においても、この支援を続けていきたいというふうに考

えているところでございます。 

 また、更にこの生徒確保に向けて、学校と情報を共有する中でですね、交換を行いな

がら、有効な支援策も含めてですね、検討して参りたいというふうに考えております。 

 学生たちの評価につきましてでございますけれども、学校において、アンケート調査、

直接、アンケート等でですね、直接意見を伺っておりませんけれども、学校にお話を聞

きますと、トレーニングウェア、通学費助成事業については、保護者から「教育費に対

する支援は有り難いんだ」と、こういう間接的な意見を頂いているところでございます。 

 今後においてもですね、先ほど申し上げたように、生徒・保護者からも意見、要望を

ですね、何らかの形でお伺いをしながらですね、高校と連携しながら対応して参りたい

というふうに考えているところでございます。 

 以上、答弁とさせて頂きます。 

 よろしくお願い致します。 

 

●議長                            （１５時０７分） 

 森議員。 

 

●６番 

 今、私の質問に対しての答弁は理解させて頂きました。 

 今、保護者も子どもたちも、子どもたちに対してはアンケートは取ってないけれども、

喜んでおられるかと。 

 自分自身もこの高校の存続というのは本当に危機感を感じておりますし、わが町に高

校がなくなるということは、一つのステイタスがなくなるのかなというものもあります。 

 だから、そういった意味で支援というのは、大変必要な対策だとは私自身も感じてお

ります。 

 今後ともやっぱり支援をしていく必要があるかと思いますけども、しかしながら、本

当に今の支援体制で、子どもたちが増えていくのかという、そこをやっぱり疑問を私は

感じるところなんです。 

 そこで、やっぱり本当に今の奈井江商業高校に来る、こうやって受験される方は、商

業科っていうものを望んでこられると思いますけども、それ以外のこどもはやっぱり商

業科というのは本当に必要なのかというものが自分自身感じられるんです。 

 そういった意味で、やはり学校とまた、今、他の学校、奈井江商業高校ばっかりじゃ

なく、他の学校に行かれてる子どもたちの意見や何かも聞きながらね、本当に奈井江商

業高校の今の学科でいいのかなという、検討も、これから学科、変化ということも大変
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厳しいかと思いますけどもね、そういったことも視野に入れておく必要があるのかなと

いう考えがあるんですけども、もう一度そのことについて教育長どう考えておられるか、

お伺いしたいと思います。 

 

●議長                            （１５時０９分） 

 教育長。 

 

●教育長 

 質問の中でですね、商業科、私どもとしては、この商業科ということで、こう進んで

きている状況にあります。 

 当面、今、私どもの方としてはですね、考え方としては商業科で今、先ほども申し上

げましたように、資格取得も含めてですね、そういう道の中でやっていきたいというふ

うな思いをしているところでございます。 

 そういう中で、学科変換も含めてというような検討は必要でないかというようなご質

問かなというふうに思っておりますけれども、そのことについてもですね、以前にも検

討したことは、経過はあるというふうに伺っておりますけれども、再度、そのことも視

野に入れながらですね、存続に向けて考えて検討しなければならないという課題だとい

ふうに考えておりますので、ご理解を頂きたいと思います。 

 

●議長                            （１５時１０分） 

 森議員。 

 

●６番 

 是非、支援を続けながら、そういった色々な意見も聞きながら、これから将来どう取

り組んでいったらいいのかを是非、教育長ばかりでなく、みんなで検討していきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

 以上をもって、私の質問を終わらさせて頂きます。 

 

●議長 

 以上で、総括質問を終わります。 

                               （１５時１０分） 

                                       

閉会閉会閉会閉会    

 

●議長 

 おはかりします。 

 議案調査及び予算審査特別委員会開催のため、３月９日から３月１４日までの６日間、

休会としたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 
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（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 ３月９日から３月１４日までの６日間、休会とすることに決定しました。 

 以上で、本日予定した議事日程を全部終了しましたので、本日は、これで散会と致し

ます。 

 なお、１５日は、１０時００分より会議を再開します。 

 皆さん、大変どうもご苦労さまでした。 

 

                                       

                               （１５時１０分） 

 

 

上記事項は書記が記載したものであるが、その内容が正確であることを証するため茲に

署名する。 

    平成  年  月  日 

        奈井江町議会議長 

 

            署名議員 

 

              〃 
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                                （９時５８分） 

                                       

開会開会開会開会    

 

●議長 

 おはようございます。 

 第１回の定例会最終日となりますが、ご出席大変ご苦労さまです。 

 只今、出席議員１０名で定足数に達しておりますので、会議を再開します。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１１１１    会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員のののの指名指名指名指名についてについてについてについて    

 

●議長 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１５条の規定により、８番森山議員、９番鈴木議員

を指名致します。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第２２２２からからからから日程第日程第日程第日程第１１１１１１１１までのまでのまでのまでの報告報告報告報告    

 

●議長 

 日程第２から日程第１１までの１０の議案を一括議題とします。 

 １０の議案については、予算審査特別委員長より、審査報告書が議長に提出されてお

りますので、事務局長に報告させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（審査報告書）朗読 

 

●議長 

 予算審査特別委員長の細部報告について、発言を許します。 

 ９番鈴木議員。 

 

（９番 登壇） 

 

●９番 

 議場にいらっしゃいます皆さま、改めまして、おはようございます。 

 第１回定例会最終日に、それぞれのお立場でのご出席まことにお疲れさまでございま

す。 
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 先ほど事務局長から報告のとおり、予算関連議案３件、予算議案７件の計１０議案に

ついては、いずれも原案通り、全会一致をもって可決されました。 

 東日本大震災が発生して１年が経ちました。 

 未曾有の災害に直面した被災地の１日も早い復興をご祈念申し上げますとともに、犠

牲となられました多くの方々に対して、心より哀悼の意を表するところであります。 

 この度の大震災が、被災地に多大な被害をもたらしたのみならず、莫大な復興費が国

家財政を将来にわたり逼迫させることと今般は社会保障と税との一体改革と称して、消

費税の増税が公然と論議されるなど、私たちの生活と地方行政に少なからず影響を及ぼ

そうとしております。 

 更には、現在、参加を前提とする関係国協議がなされております｢環太平洋経済連携

協定｣問題は、本町の基幹産業の１つであります農業のみならず北海道経済全体に大き

な影響を与える重大な案件であります。 

 昨年１２月の町議会で議決されました意見書のとおり、国は国民合意のないままでの

「環太平洋経済連携協定」の参加は絶対に行なわないよう重ねて強く要望するところで

あります。 

 それでは細部にわたり報告を致します。 

 本年度の予算案を見ますと少子高齢化や人口減少の中、地域コミュニティの崩壊や買

い物難民等、大変危惧されている本町の現状を捉えて、いかに打破しようかと意気込み

が感じられるものであります。 

 また、本年度財政状況を見ても、引き続き給与の独自削減等労使合意の下、予定各種

基金と公債残高、実質公債費比率などで示されているように健全財政運営に努力されて

いらっしゃることに心から敬意を申し上げる次第でございます。 

 主だった会計の意見要望を申し上げます。 

 一般会計予算では、１つ目として、「生活交通ネットワーク」の構築についてであり

ます。 

 北海道の中では比較的、居住地域である市街地がまとまっているといわれる本町でも、

高齢化が進む中で、医療機関への通院や買い物等生活を支える上で大変重要な施策の１

つであります。 

 アンケート調査等を通じて町民のニーズを把握するとともに、先進的市町村の取り組

みを充分調査検討を行い、本町の実態に即した「生活交通ネットワーク計画」となるよ

う期待するものであります。 

 ２つ目として、「防犯灯」についてであります。 

 小学校の統合に伴い、来年度以降、小学生の通学道路となる西１線について、防犯灯

の設置状況を今一度点検し必要な措置を講じ、安全な通学路の確保に向けて努力願いた

い。 

 ３つ目として、「緊急通報システム」についであります。 

 現在、シルバーホーンに順次切り替えを行なっているところでありますが、従前の機

器より使いやすく性能は良い反面、費用の負担もあることから、充分対象者にお知らせ

し理解を得ながら切り替えに務めていただきたい。 
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 ４つ目として、「被災地のガレキ処理」についてであります。 

 現在、全国的に大きな問題となっている被災地のガレキの受け入れについては、放射

能の安全条件のもと町民の合意形成を図りながら充分検討しご判断願いたい。 

 ５つ目として、「し尿処理」についてであります。 

 現在、高島地区にあります石狩川流域下水道組合の処理場に新たな６市６町による

「し尿処理施設」の建設に向けて、地元説明会を行っておりますが、その折に出された

要望事項等について、充分検討され、対応されますようお願い致します。 

 ６つ目として、「排水機場の管理運営」についてであります。 

 近年、ゲリラ豪雨等予想だにしない災害が全国各地で発生しております。 

 更にはこの冬の大雪により融雪時の増水が大変心配されるところであります。 

 特に、瑞穂地区の施設の老朽化が進み、道による機器の更新も予定されておりますが、

町と致しましても修理と整備に工夫を凝らし、非常時に備えるようお願い致します。 

 ７つ目として、「地域交流センターの管理」についてであります。 

 町の施設の管理運営であることから、福祉のまちづくり等の基本理念に基づき、指定

管理者に対して指導等充分配慮願いたい。 

 ８つ目として、本年度、目玉政策であります「地域活性化ホール」についてでありま

す。 

 町民の新たな交流の場と地域コミュニティの拠点として、大いに期待するところであ

ります。 

 具体的な計画となる実施設計においては、充分農協、商工会等関係団体と更に町民と

のコンセンサスを図りながら、より良い施設となりますように検討願うものであります。 

 ９つ目として、「防災用品の備蓄」についてであります。 

 現在、年次的に備蓄に努力をされておりますが、備蓄用物資の設定にあたっては、女

性の視点も充分考慮し、積極的に町民に周知されますようお願いを致します。 

 次に「国民健康保険事業会計」についてであります。 

 国保税については、平成２０年度以降、国保税の見直しをせず、健全財政を堅持して

参りましたが、本年の予定基金残高を見ましても大変厳しい財政運営となっております。 

 もとい新年度の予定基金残高でございます。 

 今後の医療費等の動向を充分検討し、今後とも町民とのコンセンサスを図りながら健

全財政に務めていただきたい。 

 次に「病院事業会計」についてであります。 

 医師等の増員など、医療体制の充実に努力されているところでありますが、待ち時間

の工夫等、常に患者のニーズを把握し、更に診療サービスの向上に務めていただきたい。 

 以上が、当予算審査特別委員会で付託されました案件の審議の概要であります。 

 委員会審議において、他にも各会計で出されました意見要望も含めて充分検討され、

事業遂行にあたっていただきたいと思います。 

 実質、３日間に渡る委員会に議員各位、町長はじめ理事者、各行政委員長、そして、

担当職員の皆様に大変ご協力をいただいたことに対して、感謝を申し上げ、委員長報告

といたします。 
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議案第議案第議案第議案第１７１７１７１７号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決                                                                            （１０時１０分） 

 

●議長 

 議案第１７号「奈井江町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」に対する討

論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１７号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                       

                                       

議案第議案第議案第議案第１８１８１８１８号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    

 

●議長 

 議案第１８号「奈井江町税条例の一部を改正する条例」に対する討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１８号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 
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 異議なしと認めます。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                       

                                       

議案第議案第議案第議案第２２２２２２２２号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    

 

●議長 

 議案第２２号「奈井江町手数料条例の一部を改正する条例」に対する討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第２２号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                       

                                       

議案第議案第議案第議案第８８８８号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    

 

●議長 

 議案第８号「平成２４年度奈井江町一般会計予算について」に対する討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第８号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 
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●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                        

                                       

議案第議案第議案第議案第９９９９号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    

 

●議長 

 議案第９号「平成２４年度奈井江町国民健康保険事業会計予算について」に対する討

論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第９号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                       

                                       

議案第議案第議案第議案第１０１０１０１０号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    

 

●議長 

 議案第１０号「平成２４年度奈井江町後期高齢者医療特別会計予算について」に対す

る討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１０号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                       

                                       

議案第議案第議案第議案第１１１１１１１１号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    

 

●議長 

 議案第１１号「平成２４年度奈井江町下水道事業会計予算について」に対する討論を

行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１１号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                       

                                       

議案第議案第議案第議案第１２１２１２１２号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決 

 

●議長 

 議案第１２号「平成２４年度奈井江町立国民健康保険病院事業会計予算について」に

対する討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 
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 議案第１２号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                       

                                       

議案第議案第議案第議案第１３１３１３１３号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決 

 

●議長 

 議案第１３号「平成２４年度奈井江町老人保健施設事業会計予算について」に対する

討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１３号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                       

                                       

議案第議案第議案第議案第１４１４１４１４号号号号のののの討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決 

 

●議長 

 議案第１４号「平成２４年度奈井江町老人総合福祉施設事業会計予算について」に対

する討論を行います。 

 

（なし） 
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●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１４号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１２１２１２１２    議案第議案第議案第議案第２６２６２６２６号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    （１０時１５分） 

 

●議長 

 日程第１２、議案第２６号「平成２３年度奈井江町一般会計補正予算（第１１号）の

専決処分の承認を求めることについて」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 おはようございます。 

 定例会のご出席お疲れさまでございます。 

 追加で配布をさせて頂きました議案第２６号をお開き頂きたいと思います。 

 議案第２６号「専決処分の承認を求めることについて」 

 地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、次のとおり専決処分をしたので、同条

第３項の規定により報告し、承認を求める。 

 記、１、専決事項、平成２３年度奈井江町一般会計補正予算（第１１号）。 

 平成２３年度奈井江町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの

金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 専決処分を行った日は、平成２４年３月６日であります。 

 平成２４年３月１５日提出、奈井江町長。 

 次の頁をお開き下さい。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 
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 歳入の補正はありません。 

 歳出、２款総務費、補正額ありません。合計４億１，５７５万３千円。 

 歳出合計、補正額なく４６億７，４０３万９千円であります。 

 専決処分を行いました補正予算第１１号の概要についてご説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、３月６日福祉バスの運行中に故障が発生したことにより、

代替車の手配、及び故障車の牽引、修理など、緊急的な対応が必要なことから掛かる経

費を同日付で専決処分を行ったものであります。 

 補正予算の内容にについて、歳出からご説明致します。 

 １５６頁をお開き下さい。 

 総務費の総務管理費、財産管理費では、福祉バス故障に係る修繕料及び代替者の借上

料として２８万４千円を追加計上致しております。 

 これにおける歳入歳出の差につきましては財政調整基金積立金を同額減額計上し、収

支の均衡を図ったところであります。 

 以上が、補正予算の概要でありますので、よろしくご審議の上、ご承認をお願い致し

ます。 

 

●議長                            （１０時１９分） 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第２６号を採決します。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり承認されました。 
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日程第日程第日程第日程第１３１３１３１３、、、、議案第議案第議案第議案第１５１５１５１５号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    （１０時２０分） 

 

●議長 

 日程第１３、議案第１５号「奈井江町税及び都市計画税の納期の特例に関する条例」

を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書１３９頁をお開き下さい。 

 議案第１５号「奈井江町税及び奈井江町都市計画税の納期の特例に関する条例」 

 奈井江町税及び奈井江町都市計画税の納期の特例に関する条例を次のように制定する。 

 平成２４年３月５提出、奈井江町長。 

 平成２４年度は、固定資産の評価替えの年でありますので、適正な賦課事務作業を執

行するため、固定資産税及び都市計画税の第１期の納期を４月から５月に１カ月遅らせ

るため、特例条例を制定する旨の提案であります。 

 よろしくご審議の上、ご決定をお願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１５号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 
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●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１４１４１４１４、、、、議案第議案第議案第議案第１９１９１９１９号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討討討討論論論論・・・・採決採決採決採決    （１０時２２分） 

 

●議長 

 日程第１４、議案第１９号「奈井江町こども医療費助成に関する条例の一部を改正す

る条例」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書１４５頁をお開き下さい。 

 議案第１９号「奈井江町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例」 

 奈井江町子ども医療費助成に関する条例の一部を次のように改正する。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 本条例につきまして、第３条第１項第２項の規定は、北海道が措置する児童福祉施設

に入所する子どもについて、全額道が支弁しているため、町の医療費給付事業の対象外

とする規定でありますが、ただし、知的障がい児通園施設に通所しているものについて

は、この対象から除かれ、町の医療給付事業の対象とされているものであります。 

 今回の改正は、平成２４年４月の児童福祉法の一部改正により知的障がい者通園施設

に通所する子どもについて措置権限が都道府県から市町村に変更となることから、文言

を削除しようとするものでありますが、引き続き、町の医療給付事業対象となるもので

あります。 

 以上、奈井江町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について、説明

致しましたので、よろしくご審議の上、ご決定をお願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 



 - 136 - 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第１９号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１５１５１５１５、、、、議案第議案第議案第議案第２０２０２０２０号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    （１０時２４分） 

 

●議長 

 日程第１５、議案第２０号「地域振興基金条例の一部を改正する条例」を議題としま

す。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書１４６頁をお開き下さい。 

 議案第２０号「地域振興基金条例の一部を改正する条例」 

 地域振興基金条例の一部を次のように改正する。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 地域振興基金のうち、水道施設整備基金につきましては、中空知広域水道企業団に加

入したことにより整備が完了したこと、住民生活に光をそそぐ交付金基金については、

交付金事業が完了したことにより、それぞれ、本条例から削除する改正を行おうとする

ものであります。 

 よろしくご審議の上、ご決定をお願い致します。 

 

●議長 
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 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第２０号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１６１６１６１６、、、、議案第議案第議案第議案第２１２１２１２１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    （１０時２５分） 

 

●議長 

 日程第１６、議案第２１号「奈井江町営住宅条例の一部を改正する条例」を議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書１４７頁をお開き下さい。 

 議案第２１号「奈井江町営住宅条例の一部を改正する条例」 

 奈井江町営住宅条例の一部を次のように改正する。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関
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する法律の制定に伴い、町営住宅に係る現行の入居者資格を継続するとともに、あわせ

て規定の整備を行うため、町営住宅条例の一部を改正しようとするものであります。 

 詳細につきましては、担当課長から説明させますので、よろしくご審議の上、ご決定

をお願い致します。 

 

●議長 

 くらしと財務課長。 

 

●くらしと財務課長 

 それでは奈井江町営住宅条例の一部を改正する条例について、ご説明申し上げます。 

 説明につきましては、議会資料を使って致しますので、定例会資料の２４頁、資料１

４の条例新旧対照表をご覧頂きたいと思います。 

 今回の条例改正につきましては、先ほど副町長から説明申し上げましたように、公営

住宅法等の一部改正に基づきまして、町営住宅及び改良住宅の入居者資格、収入基準の

根拠法令の改正に伴う改正、それから入居者選考委員会の廃止が主な内容となっており

ます。 

 資料の２４頁の第６条第１項の改正につきましては、公営住宅の入居者資格の内、老

人、身体障がい者など特に居住の安定を図る者と致しまして「政令第６条第１項」に定

める者として政令に規定されておりましたけれども、公営住宅法の改正によりまして政

令の項目が廃止されましたので、同一内容の規定を町の規則で定める改正でございます。 

 また、第２号の改正につきましても同様の改正であり、入居者の収入基準が定められ

ておりましたけれども、公営住宅法改正により政令では上限のみ定められたことにより

まして、条例で明記する必要が生じたため、今までと同一金額をそれぞれ明記する改正

でございます。 

 ２５頁をご覧頂きたいと思います。 

 第９条第２項、第４項の改正につきましては、募集戸数を超える入居申込みがあった

場合などに、町条例につきましては入居決定や住宅困窮度の判定基準につきまして、入

居者選考委員会の意見を聴く内容になっておりますが、現行の法令や条例等に規定する

選考基準を適用することで、入居手続きがスムーズに実施できていることなどによりま

して、入居者選考委員会を廃止し所定の改正をするものであります。 

 第５項の改正につきましては、第４項を削除することにより１項繰上したことにより

条文整理をする改正でございます。 

 第３４条の改正は、公営住宅法の改正により１項追加になったことにより、第６項が

第７項になる改正でございます。 

 ２６頁になりますが、第５２条第２項の改正は、改良住宅の入居者の資格等の規定で

あり、公営住宅と同様に入居者収入基準を住宅地区改良法施行令に規定する金額として

おりましたけれども、改正により上限のみの設定となりましたので、今までと同一金額

を条例に明記する改正をするものでございます。 

 ２７頁をご覧頂きたいと思います。 
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 入居者選考委員会を廃止することによりまして、別表中「公営住宅入居者選考委員会

委員」を削除するものでございます。 

 ２８頁でございますが、第８条の改正につきましては、公営住宅条例の改正と同様に、

入居者選考委員会を廃止し、第２項の内容を第１項に含め、抽選方法を公開抽選とする

内容の改正でございます。 

 以上の改正条例の施行期日につきましては、平成２４年４月１日から施行するもので

ございます。 

 以上、奈井江町営住宅条例の一部を改正する条例につきましてご説明申し上げました。 

 よろしくご審議の上ご決定をお願い申し上げます。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第２１号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１７１７１７１７、、、、議案第議案第議案第議案第２３２３２３２３号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    （１０時３２分） 

 

●議長 

 日程第１７、議案第２３号「奈井江町課設置条例の一部を改正する条例」を議題とし

ます。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

 

（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書１５０頁をお開き下さい。 

 議案第２３号「奈井江町課設置条例の一部を改正する条例」 

 奈井江町課設置条例の一部を次のように改正する。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 本条例は、まちづくり計画の着実な推進と行政サービスの向上を図るため、組織機構

を見直そうとするものであります。 

 詳細につきましては、担当課長から説明させますので、よろしくご審議の上、ご決定

をお願い致します。 

 

●議長 

 まちづくり課長。 

 

●まちづくり課長 

 それでは、条例改正の内容につきまして、ご説明を申し上げます。 

 定例会資料の２頁をお開き下さい。 

 資料２の新旧対照表によりご説明を致しますが、合わせて４頁の資料３の方も一緒に

ご覧を頂きたいと思いますので、よろしくお願い致します。 

 まず２頁の第１条「１ まちづくり課」に、新たに交通防災係を配置し、改正後の

（６）「交通安全、防犯及び防災に関する事項」を分掌させるものであります。 

 「２ くらしと財務課」につきましては、改正前の管財収納係を収納係に見直し、住

宅、町有地などの財産管理については、新たに設置する「まちなみ課」に移行するもの

であります。 

 「３ おもいやり課」においては、改正前の（４）交通安全等の事務をまちづくり課

に移行し、（５）（６）の廃棄物、環境保全等の事務を「まちなみ課」に移行すること

から、これを削除するものであります。 

 さらには、４頁の記載のとおりでございますが、中段、おもいやり課の現行の住民係

を、戸籍係と医療保険係に分割。 

 現行の福祉係で所管をしております、子育てにかかる各種手当や届出、施設入所等の

事務を、新たに設置する子育て支援係に移行するものであります。 

 ２頁にお戻り頂きますが、２頁から３頁にかけて「４ ふるさと振興課」でございま

すが、「まちなみ課」の新設に伴い所管替えを行いまして、３頁の改正前の（６）から

（８）の下水道、建築、道路等の事項を削除しております。 

 改正後の５、新たに設置する「まちなみ課」には、建設係と住宅環境係を設置致しま
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して、７つの事項をそれぞれ移行により分掌させるものであります。 

 このほか、４頁の下段に記載のとおり、健康ふれあい課・健寿苑の係名を管理相談係

に変更してございます。 

 また、教育委員会においては、現在の生涯学習係が所掌致します公民館・図書館・文

化ホール等の施設管理、及び文化事業につきまして、文化振興係を新設して分掌させる

ものであります。 

 最後に、３頁の中段から下段にございます附則の改正につきましては、それぞれ今回

の条例改正にあわせて、所管する課の名称をそれぞれ変更しようとするものであります。 

 以上、奈井江町課設置条例の一部を改正する条例についてご説明致しました。 

 よろしくご審議の上、ご決定下さいますよう、お願い申し上げます。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ９番。 

 

●９番 

 今ほど、課設置条例の改正に係わる説明がございました。 

 新しくまちなみ課ということで課が増えるわけでございますけれども、町長は従来よ

り一般的な総務課だとか農政課だということではなく、このような分かりやすい平仮名

を使って今までも行っておりましたし、それに連動して新設ということでございます。 

 町長のこれに対する思いをまず１点。 

 それから、事務的に整理をしておけばよかったんですけれども、今回、職員が増加に

なりますけれども、今回この改正案の太字で書かれている部分に配置があるのかどうか

分かりませんが、職員の増加についての、ここが強化されたという部分がありましたら、

ご説明を頂きたいと思います。 

 

●議長 

 町長。 

 

●町長 

 今、課設置条例についての私の思いということでございますが、ご承知のとおり、私

が町長公約で、今回の第５期まちづくり計画の推進といいますか、これにより対応でき

るような組織機構の見直しということを謳っておりまして、こういった内容でございま

す。 

 したがいまして、ご案内のとおり、社会情勢の変化、ニーズの対応といいますか、こ

ういったことに的確に把握していく。そして的確に住民サービスの向上に役割を果たし

て頂こうというのが大きな狙いであります。 

 例えばですね、まちなみ課の中に、ご承知のとおり、今まで一緒になっていたんです
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が、道路行政だとか、それからごみ処理も含めてですが、こういったこともきちっとで

すね、分けながら責任を明確にしていく。そして住民サービスに分かりやすいように対

応していこうというのが大きな狙いでございます。 

 それから今ひとつは、どんなところに職員の増に配慮したかということでございます

が、ご存知のとおり、今、少子高齢化、子育て支援という立場で新たに係が出来ました。 

 こういったことを重点的にですね、今後、対応していかなければいけない。こういう

思いを強く致しておりますので、ご理解頂きたいと思います。 

 以上、私の所見を申し上げておきたいところでございます。 

 

●議長  

 他にありませんか。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第２３号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１８１８１８１８、、、、議案第議案第議案第議案第２４２４２４２４号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決            （１０時４０分）    

 

●議長 

 日程第１８、議案第２４号「北海道市町村総合事務組合規約の変更について」を議題

と致します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 
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（副町長 登壇） 

 

●副町長 

 議案書１５２頁をお開き下さい。 

 議案第２４号「北海道市町村総合事務組合規約の変更について」 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、北海道市町村総合事務組合規約を次のと

おり変更する。 

 平成２４年３月５日提出、奈井江町長。 

 北海道市町村総合事務組合規約の一部を変更する規約。 

 北海道市町村総合事務組合規約の一部を次のように変更する。 

 この変更につきましては、上砂川町の砂川地区広域消防組合への加入に伴いまして、

規定の整備をするため、協議の案件でございます。 

 よろしくご審議の上、ご決定をお願い致します。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第２４号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第１９１９１９１９、、、、議案第議案第議案第議案第２５２５２５２５号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決                    
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●議長 

 日程第１９、議案第２５号「副町長の選任について」を議題とします。 

 

（副町長 退席） 

 

●議長 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

 

（町長 登壇） 

 

●町長 

 連日定例会大変ご苦労さまでございます。 

 それでは、議案第２５号になりますが、副町長の選任でございますが、引き続き、三

本英司氏を選任したく、地方自治法１６２条の規定によりまして、町議会の同意を求め

るところでございます。 

 なお、履歴については、次頁１５４頁に記載されておりますので、よろしくご同意の

ほどをお願い申し上げる次第でございます。 

 以上、提案と致します。 

 

●議長 

 人事案件ですので、特に質疑があれば発言を許します。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 議案第２５号を採決します。 

 本案は、これに同意することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 



 - 145 - 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、これに同意することに決定しました。 

 暫時休憩致します。 

 

（休憩）（副町長 着席） 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第２０２０２０２０、、、、会議案第会議案第会議案第会議案第１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    （１０時４５分） 

 

●議長 

 会議を再開します。 

 日程第２０、会議案第１号「奈井江町議会委員会条例の一部を改正する条例」を議題

とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（会議案第１号）朗読 

 

●議長 

 提出者の補足説明があれば発言を許します。 

 ６番森議員。 

 

●６番 

 只今、局長から説明があったとおりなんですけれども、私の方から少しだけ同じ内容

になるかと思いますけれども、説明させて頂きたいと思います。 

 常任委員会の所管事項の一部を奈井江町課設置条例から引用するために本条例の一部

を次のように改正するものでございます。 

 委員会条例の第２条２項にあります常任委員会の所管はまちづくり課、くらしと財務

課、おもいやり課、ふるさと振興課、健康ふれあい課となっていますところを、奈井江

町課設置条例（平成１６年条例第３５号）第１条に規定する課、会計管理者の補助組織

と改めるものでございます。 

 全議員の賛成をもって可決決定をして頂くことをお願い申し上げます。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 

（なし） 
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●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 会議案第１号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第２１２１２１２１、、、、会議案第会議案第会議案第会議案第２２２２号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・承認承認承認承認                                        （１０時４７分） 

 

●議長 

 日程第２１、会議案第２号「議員の派遣承認について」を議題とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（会議案第２号）朗読 

 

●議長 

 本案は、提案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、提案のとおり承認することに決定しました。 
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日程第日程第日程第日程第２２２２２２２２、、、、決議案第決議案第決議案第決議案第１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    （１０時４８分） 

 

●議長 

 日程第２２、決議案第１号「専決処分事項の指定について」を議題とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（決議案第１号）朗読 

  

●議長 

 提出者の補足説明があれば発言を許します。 

 ６番森議員。 

 

●６番 

 只今の局長の説明のとおりでありますけれども、私から少し説明を致したいと思いま

す。 

 議会の権限の一部を町長に認めることにより、本事案にかかる案件が発生した場合は

速やかな対応が出来ることとなります。 

 合わせて議会運営の効率化を図るために町長において専決処分することが出来る事項

を新たに指定致したく、地方自治法第１８０条第１項の規定により決議を求めるもので

ございます。 

 １件の金額は５０万円以下とするものであります。 

 全議員の賛成をもって、可決決定をして下さることをお願い申し上げます。 

 

●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 決議案第１号を採決します。 
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 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第２３２３２３２３、、、、決議案第決議案第決議案第決議案第２２２２号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決    （１０時５６分） 

 

●議長 

 日程第２３、決議案第２号「「地域活性化ホールに関する調査特別委員会」の設置に

ついて」を議題とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（決議案第２号）朗読 

 

●議長 

 提出者の補足説明があれば発言を許します。 

 ６番森議員。 

 

●６番 

 只今の局長から決議案の説明がありましたが、私の立場から若干の補足説明をさせて

頂きます。 

 今議会に向け、行政から（仮称）地域活性化ホールの基本構想の概要が示され、この

件に関し、本会議中の予算特別委員会において集中審議の時間を設け、全議員で審議を

して参りました。 

 ですが、説明があった当初の予定からは大きく遅れている点や、現段階の概要の審議

が行われましたが、今後、実施設計から発注までに変更などもありうることが予想され

ます。 

 よって、議会閉会後の審議も必要と思われることから特別委員会の設置を提案するも

のであります。 

 町民の皆さんのために喜んで頂ける地域活性化ホール建設を目指しての特別委員会の

設置と考えておりますので、全議員の賛成をもって可決決定をして頂きますよう、お願

い申し上げます。 
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●議長 

 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 決議案第２号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、原案のとおり可決されました。 

 特別委員会構成のため、しばらく休憩を致します。 

 

（休憩）（特別委員会構成） 

 

●議長 

 会議を再開します。 

 休憩中に、特別委員会の正副委員長の互選結果が、議長に届いておりますので、事務

局長に報告させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

 地域活性化ホールに関する調査特別委員会の正副委員長の互選結果についてご報告申

し上げます。 

 委員長には鈴木議員、副委員長には森岡議員、以上でございます。 

 

●議長 

 只今の報告のとおり委員長には鈴木議員、副委員長には森岡議員を選任することにご

異議ありませんか。 
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（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 委員長には鈴木議員、副委員長には森岡議員を選任することに決定しました。 

 

                                       

日程第日程第日程第日程第２４２４２４２４、、、、意見案第意見案第意見案第意見案第１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質質質質疑疑疑疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決   （１１時０１分） 

 

●議長 

 日程第２４、意見案第１号「消費税増税に反対する意見書」を議題とします。 

 事務局長に、一部を省略し朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（意見案第１号）朗読 

 

●議長 

 ここで提案者の補足説明があれば発言を許します。 

 ３番三浦議員。 

 

●３番 

 昨日、民主党は消費税増税関連法案に対する党内取りまとめの議論をスタートさせま

した。 

 前原誠司政調会長は、３日間の予定で審査し今月下旬に国会に提出したいと説明しま

した。 

 法案の説明では、現行５％の消費税を２年後の２０１４年４月に８％に引き上げ、更

にその１年半後に１０％まで引き上げる内容が改めて示されました。 

 先に閣議決定された社会保障と税の一体改革大綱では、消費税の増税分は社会保障の

充実のために使うとしていますが、一体改革の中身を見ると、年金の支給はこの先ずっ

と減り続ける、介護保険の利用料や病院での窓口負担も増えるというもので、とても社

会保障の充実とはいえない内容です。 

 せめて、食料品などの生活必需品の税率だけでも据え置いて欲しいという低所得者の

要求は見送られました。 

 社会保障の財源を得るためというなら、一度は中止したやんばダムの建設や１機１０

０億円の戦闘機の購入、また、沖縄のアメリカ軍のために日本の税金から支払っている

思いやり予算、大企業や大金持ちへの新たな１．７兆円の減税、政党助成金こそ中止す

べきではないでしょうか。 



 - 151 - 

 震災から１年が経ってもいまだ、がれきの始末さえ出来ていない被災地の人々、過疎

化や高齢化の中でなんとか踏みとどまっている中小零細業者、国民の自然や安心安全の

食糧確保のために努力されている農林漁業者、１，１００万人といわれるワーキングプ

ア、そして毎日のように報道される餓死や孤独死せざるを得ない貧困層の増加、このよ

うな状況の中で、なぜ今、消費税の増税なのかという疑問がじわじわと国民の間に広が

っています。 

 主要な全国紙が行った世論調査でもたとえ社会保障のためであっても消費税増税には

反対という意見が軒並み５５％を超えています。 

 従いまして、消費税増税に反対する本意見書が採択されますよう、お願い申し上げま

す。 

 

●議長 

 本案に対する質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 本案に反対者の発言を許します。 

 ５番森岡議員。 

 

●５番 

 只今、提案趣旨、並びに趣旨説明がございました意見案第１号につきまして、私は反

対の立場から意見を申し上げたいと思います。 

 現在、わが国は総人口における約２５％、いわゆる４人に１人が６５歳以上と、高齢

者であり、この比率は今後更に進んでいく状況の中で持続可能な社会保障制度の構築と

安定財源の確保など、今後の社会保障のあり方につきましては、財政の問題と並び、避

けては通れない喫緊の最重要課題であると思います。 

 国における現在の財政状況でございますけれども、２０１１年度末、公債いわゆる借

金残高は当初予算ベースで７００兆に迫る公債残高となりまして、地方と合わせると１

千兆円を超えるといわれており、まさに危機的状況にあるということは皆さんご存知の

とおりでございます。 

 ２０１１年度予算、これは国の一般会計でございますけれども、歳出の中で３１％、

２８．７兆円が社会保障に係わる関係費であり、地方交付税交付金の中にも、いわゆる

地方における負担の一部も含まれております。 

 歳入につきましては、総額の４８％４４．３兆円、これは当初でありますが、これが

公債、いわゆる借入金であり、これは将来世代も負担であり、社会保障関係費のもう約

５割は借入金によって賄われているということも考えざるを得ません。 
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 当然ながら、今のままの状況が続きますと国の債務残高はますます増えまして、財政

や国債に対する不安により市場の反応によっては、国民生活や地方財政にも大きな痛み

が生ずることも懸念されます。 

 更に高齢化の進展によりまして、現行の社会保障制度を維持するだけでも毎年１兆円

の規模で社会保障関係費が増大していく見込みであることからも、将来に向け、社会保

障の安定強化のための具体的制度改革、その必要財源を明らかにするとともに、財源の

安定確保、更にはそのことによっての財政の健全化に向けた検討を早急にされることが

必要であるんだろうと思います。 

 現在、政府においてまとめられました、只今説明の中にもありましたけれども、消費

税の税率改定や他の税制改正を含む社会保障と税の一体改革は、そのための議論の素案

となるものであり、審議の行方はまだ不透明でありますけれども、その中身の政策も含

めて、私は国会において大いに議論されることを望むものであります。 

 社会保障と税の一体改革に示されている消費税の増税につきましても、私も生活者の

１人、生活者の視点、あと皆さんご存知のように、一零細企業の経営者の立場として、

提案者の思いも十分理解することは出来ます。 

 しかしながら、私は現況を踏まえますと近い将来、避けては通れない道であろうと、

そのように認識をしております。 

 本意見書は、今後の議論において入り口に越えがたい大きなハードルを置くことに繋

がるものとその思いから私は賛同することができません。 

 私は消費税率の引き上げも、あらゆる選択肢の一つとして将来における安定性のある

社会保障制度の確立や財政の健全化に向けた施策について、国民の代表である国会にお

いて国民の前で徹底した議論をして頂くことが私の希望であります。 

 合わせまして、要望事項の２項に記載されております企業減税につきましても、私は

今後の日本経済の成長や企業の国際競争力を高めるため必要な措置であると、その認識

でおりますので、本意見書の提出に反対をさせて頂きます。 

 以上、反対討論と致します。 

 

●議長 

 次に、本案に賛成者の発言を許します。 

 ２番石川議員。 

 

●２番 

 私はですね、消費税増税に反対する意見書を採択することに賛成であります。 

 この意見書にあるように、ほとんどの部分は、三浦議員が今、お話された、それに同

意するものでありますが、この意見書の中にあるように、東日本大震災の被災地の方た

ちは災害が起こり、１年を経過しているにも関わらず、いまだ復興が進まず、精神的に

も肉体的にもまた経済的にも大変ご苦労されております。 

 消費税の増税を行うことは、更にこの被災地の方たちを苦しめることになると思いま

す。 
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 また、現状の経済不況の中において、中小零細企業や小規模事業者の方たちや低所得

者の皆さんをはじめとする、いわゆる生活弱者といわれている方たちは常に明日への不

安を抱えて日々を送っております。 

 今、ここで消費税を増税することは、この方たちの死活問題にまで関わることと思い

ます。 

 以上の理由で、私はこの消費税増税に反対する意見書を採択することに賛成を致しま

す。 

 以上、賛成討論と致します。 

 

●議長 

 討論を終わります。 

 意見案第１号を、起立により採決します。 

 本案は、提案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

 

（起立） 

 

●議長 

 起立多数であります。 

 本案は、提案のとおり可決されました。 

                            

                                       

日程第日程第日程第日程第２５２５２５２５、、、、意見案第意見案第意見案第意見案第２２２２号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決   （１１時１５分） 

 

●議長 

 日程第２５、意見案第２号「父子家庭支援策の拡充を求める意見書」を議題とします。 

 事務局長に、一部を省略し朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（意見案第２号）朗読 

 

●議長 

 ここで提案者の補足説明があれば発言を許します。 

 ７番笹木議員。 

 

●７番 

 父子家庭支援策の拡充を求める意見書について補足説明をさせて頂きます。 

 今、全国的に見ますと母子家庭が約１２０万世帯、父子家庭約２０万世帯と父子家庭

の増加現象があります。 
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 法改正により、平成２２年度から児童扶養手当が父子家庭にも支給されるようになり

ましたが、所得制限などで現在半数の約１０万世帯しか受給されておりません。 

 また多くの支援制度、助成金、貸付制度においては、そのほとんどが母子寡婦家庭と

の制限があります。 

 特に遺族基礎年金では夫または親との死別と記され、母親が被保険者であっても、遺

族は基礎年金を受け取ることができません。 

 父子家庭で困っていることの１位として、数年前の家事負担から、現在は家計の困難

になっております。 

 その要因として社会背景もありますが、子どもを抱え、仕事を続けられなくなり、や

むなく退職。また子育てできる職場に転職し、正社員から派遣社員になるなど、収入が

減少してしまうことが最大の原因と考えられます。 

 例えば、母子家庭、父子家庭の資格要件が多少あったとしても、そこにいる子どもた

ちに不平等が生じては絶対にならないのではないかと強く思い、今回、父子家庭支援策

の拡充を求める意見書を提出させて頂きましたので、全議員の賛成を頂きたく、お願い

を申し上げ、私の補足説明とさせて頂きます。 

 

●議長 

 本案に対する質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 意見案第２号を採決します。 

 本案は、提案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、提案のとおり可決されました。 
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日程第日程第日程第日程第２６２６２６２６、、、、意見案第意見案第意見案第意見案第３３３３号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・質疑質疑質疑質疑・・・・討論討論討論討論・・・・採決採決採決採決   （１１時１８分） 

 

●議長 

 日程第２６、意見案第３号「こころの健康を守り推進する基本法の制定を求める意見

書」を議題とします。 

 事務局長に、一部を省略し朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（意見案第３号）朗読 

 

●議長 

 本案に対する質疑を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 質疑なしと認めます。 

 討論を行います。 

 

（なし） 

 

●議長 

 討論なしと認めます。 

 意見案第３号を採決します。 

 本案は、提案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、提案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。 

 

（休憩） 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第２７２７２７２７、、、、調査第調査第調査第調査第１１１１号号号号のののの上程上程上程上程・・・・説明説明説明説明・・・・採決採決採決採決            
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●議長 

 会議を再開します。 

 日程第２７、調査第１号「議会運営委員会の調査の付託について」を議題とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（調査第１号）朗読 

 

●議長 

 本案は、議会運営委員会に付託することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、議会運営委員会に付託することに決定しました。 

                                       

                                       

日程第日程第日程第日程第２８２８２８２８、、、、調査第調査第調査第調査第２２２２号号号号のののの上程上程上程上程・・・・付託付託付託付託              

 

●議長 

 日程第２８、調査第２号「所管事務調査の付託について」を議題とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

 

●事務局長 

（調査第２号）朗読 

 

●議長 

 本案は、まちづくり常任委員会に付託することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

●議長 

 異議なしと認めます。 

 本案は、まちづくり常任委員会に付託することに決定しました。 
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閉会閉会閉会閉会    

 

●議長 

 以上で、本定例会に付議された案件の審議は全部終了しました。 

 平成２４年奈井江町議会第１回定例会を閉会します。 

 皆さん大変ご苦労さまでした。 

                               

                                       

                               （１１時２５分） 

 

 

上記事項は書記が記載したものであるが、その内容が正確であることを証するため茲に

署名する。 

    平成  年  月  日 

        奈井江町議会議長 

            署名議員 

              〃 

 


